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ページ 文章 発話 日本語訳

1  ［笑う。］はい。

2 p.1 文学としてのマンガ⑦ คะ่ マンガ［日本語で発話する］ ในฐานะทีเ่ป็น

วรรณกรรม

はい。文学としての立場における「マンガ」。

3 はい。

4 p.1 引用の織物としての『犬夜叉』 犬夜叉［タイ語的に発音する］ เออ่ 

犬夜叉［タイ語的に発音する］ อนันี้ไมแ่น่ใจวา่

แปลวา่อะไรคะ่ ［「織物」を指さしながら発話する］

「犬夜叉」［タイ語的に発音する］えー，「犬夜叉」［タイ
語的に発音する］これはなんと訳すかはっきりしませ
ん［「織物」を指さしながら発話する］。

5 うん。

6 น่าจะประมาณวา่อา้งองิมาจากเรือ่ง 
犬夜叉［タイ語的に発音する］

おそらくだいたいのところ「犬夜叉」［タイ語的に発音
する］の話から引用したのでしょう。

7 うん。

8 p.1 （高橋留美子作） อนันี้ก็ชือ่ 高橋 留美子［日本語で発話する］ これは「高橋，留美子」の名前です。

9 p.1 山田　利博 เป็น อนันี้ก็คอืคนแตง่ で，これは作者です。

10  何の作者ですか。

11 คนแตง่เรือ่ง 犬夜叉［タイ語的に発音する］ คะ่ 「犬夜叉」［タイ語的に発音する］の話の作者です。

12 はい。

13 คะ่ はい。

14 p.1 次に取り上げるべき作品を思いつかず、2年半ほど中断していた「文学と
してのマンガ」シリーズであるが、要望が強いためまた書くことにした。副
題に掲げたように、今回取り上げる作品は高橋留美子作の『犬夜叉』で
ある。けれど、マンガに詳しい向きはすぐにお分かりで、そうでない方に
は後で述べるように、この作品を取り上げるのはいささか遅きに失した嫌
いがあるが、これにはわけがある。稿者が在住する宮崎にはよみうり系
のテレビ局が無く、したがってこの作品がアニメ化されたものは今も地上
波では放映されていない。もちろんアニメ化される以前にもその存在を
知ってはいたが、同じ作者の『らんま1/2』（週刊少年サンデーに1987年
36号から1996年12号まで連載）を稿者は余り評価していないので、コミッ
クス等をチェックするのを怠っていた。ところがこの4月より、遂に宮崎で
もケーブルテレビでこの作品が放映されるに及び、これから詳述するよう
に、本シリーズで論ずべき価値ある作品と判定したので取り上げた次第
である。例によって先ず、この作品の概括から始めよう。

［黙って要旨を眺めている。］ ไปอา่น 

犬夜叉［タイ語的に発音する］ เลยแลว้กนัคะ่ ［笑う。］

［黙って要旨を眺めている。］「犬夜叉」［タイ語的に発
音する］を読みにいくことにしましょう。［笑う。］

15 いいですね。これは興味がないんですか。

16 ออ๋ อา่น อา่นก็ไดค้ะ่ ああ，読みます，読んでもいいですよ。

17 しなくてもいいですよ［笑う］。読みたくないんじゃ
ないんですか。

18 ได ้ๆ ไดห้มดคะ่ ［笑う。］ いいです，いいです。全部いいです。［笑う。］

19 ［笑う。］読まないのはなぜですか，と。読まなくて
もいいんですよ，でも，どうしてって。

20 ออ๋ อา่นก็ได ้ ああ，読んでもいいんです。

21 ［笑う。］

22 p.1 次に取り上げるべき作品を思いつかず、2年半ほど中断していた「文学と
してのマンガ」シリーズであるが、要望が強いためまた書くことにした。

［「次に取り上げるべき作品を思いつかず」の部分を
黙って読む。］ เออ่ นกึถงึเรือ่งที ่ตอ่ไปก็ยกเรือ่งทีค่วร

จะพดูออกมา เออ่ つかず［日本語で発話する］ นี่ไม่

แน่ใจวา่ ไมน่กึถงึหรอืวา่นกึถงึ

［「次に取り上げるべき作品を思いつかず」の部分を
黙って読む。］えー，話を思い浮かべました。続いて
話を挙げて，話すべき話を持ち出して，えー，「つか
ず」これははっきりしなくて，思い浮かばないんじゃな
いでしょうか。思い浮かぶ。

23 うん。

24 เดีย๋วลองอา่นตอ่กอ่นนะคะวา่แปลวา่อะไร ちょっと先に読み進めてみますね，どう訳すのか。

25 うん。

26 ［「2年半ほど中断していた「文学としてのマンガ」シリ
ーズであるが」の部分を黙って読む。］ แลว้ก็เมือ่

ประมาณ สองปีครึง่ ไดถ้กู อนันี้น่าจะเหมอืนถกูหยดุไป

กลางคัน

［「2年半ほど中断していた「文学としてのマンガ」シ
リーズであるが」の部分を黙って読む。］それから，と
きに，だいたい，2年半，されました。これはおそらくど
うも途中で止められていたようです。

27 うん。

28 マンガ［日本語で発話する］ ในฐานะทีเ่ป็นวรรณกรรม

ไดถ้กูม ี
シリーズ［タイ語において外来語に当たり，タイ語発
音をする］ マンガ［日本語で発話する］ ในฐานะที่

เป็นวรรณกรรมไดถ้กูหยดุไปเมือ่ตอนสองปีครึง่

文学としての立場の「マンガ」は「シリーズ」［タイ語に
おいて外来語に当たり，タイ語発音をする］にされて
あって，文学としての立場の「マンガ」は2年半のとき
に止められていました。

29 うーん。

30 ［「要望が強いためまた書くことにした」の部分を黙っ
て読む。］ อา แตว่า่เพราะวา่เขามคีวามปรารถนาอนั

แรงกลา้ ก็เลยเขยีนอกีครัง้ ก็เลยเขยีน

［「要望が強いためまた書くことにした」の部分を黙っ
て読む。］あー，でも，彼には最初の強い欲望があっ
たので，それで，もう一度書きます。それで，書きまし
た。

31 うん。

32 p.1 副題に掲げたように、今回取り上げる作品は高橋留美子作の『犬夜叉』
である。

［「副題に掲げたように」の部分を黙って読む。］ 
เหมอืนกบัที ่อนันี้ไมแ่น่ใจวา่แปลวา่อะไรคะ่ 
［「副題」の語を指さす］

［「副題に掲げたように」の部分を黙って読む。］同じ
ように，これはなんと訳すのかはっきりしません［「副
題」の語を指さす］。

33 うん。

34 แต ่題［日本語で発話する］ น่าจะหมายถงึหวัเรือ่ง 

อาจจะเหมอืนกบัหวัเรือ่ง

ですが，「題」，おそらく意味するのはタイトル，たぶ
んタイトルと同じでしょう。

35 ［「今回取り上げる作品は高橋留美子作の『犬夜叉』
である」の部分を黙って読む。］ ออื เรือ่งที ่เออ่ 

ผลงานทีย่กขึน้มาในครัง้นี้ก็คอืเรือ่ง 

犬夜叉［タイ語的に発音する］ ของ 
高橋留美子［タイ語的に発音する］

［「今回取り上げる作品は高橋留美子作の『犬夜叉』
である」の部分を黙って読む。］うーん，の話，えー，
今回取り上げた作品は「高橋留美子」［タイ語的に発
音する］の「犬夜叉」［タイ語的に発音する］という話。

36 うん。

37 p.1 けれど、マンガに詳しい向きはすぐにお分かりで、そうでない方には後で
述べるように、この作品を取り上げるのはいささか遅きに失した嫌いがあ
るが、これにはわけがある。

แตว่า่ 
［「マンガに詳しい向きはすぐにお分かりで」の部分を
黙って読む。］ お分かりで［日本語で発話する］ ออื 

ใน マンガ［タイ語において外来語に当たる］ ก็เขา้ใจ

รายละเอยีดไดทั้นท ี
［「そうでない方には後で述べるように」の部分を黙っ
て読む。］ แตใ่นสว่นทีไ่มส่ามารถเขา้ใจไดทั้นทก็ีจะ

พดูถงึในภายหลัง

ですが。［「マンガに詳しい向きはすぐにお分かりで」
の部分を黙って読む。］「お分かりで」うーん，「マン
ガ」［タイ語において外来語に当たる］の中では詳細
がすぐに理解できます。［「そうでない方には後で述
べるように」の部分を黙って読む。］でも，すぐに理解
することができない部分は後で話しています。
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38 ん。

39 ［「この作品を取り上げるのはいささか遅きに失した
嫌いがあるが」の部分を黙って読む。］ การทีเ่อาเรือ่ง

 ยกเรือ่งนี้ข ึน้มาพดูเนี่ยมนั เออ่ いささか 

いささ［日本語で発話する］ อนันี้ไมเ่คย ไม ่ๆ ไมรู่ ้

แปลวา่อะไรคะ่ ［「いささか」の語を指さす］ ลองเปิด 
dic［dictionaryの意味。タイ語において外来語に当た
る］ ดนูะคะ

［「この作品を取り上げるのはいささか遅きに失した
嫌いがあるが」の部分を黙って読む。］話を持ち出す
こと，この話を持ち上げて話してきて，えー，「いささ
か，いささ」これは覚えがありません。ないない，なん
と訳すか知りません［「いささか」の語を指さす］。
「dic」［dictionaryのこと。タイ語において外来語に当
たる］を開いてみますね。

40 うん。何の辞書を使いますか。

41 เออ่ ใช ้ใช ้JTDic คะ่ えー，使う，JTDicを使います。

42 はい。

43 อนันี้มนัจะเป็นแปลไทยอะคะ่ これ，これはタイ語に訳すんです。

44 うん。

45 ตอ้งม ีか［日本語で発話する］ ดว้ยไหม 
［タブレットに「いささか」と打ち込んでから，JTDicアプ
リで検索するとเล็กนอ้ย「少し」と訳された。］ เล็กนอ้ย
 ［「これにはわけがある」の部分を黙って読む。］ 
これにはわけ［日本語で発話する］ ออื 

［黙って読んでいる。］ มนั มนัชา้ เล็กนอ้ย 

うし［「失した」を読もうとしている］ อะไรอะ เออ่ อนันี้

เหมอืนค าวา่เสยี ［「失した」を指さす］

「か」もあるべきでしょうか。［タブレットに「いささか」と
打ち込んでから，JTDicアプリで検索するとเล็กนอ้ย
「少し」と訳された。］少し。［「これにはわけがある」の
部分を黙って読む。］「これにはわけ」うーむ。［黙って
読んでいる。］これ，これは遅い，少し。「うし［「失し
た」を読もうとしている］」なんでしょう。えー，これはな
くなるという語に似ています［「失した」を指さす］。

46 うーん。

47 หรอืสญูเสยีอะไรสกัอยา่ง อาจ แลว้อนันี้ก็เกลยีด 

［「嫌い」を指さす］ น่าจะออกไปในทางไมด่ ีอาจจะ

แบบมคีวามรูส้กึไมด่เีล็ก เล็กนอ้ยแตว่า่ส าหรับเรือ่ง

เนี่ยมนัก็มเีหตผุลของมนัอยู่

あるいは何かを失いました，たぶん，それから，これ
は嫌う［「嫌い」を指さす］。おそらく良くない方向に出
ていきます。たぶんなんか小さいよくない感情があり
ます。少し，ですが，話に関してはそれに理由があり
ます。

48 ふーん。

49 p.1 稿者が在住する宮崎にはよみうり系のテレビ局が無く、したがってこの作
品がアニメ化されたものは今も地上波では放映されていない。

［「稿者が在住する宮崎」の部分を黙って読む。］ อนั

นี้น่าจะหมายถงึคนเขยีน ［「稿者」を指さす］

［「稿者が在住する宮崎」の部分を黙って読む。］これ
はおそらく書き手のことを意味しています［「稿者」を
指さす］。

50 うん。

51 そんざいする［日本語で発話する］ 
［「宮崎にはよみうり系のテレビ局が無く」の部分を黙
って読む。］ よみうりかかりが［日本語で発話する］ 
เออ่ น่าจะหมายถงึวา่ เออ่ อนันี้ก็ 

みやさき［タイ語的に発音する］ หรอืเปลา่ไมแ่น่ใจ 
［「宮崎」を指さす］

「そんざいする」。［「宮崎にはよみうり系のテレビ局が
無く」の部分を黙って読む。］「よみうりかかりが」
えー，おそらく意味するのは，えー，これは「みやさ
き」［タイ語的に発音する］じゃないのでしょうか，はっ
きりしませんが［「宮崎」を指さす］。

52 うーん。

53 ในทีท่ีผู่เ้ขยีนอยู่เนี่ยมนัไมม่ ี
TV［タイ語において外来語に当たり，タイ語発音をす
る］ 
［「したがってこの作品がアニメ化されたものは今も地
上波では放映されていない」の部分を黙って読む。］
 ออื แลว้ก็นอกจากนี้ ผลงานเรือ่งนี้ทีถ่กูท าเป็น アニメ
 
［タイ語において外来語に当たり，タイ語発音をする］
 เนี่ย ตอนนี้ก็ ไมไ่ดถ้กูฉาย ［黙って読んでいる。］ อนั

นี้มนั เออ่ พืน้ พืน้ดนิแลว้ก็คลืน่ ［「地上波」を指さす］

 น่าจะเหมอืนแบบประมาณวา่ไมไ่ดอ้ยู่ในกระแส

หลักมัง้คะ

書き手がいるところにはですね，「TV」［タイ語におい
て外来語に当たり，タイ語発音をする］がありませ
ん。［「したがってこの作品がアニメ化されたものは今
も地上波では放映されていない」の部分を黙って読
む。］うーん，それから，この他に，「アニメ」［タイ語に
おいて外来語に当たり，タイ語発音をする］がつくら
れたことによる結果として，今はんー，放映されてい
ません。［黙って読んでいる。］これはその，えー，
地，地面と波［「地上波」を指さす］。おそらくなんとい
うかおおよそのところ主な潮流の中には入らないの
ではないでしょうか。

54 うん。

55 อาจจะแบบไมไ่ดถ้กูฉายอยู่ในปัจจบุนันี้ たぶんなんか現在放映されていません。

56 p.1 もちろんアニメ化される以前にもその存在を知ってはいたが、同じ作者の
『らんま1/2』（週刊少年サンデーに1987年36号から1996年12号まで連
載）を稿者は余り評価していないので、コミックス等をチェックするのを
怠っていた。

［「もちろんアニメ化される以前にもその存在を知って
はいたが」の部分を黙って読む。］ เออ่ แน่นอนวา่ 

กอ่นทีจ่ะถกูท าเป็น 
アニメ［タイ語において外来語に当たり，タイ語発音を
する］ เนี่ย ก็เป็นทีรู่จั้กมากอ่น 
［「同じ作者の『らんま1/2』」の部分を黙って読む。］ 
เออ่ คนแตง่คนเดยีวกนั らんま［日本語で発話する］ 

เศษหนึง่สว่นสอง 
［『らんま1/2』のタイ語名で，「らんま」のみタイ語的に
発音する］ คนแตง่คนเดยีวกนั 
［「週刊少年サンデーに1987年36号から1996年12号
まで連載」の部分を黙って読む。］ ออื อนันี้น่าจะ

หมายถงึปีทีเ่ขยีนอะคะ่วา่แบบ ［「1987」を指さす］

［「もちろんアニメ化される以前にもその存在を知って
はいたが」の部分を黙って読む。］えー，当然ながら，
「アニメ」［タイ語において外来語に当たり，タイ語発
音をする］にされる前に，先に知られていました。
［「同じ作者の『らんま1/2』」の部分を黙って読む。］
えー，同一の作者，「らんま1/2［『らんま1/2』のタイ
語名で，「らんま」のみタイ語的に発音する］」，同一
の作者。［「週刊少年サンデーに1987年36号から
1996年12号まで連載」の部分を黙って読む。］うー
ん，これはおそらく書いた年を意味していますね，な
んというか［「1987」を指さす］。

57 うん。

58 ［黙って読んでいる。］ หนึง่เกา้แปดเจ็ดสามหก 

［黙って読んでいる。］ เออ่ ผูเ้ขยีนก็ ผูเ้ขยีนก็ไมไ่ด ้

เหลอื เอะ๊ ผูเ้ขยีนก็ไมค่อ่ยไดว้จิารณ์ วเิคราะหไ์ว ้
［「コミックス等をチェックするのを怠っていた」の部分
を黙って読む。］ 
コミックスチェックするのを［日本語で発話する］ อนั

นี้ไมรู่แ้ปลวา่อะไรคะ่ ［「怠って」を指さす］

［黙って読んでいる。］198736。［黙って読んでいる。］
えー，書き手は，書き手は残していませんでした。
えっ，書き手もあまり分析，評価をしていませんでし
た。［「コミックス等をチェックするのを怠っていた」の
部分を黙って読む。］「コミックスチェックするのを」こ
れはどう訳すか知りません［「怠って」を指さす］。

59 うん。

60 เดีย๋วลองใช ้
dic［dictionaryの意味。タイ語において外来語に当た
る］ หานะคะ

ちょっと「dic」［dictionaryのこと。タイ語において外来
語に当たる］を使って探してみますね。

61 はい。

62 ［タブレットに指で「怠」と書いてJTDicアプリで検索し
，検索結果一覧から「怠る」を選ぶと，「おこたる」とい
う読みとไมส่นใจ

「興味がない」という意味が得られた。］ ออ้ อยู่

อนัเนี่ยคะ่ おこたる［日本語で発話する］ ไมส่นใจ 

［黙って読んでいる。］ เขาก็ไมไ่ดส้นใจจะ 
チェック［タイ語において外来語に当たり，タイ語発音
をする］ ในสว่นทีเ่ป็นของ 
コミックス［タイ語において外来語に当たり，タイ語発
音をする］

［タブレットに指で「怠」と書いてJTDicアプリで検索し
，検索結果一覧から「怠る」を選ぶと，「おこたる」とい
う読みとไมส่นใจ
「興味がない」という意味が得られた。］ああ，これに
ありますね。「おこたる」興味がない。［黙って読んで
いる。］「コミックス」［タイ語において外来語に当たり，
タイ語発音をする］になっている部分を「チェック」［タ
イ語において外来語に当たり，タイ語発音をする］す
ることに興味がありませんでした。

63 p.1 ところがこの4月より、遂に宮崎でもケーブルテレビでこの作品が放映さ
れるに及び、これから詳述するように、本シリーズで論ずべき価値ある作
品と判定したので取り上げた次第である。

แตว่า่ ในเดอืนทีส่ ี ่

［「遂に宮崎でも」の部分を黙って眺めている。］ อนันี้

ไมรู่แ้ปลวา่อะไร ［「遂」を指さす］ แตค่ดิวา่ไมน่่าจะ

ส าคัญ

ですが，4月に。［「遂に宮崎でも」の部分を黙って眺
めている。］これをどう訳すかは知りません［「遂」を指
さす］。でも，重要ではなさそうに思います。

64 うん。

65 ［黙って読んでいる。］ ออื เหมอืนวา่ในเดอืนทีส่ ีเ่ขา 

เขาก็ไดฉ้าย ［黙って読んでいる。］ เขาก็ไดฉ้าย

ผลงานนี้ใน ケーブルTV 
［タイ語において外来語に当たり，タイ語発音をする］
 ［「これから詳述するように」の部分を黙って読む。］
 แลว้ก็หลังจากนี้ก็ เออ่ ออื ไมแ่น่ใจอนันี้แปลวา่อะไร 

อนันี้เหมอืนกบัวา่ละเอยีด ［「詳」を指さす］ แลว้อนันี้ก็

แบบพดูขึน้มา ［「述」を指さす］ อาจจะหมายถงึเรือ่งที่

จะพดูโดยละเอยีดนี้

［黙って読んでいる。］うーん，4月に，放映された，と
いうような。［黙って読んでいる。］「ケーブルTV」［タイ
語において外来語に当たり，タイ語発音をする］の中
で作品が放映されました。［「これから詳述するよう
に」の部分を黙って読む。］それから，このあとで，
えー，うーん，これをなんと訳すのかはっきりしませ
ん。これは細かい，のようですね［「詳」を指さす］。そ
れから，これはんー声を上げるような［「述」を指さ
す］，たぶんこと細かに話したことを意味するのでしょ
う。

66 うーん。

67 ［「本シリーズで論ずべき価値ある作品と判定したの
で取り上げた次第である」の部分を黙って読む。］ 
เขาก็จะพดูถงึเกีย่วกบั เออ่ คณุคา่ของผลงาน แลว้ก็ 
はん はん はん はんてい［日本語で発話する］ 
น่าจะแบบแนวตคีวามหรอือะไรอยา่งเนี่ยคะ่

［「本シリーズで論ずべき価値ある作品と判定したの
で取り上げた次第である」の部分を黙って読む。］関
して話しています，えー，作品の価値，それから，「は
ん，はん，はん，はんてい」おそらくなんか解釈のよう
なものか何かそんなです。



68 p.1 例によって先ず、この作品の概括から始めよう。 ［黙って読んでいる。］ ออื แลว้ก็ตามตัวอยา่งตอ่ไป 

แลว้ก็มาเริม่อะไรสกัอยา่งกบัผลงานนี้กนัเถอะ ［笑う］

［黙って読んでいる。］うーん，それから，続いて例に
進みます。それから，この作品のようなものから始め
ましょう［笑う］。

69 ［笑う。］

70 ออื ลองหาแลว้กนันะคะ うーん，探してみることにしましょうね。

71 はい。

72 ［タブレットに指で「概」と何度も書くが，なかなか認識
されない。］ ไมไ่ดใ้กลเ้คยีงเลย 

［「概」の字を書きながら口にしている］ ［笑う。］ เดีย๋ว

 เป็นตน้ไมแ้ลว้ก็ 
［タブレットに指で「概括」と書いてJTDicアプリで検索
すると，「がいかつ」という読みとสรุปคร่าว ๆ

「簡単な要約」という意味が得られた。］ น่าจะอนันี้ 

แลว้ก็มอือยู่แลว้ก็ลิน้ 
［「括」の字が読む素材とタブレットで同じか確認して
いる］ がいかつ［日本語で発話する］ สรุปคร่าว ๆ งัน้

เราก็จะมาเริม่สรุปผลงานนี้คร่าว ๆ กนัเลย ［笑う。］ ออ้

 แลว้ก็

［タブレットに指で「概」と何度も書くが，なかなか認識
されない。］ぜんぜん近づきませんね。［笑う。］ちょっ
と，木とそれから［「概」の字を書きながら口にしてい
る］。［タブレットに指で「概括」と書いてJTDicアプリで
検索すると，「がいかつ」という読みとสรุปคร่าว ๆ
「簡単な要約」という意味が得られた。］おそらくこれ，
それに手があって舌［「括」の字が読む素材とタブレッ
トで同じか確認している］「がいかつ」簡単な要約，な
ら私たちもこの作品を簡単に要約し始めましょう。［笑
う。］ああ，それから。

73 p.1 1.『犬夜叉』の概括 สรุปคร่าว ๆ ของเรือ่ง 犬夜叉［タイ語的に発音する］ 「犬夜叉」［タイ語的に発音する］の話の簡単な要約。

74 p.1 前節でも少し触れたように、この作品の初出は古く、1996年の『週刊少年
サンデー』50号である（本稿を執筆している2004年9月現在も連載中。

［「前節でも少し触れたように」の部分を黙って読む。］
 อมื กอ่นแลว้ก็อนันี้อะไรก็ไมรู่ค้ะ่ ［「節」を指さす］ 

でも少し［日本語で発話する］ เออ่ เหมอืนกบัอนันี้จับ

 ［「触」を指さす］ อาจจะหมายถงึเหมอืนกบัทีไ่ดพ้ดู

ไปกอ่นหนา้นี้

［「前節でも少し触れたように」の部分を黙って読
む。］うーん，まずそれにこれは何か分かりません
［「節」を指さす］。「でも少し」えー，似たような，これ
は触る［「触」を指さす］，たぶん意味するのは，これ
までに言っているように，

75 うん。

76 この作品の［日本語で発話する］ เออ่ ผลงานชิน้นี้มนั

 ตอนทีม่นั อนันี้น่าจะหมายถงึแบบวา่ตพีมิพอ์อกมามนั

 มนัเกา่

「この作品の」えー，この作品は，これが，これがおそ
らく意味するのは印刷し発行したときに，それは古く
て，

77 うーん。

78 ตอนปีหนึง่เกา้เกา้หก 
［「『週刊少年サンデー』50号」の部分を黙って読む。］
 เออ่ ก็มเีรือ่ง เรือ่งทีอ่ยู่ในวงเล็บน่าจะหมายถงึชือ่คะ่ 

ทีม่นัออกมาตอนปีหนึง่เกา้เกา้หก มหีา้สบิเลม่ 

［「本稿を執筆している」の部分を黙って読む。］ ออื 

แลว้ก็ 
［「執筆している2004年9月現在も連載中」の部分を黙
って読む。］ เหมอืนวา่ใน ในตอนนัน้มนัก็ยังคง ตพีมิพ์

อยู่

1996［「いちきゅうきゅうろく」のように読む］年のとき。
［「『週刊少年サンデー』50号」の部分を黙って読む。］
えー，ことがありました，括弧の中の話はおそらく名
前です，1996［「いちきゅうきゅうろく」のように読む］年
に出たものの，50冊あります。［「本稿を執筆してい
る」の部分を黙って読む。］うーん，それから。［「執筆
している2004年9月現在も連載中」の部分を黙って読
む。］なんというか，当時おそらくまだ，印刷中でし
た。

79 うーん。

80 อนันี้น่าจะหมายถงึเรือ่งแบบวา่ตน้ฉบบั 

［「本稿」を指さす］ อนันี้น่าจะประมาณวา่เขยีนอยู่ 

［「執筆」を指さす］ สองพันสีเ่ดอืนเกา้ ถา้ดจูากอนันี้ 

［論文タイトル上の発行年「2005」を指さす］ น่าจะ

หมายถงึปีทีเ่อกสารอนันี้ออกมาคะ่ ก็คอืแบบประมาณ

ชว่งนัน้เนี่ยมนั เออ่ 現在［日本語で発話する］ ก็

ปัจจบุนั も［日本語で発話する］ ก็น่าจะหมายถงึวา่

ปัจจบุนัก็ยังคงเขยีนเรือ่งนี้อยู่

これがおそらく意味しているのはなんというかオリジ
ナル［「本稿」を指さす］。これはおそらくだいたいのと
ころで書いています［「執筆」を指さす］。2004年の9月
に，ここのところから見ると［論文タイトル上の発行年
「2005」を指さす］，おそらく意味しているのはこの雑
誌が出された年です。すなわちおおよそのところその
当時はですね，それはえー，「現在」んー，現在，
「も」，んー，おそらく意味しているのは現在もこの話
をまだ書いています。

81 ふーん。

82 p.1 因みにコミックスはその時点で37巻。 ［黙って読んでいる。］ อมื แลว้ก็ในตอนนัน้เนี่ย 
コミックス 
［タイ語において外来語に当たり，タイ語発音をする］
 ก็มสีามสบิเจ็ด เอะ๊ นี่น่าจะตอน เอย้ น่าจะเลม่

［黙って読んでいる。］うーむ。それから，そのときに
ですね，「コミックス」［タイ語において外来語に当た
り，タイ語発音をする］は37ありました，え？これはお
そらく，とき，えっと，おそらく冊。

83 うん。

84 อนันี้น่าจะ 

ごう［「号」を指さしながら日本語で発話する］ นี่น่าจะ

หมายถงึตอน แลว้ก็อนันี้น่าจะหมายถงึเลม่อะคะ่ 
［「巻」を指さす］

これはおそらく「ごう」［「号」を指さす］。これはおそらく
部を意味します。それから，これはおそらく冊を意味
しています［「巻」を指さす］。

85 うん。

86 p.1 アニメは2000年10月から2004年9月までテレビ放映）。 ［黙って読んでいる。］ แลว้ก็ในสว่นของ 
アニメ［タイ語において外来語に当たり，タイ語発音を
する］ เนี่ย ในเดอืนสบิปีสองพันจนถงึเดอืนเกา้ปีสอง

พันสีก็่ไดฉ้ายทาง 
TV［タイ語において外来語に当たり，タイ語発音をす
る］

［黙って読んでいる。］それから，「アニメ」［タイ語にお
いて外来語に当たり，タイ語発音をする］の部分はで
すね，2000年10月から2004年の4月まで「TV」［タイ語
において外来語に当たり，タイ語発音をする］で放映
されました。

87 p.1 完結してからその構造を問うのが原則の本シリーズでこれを取り上げる
のはやや異例だが、先にも記したように既にテレビアニメは終了してお
り、原作はまだ若干続く見込みだけれども、本シリーズの三作目でも述
べたように、これは関連商品の販売の問題があるため（事実12月に4本
目の映画が上映予定である）で、実質的には問題なしと判断したからで
ある。

［「完結してからその構造を問うのが原則の本シリー
ズでこれを取り上げるのはやや異例だが」の部分を
黙って読む。］ ออื ประโยคยาวมากเลยคะ่ ไอนี้น่าจะ

หมายถงึแบบ ［「完結」を指さす］ จบสมบรูณ์แบบ 

หลังจากทีม่นัจบแลว้ก็ ออื นี่น่าจะโครงสรา้ง 

［「構造」を指さす］ หรอือะไรสกัอยา่ง

［「完結してからその構造を問うのが原則の本シリー
ズでこれを取り上げるのはやや異例だが」の部分を
黙って読む。］うーん，文がとっても長いです。これは
おそらく意味するのはなんか［「完結」を指さす］完成
するような。それが終わったあとで，うーん，これはお
そらく構造［「構造」を指さす］か何かです。

88 うーん。

89 โครงสรา้ง のとううのが［日本語で発話する］ 

［黙って読んでいる。］ งงมากเลยคะ่มนัขยายเยอะ 
［文が切れずに長く続いているという意味］ ［笑う。］ 
เออ่ เดีย๋วนะคะ ขอคอ่ย ๆ เรยีงกอ่น げん げんそく 
げん の本シリーズで これをうりあげるのはやや 
やや［日本語で発話する］ ก็อะไรก็ไมรู่ ้

［黙って読んでいる。］ งัน้ลองแปลถอยหลังแลว้กนั

นะคะ อนันี้ อนันี้มนัแปลวา่ตาก ［「異」を指さす］ แลว้

อนันี้แปลวา่ตัวอยา่ง ［「例」を指さす］ ก็อาจจะ

หมายถงึตัวอยา่งทีม่นัตา่งกนั 

やや［日本語で発話する］ อาจจะแบบมเียอะหรอืเปลา่

構造。「のとううのが」。［黙って読んでいる。］すごく混
乱しています，たくさん広げています［文が切れずに
長く続いているというという意味］。［笑う。］えー，
ちょっと。少しずつまずは並べ替えさせてください。
「げん，げんそく，げん，の本シリーズで，これをうりあ
げるのはやや，やや」んー，なんなのか分かりませ
ん。［黙って読んでいる。］じゃあ，後ろから訳してみ
ることにしましょう。これ，これは訳すとさらす［「異」を
指さす］，それで，これは訳すと例［「例」を指さす］，
たぶん意味するのは異なっている例，「やや」たぶん
なんかたくさんあるのではないでしょうか。

90 うん。

91 ตัวอยา่งมากมายทีม่นัตา่งกนั อนันี้ก็คอืยกขึน้มา 
［黙って読んでいる。］ ออื ［黙って読んでいる。］ 
หลังจากทีเ่สร็จทัง้หมดแลว้ เขาก็ยกตัวอยา่งที่
แตกตา่งกนัขึน้มา 
［「先にも記したように既にテレビアニメは終了してお
り」の部分を黙って読む。］ แลว้ก็ เออ่ ตอ่ไป 
テレビアニメ［タイ語的に発音する］ มนัก็ มนัก็จบ 
［「原作はまだ若干続く見込みだけれども」の部分を
黙って読む。］ ออื ตน้ฉบบัมนัยังคง เออ่ อนันี้ไมรู่ ้
แปลวา่อะไรคะ่ ［「若干」を指さす］

その異なっている例はたくさんあります。これはつま
り，挙げてみました。［黙って読んでいる。］うーむ。
［黙って読んでいる。］全てが終わったあとで，異なっ
ている例を挙げてみました。［「先にも記したように既
にテレビアニメは終了しており」の部分を黙って読
む。］それから，えー，続いて，「テレビアニメ」［タイ語
的に発音する］，これ，これも終わりました。［「原作は
まだ若干続く見込みだけれども」の部分を黙って読
む。］うーん，オリジナルはまだたぶん，えー，これを
なんと訳すのか知りません［「若干」を指さす］。

92 ん。

93 แตถ่า้เอาแคค่ านี้ก็น่าจะเหมอืนแบบมนัยังคงตอ่เนื่อง

ไปอยู ่ตน้ฉบบัมนัก็ยังคงตอ่เนื่องไปอยู่

でも，もしこの言葉だけ取り出すとしたらおそらくなん
というかまだたぶん続いているようです。オリジナル
はまだたぶん続いています。

94 ふーん。

95 ［「本シリーズの三作目でも述べたように」の部分を黙
って読む。］ แลว้ก็เหมอืนกบัที ่เออ่ กลา่วไวว้า่ม ี
シリーズ［タイ語において外来語に当たり，タイ語発
音をする］ สามเรือ่งนัน้

［「本シリーズの三作目でも述べたように」の部分を
黙って読む。］それから，同じように，えー，述べられ
ているのは，その「シリーズ」［タイ語において外来語
に当たり，タイ語発音をする］に3話あることです。

96 ふーん。

97 ［「これは関連商品の販売の問題があるため」の部分
を黙って読む。］ เออ่ เพราะวา่มนัเป็นปัญหาการขาย

อนั สิง่นี้มนัก็คอืปัญหาการ มนัเป็นเรือ่งเกีย่วกบั แบบ

การขายทีม่นัตอ่เนื่อง

［「これは関連商品の販売の問題があるため」の部分
を黙って読む。］えー，それを広げていくことに問題が
あるため，これ，これは問題であって，関係した話で
す。続けながら広がっていくような。

98 3話あるシリーズというのにはどんな話があるので
すか。



99 シリーズ［タイ語において外来語に当たり，タイ語発
音をする］ สามเรือ่งก็ม ีらんま［タイ語的に発音する］

 และก็ เดีย๋ว ［待ってください］ นะคะ 

［黙って読んでいる。］ และก็อนันี้อะคะ่ 

［「週刊少年サンデー」を指さす］ และก็อกีอนัน่าจะ

หมายถงึ 犬夜叉［タイ語的に発音する］

3話の「シリーズ」［タイ語において外来語に当たり，タ
イ語発音をする］には，「らんま」［タイ語的に発音す
る］それと，ちょっと［待ってください］。［黙って読んで
いる。］それにこれです［「週刊少年サンデー」を指さ
す］。それともうひとつはおそらく「犬夜叉」［タイ語的
に発音する］を意味しています。

100 ふーん。

101 ［「事実12月に4本目の映画が上映予定である」の部
分を黙って読む。］ แลว้ก็มกี าหนดการวา่จะท าเป็น

หนัง เอ ๋น่าจะ อนันี้น่าจะหมายถงึวา่ท าเป็นหนังสีภ่าค

ในตอนเดอืนสบิสอง 
［「実質的には問題なしと判断したからである」の部分
を黙って読む。］ เออ่ แลว้เขาก็เลย ตัดสนิวา่มนัไมม่ี

ปัญหาอะไรเกีย่วกบั เอย้ อนันี้จรงิ ［「実」を指さす］ 

อนันี้อะไรเนี่ย ออื อนันี้จรงิอนันี้ก็คณุสมบตั ิ

［「実質」を指さす］ ออื เขาก็ ตัดสนิวา่มนัไมม่ปัีญหา

อะไรเกีย่วกบั นี่น่าจะประมาณวา่ในดา้นความเป็น

จรงิอะคะ่

［「事実12月に4本目の映画が上映予定である」の部
分を黙って読む。］それから，映画にする計画があり
ます。えー，おそらく，これはおそらく意味しているの
は4場面の映画を12月に作るのでしょう。［「実質的に
は問題なしと判断したからである」の部分を黙って読
む。］えー，それから，それで，決心したのは関係した
問題はなにもありません。えっ，これは本当［「実」を
指さす］，これは何でしょう。これは本当，これは性質
［「実質」を指さす］。うーん，んー，決心したのはそれ
が関しては何も問題がありません。これはだいたい
のところは実際の側面からでしょう。

102 p.1 例によって粗筋から始めてみよう。 ［黙って読んでいる。］ แลว้ก็เราก็มาเริม่ จึ๊ด จึ๊ด จึ๊

ดจากตัวอยา่งกนัเถอะ

［黙って読んでいる。］それで，始めましょう，う，う，
う，例から見ましょう。

103 はい。［笑う。］

104 ［笑う。］ ลองหานะคะ 
［タブレットに指で「粗筋」と書いてJTDicアプリで検索
すると，「あらすじ」という読みとพลอตเรือ่ง

「話のプロット」という意味が得られた。］ อนันี้ใช่

กลา้มเนื้อหรอืเปลา่ไมแ่น่ใจหรอืไมเ่กีย่ว 

［「筋」の字のこと］ ออ๋ あらすじ 

あらすじ［日本語で発話する］ งัน้เราก็มาเริม่ดจูาก 

เออ่ เรือ่งยอ่ตัวอยา่งกนัเถอะ 
plot［タイ語において外来語に当たり，タイ語発音をす
る］ เรือ่งตัวอยา่งกนัเถอะ

［笑う。］探してみますね。［タブレットに指で「粗筋」と
書いてJTDicアプリで検索すると，「あらすじ」という読

みとพลอตเร ือ่ง

「話のプロット」という意味が得られた。］これは筋肉
であってるでしょうかはっきりしませんが関係ないの
でしょうか［「筋」の字のこと］。ああ，「あらすじ，あら
すじ」じゃ一緒に見ることから始めましょう，話の
「plot」［タイ語において外来語に当たり，タイ語発音を
する］の例を。

105 うん。

106 p.1 舞台は一応日本だが、時は連載開始時の1996年（但し8年経過した現在
でも、ヒロインは進学していないところを見ると、他の高橋作品にもほぼ
共通して見られるように、この作品でもやはり時は止まっているらしい）
と、約500年前の戦国時代の2点を揺れ動いている。

舞台は一応日本が［日本語で発話する］ ฉากเนี่ยมนั

ก็คอืประเทศญีปุ่่ นเนี่ยแหละ เออ่ แตว่า่เวลาเนี่ยมนัเริม่

ตอนทีปี่หนึง่เกา้เกา้หก 
［「但し8年経過した現在でも」の部分を黙って読む。］
 อะไรอะ ออื ถงึมนัจะผา่นจากเวลาปัจจบุนั เอะ๊ ผา่น

จากเวลาปัจจบุนัมาแปดปี 

ヒロイン［日本語で発話する］ ตัว ตัวนางเอกเนี่ย 
［「進学していないところを見ると」の部分を黙って読
む。］ ตัวนางเอกเนี่ยถา้มองจากจดุทีเ่ขาไมไ่ดไ้ป

โรงเรยีน ทีไ่มไ่ดไ้ปเรยีน ほかの［日本語で発話する］
 
［「高橋作品にもほぼ共通して見られるように」の部分
を黙って読む。］ ออื ถา้ไมไ่ดม้องจากจดุทีว่า่นางเอก

ไมไ่ดไ้ปเรยีนเนี่ย เออ่ สว่นอืน่เนี่ยก็แทบจะเหมอืนกบั

เรือ่งอืน่ทัง้หมด คดิวา่ตัวเอกในเรือ่งอืน่แบบ 

らんま［タイ語的に発音する］ อะไรเงีย้คะ่ น่าจะ

หมายถงึวา่ตัวเอกเขาก็ไปเรยีน

「舞台は一応日本が」場面は，それはというと日本で
すね。えー，ですが，時はですねそれは1996［「いち
きゅうきゅうろく」のように読む］年のときから始まりま
す。［「但し8年経過した現在でも」の部分を黙って読
む。］なんでしょう。うーん，現在時から時が過ぎたと
しても，えっ，現在まで8年の時が過ぎてきました，「ヒ
ロイン」の，ヒロインですね。［「進学していないところ
を見ると」の部分を黙って読む。］ヒロインはですねも
し学校に行っていないという点から見てみると，「ほ
かの」勉強に行っていないという。［「高橋作品にもほ
ぼ共通して見られるように」の部分を黙って読む。］
うーん，もしヒロインが勉強に行っていないという点
から見なければ，えー，他の部分はですね，全てに
おいてほかの話とほぼ同じです。「らんま」［タイ語的
に発音する］か何かのような他の話の中の主人公だ
と思います。おそらく意味しているのは主人公が勉強
に行っています。

107 ふーん。

108 แตว่า่นางเอกในเรือ่ง 犬夜叉［タイ語的に発音する］ 

เนี่ยเขาไมไ่ดไ้ปเรยีน

ですが「犬夜叉」［タイ語的に発音する］の話のヒロイ
ンはですね，勉強に行っていません。

109 ふーん。

110 ถา้ไมไ่ดม้องสว่นนี้เขาก็เหมอืน ๆ กบัตัวเอกเรือ่งอืน่ もしこの部分を見ないとすると他の話の主人公とよく
似ています。

111 うん。

112 でもやはり 止まっているらしい［日本語で発話する］ 
เออ่ ผลงานเรือ่งเนี่ย มนัเหมอืนกบัวา่เวลามนัหยดุลง

ไปเลย 
［「約500年前の戦国時代の2点を揺れ動いている」の
部分を黙って読む。］ ออื ประมาณหา้รอ้ยปีกอ่น เออ่

ประ เออ่ ชว่ง 戦争［日本語で発話する］ ชว่งสงคราม

 ในยคุสงครามประมาณหา้รอ้ยปีกอ่น มสีองสว่นที ่ที ่ที่

 อนันี้ไมแ่น่ใจวา่แปลวา่อะไรคะ่ ［「揺れ」を指さす］ 

อนันี้น่า มนัหมายถงึขยับ ［「動」のこと］ ก็อาจจะแบบ

วา่ด าเนนิเรือ่งไป

「でもやはり，止まっているらしい」えー，作品は，そ
れは時が止まっているようです。［「約500年前の戦国
時代の2点を揺れ動いている」の部分を黙って読
む。］うーん，およそ500年前，えー，およ，えー，「戦
争」の時期，戦時期，およそ500年前の戦争時代で，
2つの部分があります。え，え，これはどう訳すのか
はっきりしません［「揺れ」を指さす］。これはおそらく，
これは動くを意味する［「動」のこと］から，たぶんなん
か続行します。

113 うーん。

114 ด าเนนิเรือ่งไปในยคุหา้รอ้ยปีกอ่น 500年前の時代が進んでいきます。

115 pp.1-2 説明しやすい現代の方から始めよう。 説明 しやすい 
説明しやすい現代［日本語で発話する］ ออ๋ งัน้เราก็

จะมาเริม่อธบิายจาก จากสว่นทีม่นัอธบิายงา่ยก็คอื เริม่

จากปัจจบุนักอ่น

「説明，しやすい，説明しやすい現代」ああ，じゃ，説
明を始めていきましょう，から，説明しやすい部分か
ら，というと，まずは現在から始めましょう。

116 เหมอืนวา่ในเรือ่งนางเอกเขาก็เป็นนักเรยีนม.ปลาย แต่

วา่พระเอกอยู่หา้รอ้ยปี

なんというか，話のヒロインは高校生で，でも，主人
公は500年います。

頭の中で情報を整理している様子。

117 ん。

118 p.2 ヒロイン日暮（ひぐらし）かごめは、祖父の言によれば由緒ある（しかし、
かごめは余り信じていない）日暮神社の娘で、祖父・母・弟という家族構
成を見る限り、どうやら父親はいないようだが、それ以外はごく普通の中
学3年生（どう見ても高校生にしか見えないのは稿者の目のせいばかり
ではないと思うのだが、この辺りの機微は既に本シリーズ第1作で触れ
た）。

ヒロイン［日本語で発話する］ ひぐらし 
かごめ［タイ語的に発音する］ ทีเ่ป็นนางเอกเนี่ย 
［「祖父の言によれば由緒ある」の部分を黙って読む
。］ ตามทีปู่่ บอก によればゆ 

ある［日本語で発話する］ ออื เออ่ ถา้ เดีย๋ว 

［待ってください］ นะคะ อนันี้ไมรู่แ้ปลวา่อะไรอะคะ่ 

［「由緒」のこと］ แตถ่า้จากทีเ่คยดนู่าจะหมายถงึแบบ

บอ่น ้า

「ヒロイン」ヒロインの「ひぐらし，かごめ」［タイ語的に
発音する］は。［「祖父の言によれば由緒ある」の部
分を黙って読む。］祖父が言ったことに従えば，「によ
ればゆ，ある」うーん，えー，もし，ちょっと［待ってくだ
さい］。これはなんと訳すのか分からないんですね
［「由緒」のこと］。ですが，もし見たことがあるところ
からだと井戸のようなものをおそらく意味していま
す。

119 ふーん。

120 ［タブレットに指で「由緒」と書いてJTDicアプリで検索
しようとしたが，検索結果は得られない。］ ไมม่ ี

เขยีนถกู 
［指で「緒」を書き直してJTDicアプリで検索すると，「
ゆいしょ」という読みとประวัตคิวามเป็นมา

「ここに至る歴史」という意味が得られた。］ อะ 

ゆいしょ［日本語で発話する］ อะ ไมใ่ชบ่อ่น ้า ไม่

เกีย่วกนั ゆいしょ［日本語で発話する］ ประวัตคิวาม

เป็นมา ก็จากทีปู่่ เคยเลา่เนี่ยมนัมปีระวัตคิวามเป็นมาอยู่

［タブレットに指で「由緒」と書いてJTDicアプリで検索
しようとしたが，検索結果は得られない。］ありません
。
正しく書きました。［指で「緒」を書き直してJTDicアプ
リで検索すると，「ゆいしょ」という読みとประวัตคิวาม
เป็นมา
「ここに至る歴史」という意味が得られた。］あ。「ゆい
しょ」あ。井戸ではありません。関係ありません。「ゆ
いしょ」ここに至る歴史，祖父が話したことによればこ
こに至る歴史があります。

121 うん。

122 ［「しかし、かごめは余り信じていない」の部分を読み
始める。］ แตว่า่ かごめ［タイ語的に発音する］ ก็

แทบจะไมไ่ดเ้ชือ่เลย แทบจะไมไ่ดเ้ชือ่เลย 
ひぐらし神社の娘で［日本語で発話する］ 
かごめ［タイ語的に発音する］ ก็เป็นลกูสาวของ เออ่ 

ศาลเจา้ ひぐらし［タイ語的に発音する］ แลว้ก็ 
［「祖父・母・弟という家族構成を見る限り」の部分を
黙って読む。］ แลว้ก็ถา้มอง จากครอบครัวนี้ก็จะเห็น

วา่มแีคปู่่  แมแ่ลว้ก็นอ้งชาย ไมว่า่จะ 

どうやら［日本語で発話する］ ไมว่า่จะมองยังไงก็ไม่

มพีอ่อยู่ในเรือ่งเลย

［「しかし、かごめは余り信じていない」の部分を読み
始める。］でも，「かごめ」［タイ語的に発音する］はほ
とんどまったく信じていません，ほとんどまったく信じ
ていません。「ひぐらし神社の娘で」「かごめ」［タイ語
的に発音する］は，娘，えーと，「ひぐらし」［タイ語的
に発音する］神社の，それから。［「祖父・母・弟という
家族構成を見る限り」の部分を黙って読む。］それか
ら，もし見たら，この家族から，祖父，母，それに弟だ
けいると見えます。だとしても，「どうやら」どう見たと
しても話の中に父はいません。

123 ふーん。

124 แตว่า่ 
［「それ以外はごく普通の中学3年生」の部分を黙って
読む。］ นอกจากสว่นนัน้แลว้ก็เป็นนักเรยีน ออื 

นักเรยีน เออ่ ม.สามธรรมดา 
［「どう見ても高校生にしか」の部分を黙って読む。］
 高校生にしか［日本語で発話する］ 
［「見えないのは稿者の目のせいばかりではない」の
部分を黙って読む。］ 
ばかりではない［日本語で発話する］ ออื ไมว่า่ การ

ทีแ่บบไมว่า่ยังไงก็มองวา่เป็นนักเรยีนธรรมดาเนี่ย เป็น

เพราะวา่ผูเ้ขยีนเขาอยากใหม้องแบบนัน้

でも。［「それ以外はごく普通の中学3年生」の部分を
黙って読む。］その部分の他は，あと生徒です。うー
ん，中学，えー，3年生の普通の。［「どう見ても高校
生にしか」の部分を黙って読む。］「高校生にしか」。
［「見えないのは稿者の目のせいばかりではない」の
部分を黙って読む。］「ばかりではない」うーん，ただ，
どのようであっても見えるのは普通の生徒で，それ
は筆者がそのように見せたいからです。

125 うん。



126 แตว่า่ この この［日本語で発話する］ 
［「この辺りの機微は既に」の部分を黙って読む。］ 
แตว่า่ เออ่ 

［「この辺りの機微は」の部分を黙って読む。］ ออื 

อนันี้แปลวา่แถวนี้หรอืเปลา่ ［「辺り」を指さす］

でも，「この，この」。［「この辺りの機微は既に」の部
分を黙って読む。］でも，えー。［「この辺りの機微は」
の部分を黙って読む。］うーん，これはこの辺りと訳
すのでしょうか［「辺り」を指さす］。

127 うーん。

128 น่าจะหมายถงึแตว่า่การทีเ่ขาแบบ เป็นนักเรยีนธรรมดา

 อนันี้ไมรู่แ้ปลวา่อะไรคะ่ ［「機微」を指さす］ き 

き［「機微」を読もうとしている］ อะไร ลองเปิด 
dic［dictionaryのこと。タイ語において外来語に当たる
］ นะคะ

おそらく意味しますが，彼女が，普通の生徒だという
ことは，これはどう訳すか知りません［「機微」を指さ
す］。「き，き［「機敏」を読もうとしている］」何。「dic」
［dictionaryのこと。タイ語において外来語に当たる］
を開いてみますね。

129 うん。

130 ［タブレットに指で「機」と書く。］ 
き［日本語で発話する］ ภเูขา ภเูขาแลว้ก็อนันี้ ไขวก้นั

 นี่หรอืเปลา่ 
［声に出しながら指で「微」と書いてJTDicアプリで「機
微」を検索すると，「きび」という読みとความละเอยีด
「細かさ」という意味が得られた。］ 
きび［日本語で発話する］ ความละเอยีด 

［黙って読んでいる。］ ออื ความละเอยีดนี้มนัก็ท าให ้

สรา้ง 
シリーズ［タイ語において外来語に当たり，タイ語発
音をする］ ตอนทีห่นึง่ได ้

［タブレットに指で「機」と書く。］「き」山，山とこれ，交
差して，こうでしょうか。［声に出しながら指で「微」と
書いてJTDicアプリで「機微」を検索すると，「きび」と
いう読みとความละเอยีด
「細かさ」という意味が得られた。］「きび」細かさ。
［黙って読んでいる。］うーん，この細かさが1作目の
「シリーズ」［タイ語において外来語に当たり，タイ語
発音をする］を作らせることができました。

131 p.2 しかしペットの猫ブヨが、結局すぐに見つかったのだが、かごめの15歳の
誕生日に行方不明になり、境内にある、いわくありげな祠の中にある隠し
井戸の方にいるようだとのことで近づいたところ、その涸れ井戸の中から
妖怪（後に百足上臈（むかでじょうろう）という名だと分かる）が突然現
れ、かごめを中に引きずり込んでしまう。

［「しかしペットの猫ブヨが」の部分を黙って読む。］ 
แตว่า่แมว แมวสตัวเ์ลีย้งทีช่ ือ่ 

ブヨ［タイ語的に発音する］ นัน้ 
結局すぐに見つかったのたが［日本語で発話する］ 
แลว้ก็มองเห็นมนัไดทั้นที เหรอ ［笑う。］

［「しかしペットの猫ブヨが」の部分を黙って読む。］で
も，猫，ペットの「ブヨ［タイ語的に発音する］」という名
前の猫が，「結局すぐに見つかったのたが」それか
ら，すぐに見つかりました，ですか。［笑う。］

132 ［笑う。］

133 เกีย่วอะไรกบัแมว 歳の誕生日に 

こうほう不明になり［日本語で発話する］ ตอนที ่

かごめ［タイ語的に発音する］ อายไุด ้วันเกดิอายสุบิ

หา้ของ かごめ［タイ語的に発音する］ เขาก็ 

不明［日本語で発話する］ นี่แบบไมช่ดัเจน อนันี้ไป 

น่าจะประมาณวา่อยู ่ๆ ก็หายตัวไป

猫とどう関係するのか。「歳の誕生日に，こうほう不
明になり」「かごめ」［タイ語的に発音する］が歳に，
「かごめ」［タイ語的に発音する］の15歳の誕生日に，
彼女は，「不明」これがなんかはっきりしません。これ
は行きます，おそらくだいたいのところは突然消えま
した。

134  うーん。

135 เออ่ 
がいないにある［「境内にある」を読もうとしている］ 
อนันี้ไมรู่ ้［「境内」を指さす］ ใชก่ระจกแลว้ขา้งใน

えー，「がいないにある［「境内にある」を読もうとして
いる］」これは分かりません［「境内」を指さす］。鏡の
はずでそれと内側，

136 うーん。

137 หรอืเปลา่ ลองหาแลว้กนันะคะ でしょうか。探してみることにしましょう。

138 はい。

139 อาจจะหมายถงึไปโลกอกีทีแ่ลว้หรอืเปลา่ 
かい［日本語で発話する］ 
［タブレットに指で「境内」と書いてJTDicアプリで検索
すると，「けいだい」という読みとเขตวัด

「寺の敷地」という意味が得られた。］ คนละเรือ่งอกี

แลว้ ［笑う。］

たぶんもうひとつの世界に行ったことを意味している
のでしょうか。「かい」［タブレットに指で「境内」と書い
てJTDicアプリで検索すると，「けいだい」という読みと
เขตวัด
「寺の敷地」という意味が得られた。］またも別の話で
す。［笑う。］

140 ［笑う。］

141 ในเขตวัด ［「境内にある」の部分を黙って読む。］ อะ 

ในเขตวัด い いわくありげなのなかにある 

いわくにどの［日本語で発話する］ โอะ๊ ประโยคยาว

อกีแลว้คะ่ いわくありげな［日本語で発話する］ อนันี้

ก็ไมรู่แ้ปลวา่อะไรคะ่ ［「いわくありげ」を指さす］ 

げ［日本語で発話する］ น่าจะแปลวา่แบบม ีมแีนวโนม้

 มทีา่ทวีา่มนัจะ แลว้อนันี้ก็ไมรู่แ้ปลวา่อะไรอกีแลว้คะ่ 
［「祠」を指さす］

寺の敷地。［「境内にある」の部分を黙って読む。］
あ。寺の敷地で，「い，いわくありげなのなかにある，
いわくにどの」あ？また長い文です。「いわくありげ
な」これはどう訳すか分かりません［「いわくありげ」を
指さす］。「げ」おそらく訳すとあるというような，傾向
があります。姿勢があります。それが，それとこれも
またどう訳すか分かりません［「祠」を指さす］。

142 うーん。

143 ลองหากอ่นนะคะ まずは探してみますね。

144 うん。

145 ［タブレットに指で「祠」を書くが認識されない。］ 
ไมใ่ช ่
［タブレットに指で「祠」を書くが認識されない。］ 
ท าไมดเูหมอืนไมม่เีลย 
［指で「祠」を再度書き直してJTDicアプリで検索する
と，「そうし」という読みとศาลเจา้

「神社」という意味が得られた。］ หรอืวา่อนันี้ศาลเจา้ 
［黙って読んでいる。］ 
いわくありげ［日本語で発話する］ เมือ่กีน่้าจะศาล

เจา้คะ่

［タブレットに指で「祠」を書くが認識されない。］そうじ
ゃない。［タブレットに指で「祠」を書くが認識されない
。
］なんで同じように見えるのにないのですか。［指で「
祠」を再度書き直してJTDicアプリで検索すると，「そ
うし」という読みとศาลเจา้
「神社」という意味が得られた。］あるいはこれは神
社。［黙って読んでいる。］「いわくありげ」さっきのは
おそらく神社です。

146 うーむ。

147 いわくあり いわくあり いわく いわ 
いわくありげ［日本語で発話する］ 
［タブレットに「いわくあり」と打ち込んでから「くあり」を
消して「いわ」だけをJTDicアプリで検索すると，หนิ

「石」という意味が得られた。］ อะไรอะ หนิเหรอ ไม่

น่าจะหนิ 
［検索結果の画面をスライドさせて他の語を探してい
る。］ ［「いわい」を見つけて］ หรอืวา่ฉลอง อวยพร

เหรอ いわくありげな［日本語で発話する］ ศาลเจา้ 
なかにある いとのほうにいるようだ 
ようだとのことでちかづいたところ［日本語で発話する
］ ตอนทีเ่ขาก าลังเขา้ไปใกล ้ไปใกลท้างดา้น 

いと［日本語で発話する］［「井戸」のこと］ หรอืเปลา่ 

น่าจะบอ่น ้า

「いわくあり，いわくあり，いわく，いわ，いわくありげ」
。
［タブレットに「いわくあり」と打ち込んでから「くあり」を
消して「いわ」だけをJTDicアプリで検索すると，หนิ
「石」という意味が得られた。］なんですか。石なんで
すか。石ではなさそうですが。［検索結果の画面をス
ライドさせてほかの語を探している。］［「いわい」を見
つけて］あるいは祝う，祝福なんでしょうか。「いわくあ
りげな」神社「なかにある，いとのほうにいるようだ，
ようだとのことでちかづいたところ」，近くに入って
いっているとき，「いと」［「井戸」のこと］の方へ近づい
て行って，でしょうか。おそらく井戸でしょう。

148 うん。

149 เออ่ かくし［日本語で発話する］ ก็ซอ่น บอ่น ้าลับ ที่

อยู่ขา้งในศาลเจา้ อนันี้แปลไมอ่อกจรงิ ๆ คะ่ 
［「いわくありげ」を指さして笑う］

えー，「かくし」は隠れる。神社の中にある，隠れた井
戸。これは本当に訳が出できません［「いわくありげ」
を指さして笑う］。

150 うん。

151 ไมรู่แ้ปลวา่อะไร 
［「その涸れ井戸の中から妖怪」の部分を黙って読む
。］ อา่ ตอนทีเ่ขาเขา้ไปในบอ่น ้า เขา้ไปทางบอ่น ้าลับ

ทีอ่ยู่ขา้งในศาลเจา้ その［日本語で発話する］ อนันี้

ไมรู่แ้ปลวา่อะไรคะ่ ［「涸れ」を指さす］ แต ่อาจจะไม่

ส าคัญมาก อาจจะแคแ่บบมาขยายบอ่น ้าเฉย ๆ ขา้ง 

จากขา้งในบอ่น ้าอนันัน้น่ะก็มปีีศาจออกมา あとに 
ひゃく むかでじょうろう むかで［日本語で発話する］
 ตะขาบ

どう訳すか知りません。［「その涸れ井戸の中から妖
怪」の部分を黙って読む。］あー，彼女が井戸の中に
入っていったとき，神社の中にある隠れた井戸から
入っていったとき，「その」これはどう訳すか知りませ
ん［「涸れ」を指さす］。ですが，たぶんそんなに重要
ではありません。たぶん単になんかなんとなく井戸を
修飾しているだけです。井戸の中から，これのです
ね，出てきた悪霊がいました。「あとに，ひゃく，むか
でじょうろう，むかで」ムカデ。

152 うーん。

153 เออ่ น่าจะ ออ๋อนัเนี่ย
［「百足上臈（むかでじょうろう）」の部分について］ 
น่าจะเป็นเสยีงอา่นของอนันี้หรอืเปลา่

えー，おそらく，ああ，これ［「百足上臈（むかでじょう
ろう）」の部分について］はおそらくこれの音読じゃな
いでしょうかね。

154 んー。

155 เพราะวา่มนัมตีะขาบเขาบอกวา่ ชือ่ญีปุ่่ นมนัขาเยอะใช่

ไหมคะ แบบมรีอ้ยขา ［笑う。］

というのはそれにはムカデのそれには言っていたの
は，日本名は脚がたくさんじゃないですか，100の足
があるように。［笑う。］

156 ［笑う。］



157 ก็มตีะขาบออกมา まあ，出てきたムカデがいます。

158 うん。

159 ชือ่ 
むかでじょうろうというめいだとわかる［日本語で発話
する］ ก็มตีะขาบทีช่ ือ่ 

むかでじょうろう［日本語で発話する］ ออกมา 

が突然現れ［日本語で発話する］ ก็อยู่ ๆ ก็ปรากฏตัว

ขึน้

名前「むかでじょうろうというめいだとわかる」，んー，
「むかでじょうろう」という名前のムカデが出てきまし
た。「が突然現れ」，まあ，突然姿を現しました。

160 うーん。

161 かごめを中に引きずり［日本語で発話する］ แลว้ก็ดงึ

 かごめ［タイ語的に発音する］ เขา้ไป เขา้ไปในบอ่ลับ

 ทีอ่ยู่ในศาลเจา้คะ่

「かごめを中に引きずり」それから，「かごめ」［タイ語
的に発音する］を引っ張って中に入れます，隠れた井
戸の中に入っていきました，神社の中にある，です
ね。

162 うーん。

163 p.2 後に明らかになる神通力により、かごめは難を逃れたが、井戸から脱出
したところ、そこは何と500年前の戦国時代で、神社の御神木として今も
ある、樹齢1000年の木の幹に、赤い着物（後に火鼠の皮衣と分かる。後
述）を着て白髪、頭に犬の耳が生えている少年が、矢で封印されている
のに出会う。

あとに 明らかになる神社 
じゃにより［日本語で発話する］ แลว้ก็หลังจากนัน้มนั

ก็ เห็นไดช้ดัเลยวา่เกดิจากพลังของ เออ่ น่าจะ

เกีย่วกบัพลังของเทพเจา้อะคะ่

「あとに，明らかになる神社，じゃにより」それから，そ
のあとでそれは，はっきり見えたのは力によって生じ
ました，えー，おそらく神の力に関係しています。

164 うーん。

165 かごめはだれを逃れ［日本語で発話する］ 
［「かごめは難を逃れたが」の部分を黙って読む。］ 
เออ่ かごめ［タイ語的に発音する］ ก็หนีมาได ้แตว่า่

ตอนทีจ่ะ อา่ อนันี้ไมรู่แ้ปลวา่อะไรคะ่ 

［「脱出」を指さす］ แตถ่า้แคต่ัวหลังก็น่าจะแคอ่อกมา 

ตอนทีอ่อกมาจากบอ่น ้า 

それはなんと500年［日本語で発話する］ ตอนนัน้มนั

ก็เป็นยคุสมยัสงครามเมือ่หา้รอ้ยปีกอ่น 

神社のいとして今もある［日本語で発話する］ เออ่ 

แลว้ก็ตน้ ตน้ไมเ้ทพเจา้ ตน้ไมข้องศาลเจา้ 

として［日本語で発話する］ ก็ตอนนี้ก็ยังมอียู่ คอืใน

เรือ่งมนัจะมตีน้ไมต้น้หนึง่อะคะ่

「かごめはだれを逃れ」。［「かごめは難を逃れたが」
の部分を黙って読む。］えー，「かごめ」［タイ語的に
発音する］は逃げてくることができました。しかし，と
きに，あー，これはなんと訳すか分かりません［「脱
出」を指さす］。ですが，もし後ろの字だけならおそらく
ただ出てくるだけ，井戸から出てきたとき，「それはな
んと500年」そのときは500年前の戦争時代でした。
「神社のいとして今もある」えー，それから，木，神
木，神社の木，「として」んー，今もまだあります。つ
まり，話の中にある1本の木があるんです。

166 うん。

167 แบบตัง้แตย่คุหา้รอ้ยปีจนถงึยคุปัจจบุนั なんか500年のときから現代に至るまで。

168 うん。

169 มนัก็ยังมอียู่ น่าจะหมายถงึตน้นัน้ เออ่ 
のき［日本語で発話する］ 
［「樹齢1000年の木の幹に」の部分を黙って読む。］ 
เออ่ 漢字［日本語で発話する］ ตัวหนา้ไมรู่ ้

ความหมายวา่อะไร ［「樹齢」の「樹」のこと］ แต ่อนันี้

แปลวา่อาย ุ［「樹齢」を指さす］ ก็น่าจะเป็นตน้ไมพั้นปี

それがまだあります。おそらく意味しているのはその
木です。えー，「のき」。［「樹齢1000年の木の幹に」の
部分を黙って読む。］えー，「漢字」前の字は何という
意味をなのか知りませんが［「樹齢」の「樹」のこと］，
これは年齢を意味します［「齢」を指さす］。ですから，
おそらく1000年の木なのでしょう。

170 うーん。

171 ตน้ไมพั้นปี อนันี้ไมรู่แ้ปลวา่อะไร ［「幹」を指さす］ แต่

น่าจะไมส่ าคัญเทา่ไร ก็เขาพดูถงึตน้ไมพั้นปี ฮะ 

着物［タイ語的に発音する］ สแีดง 
［「後に火鼠の皮衣と分かる」の部分を黙って読む。］
 ตอนหลังก็เขา้ใจวา่เป็น อนันี้ผวิหนัง ［「皮」を指さす］

 อนันี้เสือ้ก็ ［「衣」を指さす］ แลว้ก็ไฟ ［「火」を指さす］

 แลว้ก็หนู ［「鼠」を指さす］ คอืเพราะวา่ด ู
cartoon［タイ語において外来語に当たり，タイ語発音
をする］ ก็เลยรูว้า่เขาพดูถงึเสือ้คลมุของ 

犬夜叉［タイ語的に発音する］ ฉะมนัท าจาก ท าจาก

หนังหนูกนัไฟอะไรสกัอยา่ง

1000年の木，これはどう訳すか知りません［「幹」を指
さす］。ですが，たいして重要ではなさそうです。まあ
1000年の木について話しています，はい。赤い色の
「着物」［タイ語的に発音する］。［「後に火鼠の皮衣と
分かる」の部分を黙って読む。］後に分かるのは，こ
れは皮です［「皮」を指さす］，これは服で［「衣」を指さ
す］それに火［「火」を指さす］それとネズミ［「鼠」を指
さす］つまり，「cartoon」［タイ語において外来語に当
たり，タイ語発音をする］のようですから。それで，分
かるのは述べているのは「犬夜叉」［タイ語的に発音
する］の衣服それを，から作った，火に耐えるネズミ
の皮から作ったとかなにかそんな。

172 ふーん。

173 เป็นเสือ้คลมุสแีดงของเขาอะคะ่ 
着物［タイ語的に発音する］ 
［「を着て白髪」の部分を黙って読む。］ แลว้ก็ 

を着てしろひらき［日本語で発話する］ เออ่ เขาก็ใส่

เสือ้ 着物［タイ語的に発音する］ สแีดง มผีมสขีาว 

頭に犬の耳［日本語で発話する］ เออ่ ชายหนุ่มทีม่หีู

หมาอยู่บนหวั 矢で［日本語で発話する］ 
［「封印されれているのに出会う」の部分を黙って読む
。］ เขาก็ไดเ้จอกบัชายหนุ่มทีม่หีหูมา ทีม่หีหูมาบนหวั

ใส ่着物［タイ語的に発音する］ สแีดง ซึง่ก าลังถกูธนู

 น่าจะหมายถงึถกูธนูตรงึอยู่ ปักอยู่

彼の赤い色の衣服ですね，「着物」［タイ語的に発音
する］。［「を着て白髪」の部分を黙って読む。］それか
ら，「を着てしろひらき」えー，彼も赤い色の「着物」［タ
イ語的に発音する］を身に付けています。白い髪をし
ています。「頭に犬の耳」えー，頭の上に犬の耳を
持った青年。「矢で」。［「封印されれているのに出会
う」の部分を黙って読む。］犬の耳を持った青年に会
うことができました。頭の上に犬の耳のある，赤い
「着物」［タイ語的に発音する］を着た人，つまり，弓に
打たれています。おそらく弓に打たれて固定され，立
ち往生しています。

協力者は『犬夜叉』自体は論文を読む前からよ
く知っている。

174 ふーん。

175 เอะ๊ 
よのみ［行を追う指がずれ，数行下の「妖怪のみ」の
ところを指さしながらの日本語で発話］

え？「よのみ」［行を追う指がずれ，数行下の「妖怪の
み」のところを指さしながらの発話］

176 p.2 その少年こそ、人間の母と大犬の妖怪の間に生まれた半妖（はんよう）
犬夜叉で、犬夜叉は50年前、妖怪のみならず全ての邪悪なものの力を
高めるという四魂（しこん）の玉を手に入れ、その力により完全な妖怪に
なろうとして玉を守る巫女の桔梗と争い、桔梗の放った封印の矢でその
木に張り付けにされ、眠らされていたのであった。

その少年から［日本語で発話する］ ชายหนุ่มคนนัน้

น่ันแหละ 人間の母と 
だいいぬの妖怪の間に生まれた半妖犬夜叉で［日本
語で発話する］ เออ่ ชายหนุ่มคนนัน้น่ันแหละก็คอื 

犬夜叉［タイ語的に発音する］ ซึง่เป็น 

はんよう［日本語で発話する］ เป็นครึง่อสรูซึง่เกดิ

ระหวา่งแมท่ีเ่ป็นมนุษยก์บัพอ่ กบัพอ่ทีเ่ป็นปีศาจ เออ่ 

จะเป็น เป็นใหญ่กบัหมาก็ปีศาจอสรูสนัุขผูย้ ิง่ใหญ ่
［笑う。］

「その少年から」まさにその青年です。「人間の母と，
だいいぬの妖怪の間に生まれた半妖犬夜叉で」
えー，まさにその青年です。つまり，「犬夜叉」［タイ語
的に発音する］で，「はんよう」というのは半分夜叉で
人間の母と父，妖怪の父から生まれたものです。
えー，になります，大きく犬，つまり，巨大な犬の夜叉
妖怪です。［笑う。］

177 ［笑う。］

178 เออ่ 犬夜叉は［日本語で発話する］ 

犬夜叉［タイ語的に発音する］ เนี่ยเมือ่หา้สบิปีกอ่น 
妖怪のみならず全ての のというしこんの手に入れ 
妖怪のみならず ものの［日本語で発話する］ ขยาย

เยอะอะคะ่ ［文の構造が複雑だという意味］ งง 

のみならず［日本語で発話する］ น่าจะแปลวา่ไมใ่ช่

แค ่の妖怪［日本語で発話する］ ก็ไมใ่ชแ่คพ่วกปีศาจ

เทา่นัน้แตว่า่ อา เออ่ พลัง เออ่ อนันี้น่าจะชัว่รา้ยหน่อย
 ［「邪悪」を指さす］

えー，「犬夜叉は」「犬夜叉」［タイ語的に発音する］は
50年前，「妖怪のみならず全ての，のというしこんの
手に入れ，妖怪のみならず，ものの」たくさん広げて
いますね［文の構造が複雑だという意味］。さっぱりで
す。「のみならず」おそらく訳すと「の妖怪」だけではな
く，つまり，妖怪の類だけではなく，あー，えー，力，
えー，これはおそらくちょっと凶悪な［「邪悪」を指さ
す］，

179 うん。

180 อาจจะแบบสิง่ชัว่รา้ย แบบวา่ คนรา้ยทกุคนก็ เพือ่ทีจ่ะ

 力を高めるという［日本語で発話する］ แตว่า่เป็น

ลกูแกว้ しこんのたま［日本語で発話する］ ลกูแกว้ 

ภาษาไทยใน 
cartoon［タイ語において外来語に当たり，タイ語発音
をする］ มนัพดูวา่ลกูแกว้สีว่ญิญาณน่ะคะ่

たぶん何か凶悪なもの，何というか，すべての凶悪
な人，「力を高めるという」ために。でも，ガラス玉「し
こんのたま」ガラス玉，タイ語の「cartoon」［タイ語に
おいて外来語に当たり，タイ語発音をする］ではそれ
は4つの精神のガラス玉と言います。

181 ふーん。

182 อนันี้ก็สี ่［「四」を指さす］ อนันี้ก็วญิญาณ 

［「魂」を指さす］ ลกูแกว้สีว่ญิญาณทีม่นัสามารถเพิม่

พลัง ใหก้บัทกุอยา่ง อะ อนันี้ไมรู่แ้ปลวา่แยจ่รงิรเึปลา่ 

［「邪悪」を指さす］ งัน้ลองหาแลว้กนันะคะ

これも4［「四」を指さす］，これも精神［「魂」を指さ
す］，4つの精神のガラス玉は力を増すことができま
す，あらゆるものに対して，です。これは本当に悪い
と訳すのか分かりませんね［「邪悪」を指さす］。じゃ
あ探してみましょうかね。

183 うん。

184 ［タブレットに指で「邪悪」と書いてJTDicアプリで検索
すると，「じゃあく」という読みとอบุาทว์

「不吉な」という意味が得られた。］ อะ 

じゃあく［日本語で発話する］ อบุาทว ์อบุาทว ์

じゃあくのものの［日本語で発話する］ เออ่ 

犬夜叉［タイ語的に発音する］ เมือ่หา้สบิปีกอ่น เขาก็

ได ้ไดค้รอบครองลกูแกว้สีว่ญิญาณทีม่นัเพิม่พลังชัว่

รา้ยใหท้กุสิง่โดยไมใ่ชแ่คพ่วกปีศาจ

［タブレットに指で「邪悪」と書いてJTDicアプリで検索

すると，「じゃあく」という読みとอบุาทว ์

「不吉な」という意味が得られた。］あ。「じゃあく」不吉
な，不吉な，「じゃあくのものの」えー，「犬夜叉」［タイ
語的に発音する］50年前に，彼はでき，妖怪の類だ
けではないものによる全ての悪の力を増す4つの精
神のガラス玉を所有できました。

185 うーん。



186 その力に完全な妖怪になろうとして玉を守る巫女の［
日本語で発話する］ แลว้ก็ その力 

完全なよう［日本語で発話する］ แลว้ก็ดว้ยพลังของ 

ของ そ その［日本語で発話する］ ก็คอืไอลกูแกว้

เนี่ยคะ่ ดว้ยพลังของลกูแกว้นัน้เขาก็จะ เขาก็ตัง้ใจวา่

จะกลายเป็นปีศาจทีส่มบรูณ์ เพราะวา่เขาเป็น เขาเป็น

 半妖［日本語で発話する］ เป็นแบบครึง่อสรูอะคะ่ 

［「半妖」を指さす］ เขาก็จะแบบอยากกลายเป็นปีศาจ

เต็มตัว

「その力に完全な妖怪になろうとして玉を守る巫女
の」それから，「その力，完全なよう」それから，後か
らも一緒に，「そ，その」の，つまり，そのガラス玉が
ですね，そのガラス玉の力とともに彼は，彼は完全な
妖怪になることを決意しました。というのは彼は，彼
は「半妖」です。半分夜叉ですから［「半妖」を指さ
す］。彼はなんか妖怪の完全体になりたかったです。

187 ふーん。

188 เออ่ として玉を守る巫女の［日本語で発話する］ เออ่

 อนันี้ไมรู่ใ้ชช่ือ่ ［「桔梗」を指さす］ ชือ่ ชือ่ตัวละครหรอื

เปลา่

えー，「としてたまを守る巫女の」えー，これは名前で
よいかどうか分かりません［「桔梗」を指さす］。名前，
登場人物の名前なのでしょうか。

189 うーん。

190 ลองหากอ่นนะคะ ถา้ ๆ ใชก็่คอืเขาก็จะตอ่ เขาก็ตอ่สกูบั

 桔梗［タイ語的に発音する］ ซึง่เป็น 

巫女［日本語で発話する］ ผูป้กป้องลกูแกว้

まずは探してみますね。もし，もしそうならつまり，た
た，彼はガラス玉の保護者である「桔梗」［タイ語的に
発音する］という「巫女」と戦います。

191 ふーん。

192 แตว่า่เดีย๋วหากอ่น แปลวา่ 

桔梗［タイ語的に発音する］ หรอืเปลา่ อาจจะไมม่ใีน 
dic［dictionaryのこと。タイ語において外来語に当たる
］ อะคะ่ ถา้เป็นชือ่คน 
［タブレットに指で「桔梗」と書いてJTDicアプリで検索
すると，「ききょう」という読みが得られた。］ เอา้ มี

ดว้ย 桔梗［タイ語的に発音する］ ใชค่ะ่ เป็น ๆ ชือ่

ของตัวละครในเรือ่งอะคะ่

でも，ちょっとまず探します。「桔梗」［タイ語的に発音
する］と訳すのかどうか。たぶん「dic」［dictionaryのこ
と。タイ語において外来語に当たる］の中にはないで
しょう，もし人の名前なら。［タブレットに指で「桔梗」と
書いてJTDicアプリで検索すると，「ききょう」という読
みが得られた。］ああ。「桔梗」［タイ語的に発音する］
がありました。そうです。話の中の登場人物の名前で
すよ。

193 ふーん。

194 เออ่ ก็คอืเขาอยากกลายเป็นอสรูเต็มตัวก็เลยตอ้งตอ่สู ้

กบั 巫女［日本語で発話する］ ตอ่สูก้บั 

桔梗［タイ語的に発音する］ ซึง่เป็น 

巫女［日本語で発話する］ ผูป้กป้องลกูแกว้อยู่

えー，つまり，彼は夜叉の完全体になりたかったので
「巫女」と戦わなければ，ガラス玉の保護者である
「巫女」である「桔梗」［タイ語的に発音する］と戦わな
ければなりませんでした。

195 うん。

196 桔梗の［日本語で発話する］ อมื 
でその木に張り付けされ 
眠らされていたの［日本語で発話する］ แลว้ก็ จาก

ดว้ยธนูที ่ทีข่อง 桔梗［タイ語的に発音する］ 

桔梗［タイ語的に発音する］ เขายงิธนูใส ่

犬夜叉［タイ語的に発音する］ ก็เลยถกูตรงึไวก้บั

ตน้ไมต้น้นัน้แลว้ก็เลยหลับไป

「桔梗の」うーむ。「でその木に張り付けされ，眠らさ
れていたの」それから，「桔梗」［タイ語的に発音する］
の，弓から，「桔梗」［タイ語的に発音する］は弓を
放って「犬夜叉」［タイ語的に発音する］を射ましたの
で，その木に留められてそれで，眠ってしまいまし
た。

197 うーん。

198 p.2 物珍しげに犬夜叉をいじっていたかごめは、犬夜叉の封印を守る村人
と、桔梗の妹で亡き姉の遺志を継ぎ、その村を守る巫女となっていた楓
に捉えられ、既に老婆となっていた楓からそうした事情の一部を聞かさ
れるのだが、その時再び百足上臈がかごめを襲い、倒すには自分が
通ってきた井戸（後に楓から、そこに妖怪の死骸を捨てておくと、いつの
間にか消えてしまうので「骨喰いの井戸」と呼ばれていることを聞かされ
る）に追い落とすしかないことを聞かされたかごめは、再び犬夜叉が封
印されている木（井戸と近い位置にある）の方へと向かう。

もの 
物珍しげに犬夜叉をいじっていた［日本語で発話する
］ เออ่ อนันี้น่าจะ ［「珍し」を指さす］ 

珍しい［日本語で発話する］ แบบแปลก ๆ คอืเหมอืน

 犬夜叉［タイ語的に発音する］ ทีเ่ขาแบบแปลก ๆ 

คอืแปลกแบบอยู่ด ีๆ ก็มคีนทีม่หีโูผลม่า

「もの，物珍しげに犬夜叉をいじっていた」えー，これ
はおそらくは［「珍し」を指さす］「珍しい」奇妙な，つま
り，「犬夜叉」［タイ語的に発音する］がどうも奇妙で，
奇妙な様で，とにかく耳が現れ出る人です。

199 んー。

200 かごめ［タイ語的に発音する］ ก็เลย 

じといじっていた［日本語で発話する］ อะ いじって 

いじっていた［日本語で発話する］ ออื 

［黙って読んでいる。］ ตอนแรกนกึวา่ 

じっと見た［日本語で発話する］ มองคา้งไว ้

「かごめ」［タイ語的に発音する］はそれで，「じとい
じっていた」あ。「いじって，いじっていた」うーん。
［黙って読んでいる。］はじめに思ったのは「じっと見
た」です，じっと見ています。

201 うん。

202 แต ่いじって［日本語で発話する］ ไมแ่น่ใจแปลวา่

อะไร อาจจะแนวอึง้ ๆ หน่อยคะ่ เดีย๋วลองหาดู

ですが，「いじって」をなんと訳すのかはっきりしませ
ん。たぶんちょっと黙り込むようなところです。ちょっと
探してみます。

203 うん。

204 いじる［日本語で発話する］ หรอืเปลา่ 
［タブレットに「いじる」と打ち込んでJTDicアプリで検
索すると，จับเลน่

「つかんで遊ぶ」という意味が得られた。］ ออ๋ จับเลน่

 จับเลน่เหรอ かごめ［タイ語的に発音する］ ก็จับ 

犬夜叉［タイ語的に発音する］ ทีแ่ปลก ๆ

「いじる」なのでしょうか。［タブレットに「いじる」と打ち

込んでJTDicアプリで検索すると，จบัเลน่

「つかんで遊ぶ」という意味が得られた。］ああ，つか
んで遊ぶ，つかんで遊ぶんですか。「かごめ」［タイ語
的に発音する］は奇妙な「犬夜叉」［タイ語的に発音
する］をつかみました。

205 うん。

206 ［「犬夜叉の封印を守る村人と」の部分を読み始める
。］ 犬夜叉の 犬夜叉の［日本語で発話する］ เออ่ 

守る人と［日本語で発話する］ ออื อนันี้มนั 

［「印」を指さす］ ปกตมินัอยู่พรอ้มกบัค าวา่ลกูศรคะ่ แต่

วา่มาอยู่เดีย่ว ๆ แลว้ไมแ่น่ใจวา่แปลวา่อะไร

［「犬夜叉の封印を守る村人と」の部分を読み始め
る。］「犬夜叉の，犬夜叉の」えー，「守る人と」うー
ん，これはこれ［「印」を指さす］通常はこれは矢と一
緒にあります。でも，ひとつだけであるとどう訳すの
かはっきりしません。

207 うん。

208 ธนู งัน้ลองหาละ่กนันะคะ ก็น่าจะเกีย่วกบัธนูคะ่ 
［タブレットに指で「封印」と書いてJTDicアプリで検索
すると，「ふういん」という読みと，ผนกึ
「接着する」という意味が得られた。］ 
ふういん［日本語で発話する］ ออ๋ 

ふういん［日本語で発話する］ โดยผนกึเอาไว ้［笑う］

 ท าใหด้ ูท าใหด้สูดใส งงมาก งัน้ก็ถา้ตัง้แตอ่นันี้ก็คอื 

犬夜叉［タイ語的に発音する］ เขาก็โดน 

桔梗［タイ語的に発音する］ ยงิธนูผนกึไวก้บัตน้ไมอ้นั

นัน้แลว้ก็หลับไป

弓，じゃ探してみることにしましょうか。まあおそらく弓
に関係しています。［タブレットに指で「封印」と書いて
JTDicアプリで検索すると，「ふういん」という読みと，

ผนึก

「接着する」という意味が得られた。］「ふういん」ああ
「ふういん」接着しておくことにより［笑う］，見せる，明
るく見せる。かなり混乱します。じゃあ，んー，もしこ
のことからだったら，つまり，「犬夜叉」［タイ語的に発
音する］彼が「桔梗」［タイ語的に発音する］に弓を放
たれて，これの木に留められてから寝ました。

209 んー。

210 แลว้ก็ 犬夜叉［タイ語的に発音する］ ทีเ่ขาดแูปลก ๆ

 ก็ かごめ［タイ語的に発音する］ ก็จับเลน่ ［笑う］ 

แลว้ เออ่ 封印を守る［日本語で発話する］ ผนกึ 

犬夜叉［タイ語的に発音する］ เออ่ 守る 守ると 

桔梗の［日本語で発話する］ อะไรอะ งงจัง ［笑う。］ 

อนันี้ก็ปกป้อง ［「守る」を指さす］ แลว้ก็ 

村人［日本語で発話する］ ผูค้นในหมูบ่า้นทีเ่ขา

อาจจะแบบพยามผนกึ 犬夜叉［タイ語的に発音する］ 

เอาไว ้

それから，奇妙に見える「犬夜叉」［タイ語的に発音
する］，「かごめ」［タイ語的に発音する］はつかんで遊
びました［笑う］。それから，えー，「封印を守る」「犬
夜叉」［タイ語的に発音する］を留める，えー，「守る，
守ると，桔梗の」なんですか。すごく混乱します。［笑
う。］これは保護します［「守る」を指さす］。それに「村
人」村にいる人々でおそらく彼らは「犬夜叉」［タイ語
的に発音する］を留めておこうとしました。

211 うん。

212 ［「桔梗の妹で亡き姉の遺志を継ぎ」の部分を読み始
める。］ แลว้ก็ 桔梗の妹で しき［日本語で発話する］

 นอ้งสาว นอ้งสาวของ 桔梗［タイ語的に発音する］ 

［黙って読んでいる。］ ไมแ่น่ใจคะ่วา่ คอืเหมอืนวา่ 

桔梗［タイ語的に発音する］ มนัเกีย่วกบัตายใชไ่หมคะ

 แลว้ก็นอ้งสาวเขาก็ อนันี้น่า น่าจะหมายถงึล ้าคา่แลว้

ก็ความปรารถนา ［「遺志」を指さす］ แลว้อนันี้น่าจะ

หมายถงึตอ่ ［「継ぎ」を指さす］ ก็อาจจะแปลวา่

นอ้งสาวเขาก็สานตอ่เจตนารมณ์ของ พีแ่บบ 

桔梗［タイ語的に発音する］ ทีต่ายไป

［「桔梗の妹で亡き姉の遺志を継ぎ」の部分を読み始
める。］それから，「桔梗の妹で，しき」妹，「桔梗」［タ
イ語的に発音する］の妹。［黙って読んでいる。］はっ
きりしません。というのは，つまり，なんというか，「桔
梗」［タイ語的に発音する］は死と関係しているんです
よね。それに彼女の妹は，これはおそらく，おそらく意
味するのは最高の価値を有する，それに切望［「遺
志」を指さす］。それとこれはおそらく意味しているの
は続く［「継ぎ」を指さす］なのでたぶん訳すと彼女の
妹は意志を受け継いで，死んでしまった姉である「桔
梗」［タイ語的に発音する］の。

213 ふーん。

214 ［「その村を守る巫女となっていた楓に捉えられ」の部
分を読み始める。］ 
その村を守るとなっていた［日本語で発話する］ เออ่ 

เขาก็เลยกลายเป็น 巫女［日本語で発話する］ ที่

คุม้ครองหมูบ่า้นนัน้

［「その村を守る巫女となっていた楓に捉えられ」の部
分を読み始める。］「その村を守るとなっていた」
えー，彼女はそれで，その村を保護する「巫女」にな
りました。



215 ん。

216 ［「既に老婆となっていた楓からそうした事情の一部
を聞かされるのだが」の部分を読み始める。］ เออ่ 

อนันี้ไมรู่แ้ปลวา่อะไรคะ่ ［「既に」を指さす］ 
となっていた から からそうした 
の一部を聞か［日本語で発話する］ ยาวจังเลยคะ่ 

แปลวา่ อนันี้เจอบอ่ยคะ่ ［「楓」を指さす］ งัน้ลองหา

แลว้กนันะคะ ตน้ไมแ้ลว้ก็ลม 
［声に出しながらタブレットに指で「楓」と書いてJTDic
アプリで検索すると，「かえで」という読みが得られた
。］ ออ้ เป็นชือ่คะ่ อนันี้ 楓［日本語で発話する］ เป็น

ชือ่นอ้งสาว 桔梗［タイ語的に発音する］

［「既に老婆となっていた楓からそうした事情の一部
を聞かされるのだが」の部分を読み始める。］えー，
これはなんと訳すか分かりません［「既に」を指さ
す］。「となっていた，から，からそうした，の一部を聞
か」すごく長いです。訳すと，これはよく見ます［「楓」
を指さす］。じゃ探してみましょう。木と風。［声に出し
ながらタブレットに指で「楓」と書いてJTDicアプリで検
索すると，「かえで」という読みが得られた。］ああ，名
前です。これは「楓」，「桔梗」［タイ語的に発音する］
の妹の名前です。

217 ふーん。

218 となっていた楓に［日本語で発話する］ เออ่ 
［黙って読んでいる。］ 
でからそうした事情の一部を聞かされるのだが 
そのとき［日本語で発話する］ เออ่ 

楓［タイ語的に発音する］ เขาก็กลายเป็น กลายเป็น 

อนันี้แกห่รอืเปลา่ ［「老」を指さす］ อนันี้ร่าง 

［「婆」を指さす］ กลายเป็นคนแก่

「となっていた楓に」えっと。［黙って読んでいる。］「で
からそうした事情の一部を聞かされるのだが，そのと
き」えー，「楓」［タイ語的に発音する］彼女はなりまし
た，なりました，これは老いたでしょうか［「老」を指さ
す］。これは姿［「婆」を指さす］，年寄りになりました。

219 うーむ。

220 ［黙って読んでいる。］ ออื แลว้ก็เป็น 

事情［日本語で発話する］ เป็นเหตกุารณ์ทีแ่บบ ที ่

楓［タイ語的に発音する］ กลายเป็นคนแกแ่ลว้ ก็เป็น

หนึง่ในเรือ่งทีถ่กูเลา่

［黙って読んでいる。］うーん。それから，「事情」で
す，出来事です，「楓」［タイ語的に発音する］が年寄
りになったというような，語られている話の中のひと
つです。

221 うーん。

222 ［「その時再び百足上臈がかごめを襲い」の部分を読
み始める。］ そのとき再び［日本語で発話する］ เออ่

 がかご［日本語で発話する］ แลว้ก็ในตอนนัน้ เออ่ 

เจา้ตัว ［「百足上臈」を指さす］ むかでじょうろう ก็มา

โจมต ีนี้น่าจะ น่าจะไลโ่จมต ี

かごめ［タイ語的に発音する］ อกีครัง้

［「その時再び百足上臈がかごめを襲い」の部分を読
み始める。］「そのとき再び」えー，「がかご」それか
ら，そのときに，えー，の野郎［「百足上臈」を指さす］
「むかでじょうろう」が攻撃してきて，これはおそらく，
おそらくは「かごめ」［タイ語的に発音する］をもう一度
追撃しました。

223 うん。

224 ［「倒すには自分が通ってきた井戸」の部分を読み始
める。］ すには自分が［日本語で発話する］ เออ่ 

แลว้ก็เพือ่ทีจ่ะลม้มนั หมายถงึแบบปราบมนั 自分が 

てきた［日本語で発話する］ ในอโุมงคท์ีต่ัวเองผา่น 

ที ่ๆ かごめ［タイ語的に発音する］ ผา่นเขา้มาเนี่ย

［「倒すには自分が通ってきた井戸」の部分を読み始
める。］「すには自分が」えー。それから，それを倒す
には，意味するのはそれを制するような，「自分が，
てきた」自分が通ったトンネルの中，「かごめ」［タイ語
的に発音する］が入って通ってきたものです。

225 うん。

226 ［「（後に楓から、そこに妖怪の死骸を捨てておくと、い
つの間にか消えてしまうので「骨喰いの井戸」と呼ば
れていることを聞かされる）」の部分を読み始める。］
 あとにか 楓から その妖怪のし捨てておく 
いつの間にか消えてしまうので［日本語で発話する］
 คอืวา่ あとに［日本語で発話する］ คอื 

楓［タイ語的に発音する］ เอาเจา้ปีศาจนัน้ เดีย๋ว 

［待ってください］ นะคะ เขาทิง้ อนันี้ตาย 

［「死」を指さす］ อนันี้ ไมแ่น่ใจวา่แบบกระดกูหรอืเปลา่

 ［「骨喰」を指さす］

［「（後に楓から、そこに妖怪の死骸を捨てておくと、
いつの間にか消えてしまうので「骨喰いの井戸」と呼
ばれていることを聞かされる）」の部分を読み始め
る。］「あとにか，楓から，その妖怪のし捨てておく，い
つの間にか消えてしまうので」。つまり，「あとに」つま
り，「楓［タイ語的に発音する］」はその妖怪のやつを
持って，ちょっと［待ってください］。彼女は捨てて，こ
れは死にました［「死」を指さす］。これ，はっきりしま
せんが，骨のようなものでしょうか［「骨喰」を指さ
す］。

227 んー。

228 น่าจะแบบวา่ทิง้ศพของปีศาจลงไปใน ในบอ่น ้านัน้ พอ

ทิง้ไปแลว้ อยู่ด ีๆ มนัก็หายไป เพราะอยู่ด ีๆ มนัก็

หายไป เออ่ เขาก็เลยบอก เขาก็เลา่ใหฟั้งวา่บอ่น ้ามนัก็

เลยเรยีกวา่ 骨くいのいと［日本語で発話する］ เป็น

บอ่กนิกระดกู

おそらくなんというか中に妖怪の死体を捨てていきま
した。その井戸の中に，捨てられると，突然それは消
えてしまいます，それは突然消えてしまいますから。
えー，それで，述べているのは，話して聞かせている
のはその井戸をそれで，「骨くいのいと」骨を食べる
井戸と呼びます。

229 ふーん。

230 ［「に追い落とすしかないことを聞かされたかごめは、
再び犬夜叉が封印されている木（井戸と近い位置に
ある）の方へと向かう」の部分を読み始める。］ เขา

แบบโยนเขา้ไปแลว้อยู่ด ีๆ มนัก็หายไป 

［黙って読んでいる。］ แตว่า่มนัวงเล็บไว ้แตน่่า

จะตอ้งไลม่าจากอนันี้ 
倒すには自分が通ってきたいとに追い落とすしかな
いと聞かれ き 聞かれされたかごめは　再び犬夜叉
がいんされている木 とと近い位置の方向へと［日本
語で発話する］

［「に追い落とすしかないことを聞かされたかごめは、
再び犬夜叉が封印されている木（井戸と近い位置に
ある）の方へと向かう」の部分を読み始める。］なんか
投げ入れると突然それは消えてしまいます。［黙って
読んでいる。］でも，それは括弧にしています。でも，
このものから追い立てられるべきでした。「倒すには
自分が通ってきたいとに追い落とすしかないと聞か
れ，き，聞かれされたかごめは，再び犬夜叉がいんさ
れている木，とと近い位置の方向へと」。

231 うん。

232 ก็คอื か かごめ［タイ語的に発音する］ เขาไดฟั้งมาวา่

 การทีจ่ะปราบเนี่ยเขาจะตอ้งไปทีบ่อ่ บอ่น ้าทีต่ัวเอง

ผา่นเขา้มา แลว้ก็ไลม่นัลงไปเทา่นัน้ วธิปีราบก็คอืตอ้ง

ไลม่นัลงบอ่ไปเทา่นัน้ ฉะนัน้ 

かごめ［タイ語的に発音する］ ก็เลยไป มุง่หนา้ไป

ทางดา้นตน้ไมท้ี ่犬夜叉［タイ語的に発音する］ ถกู

ผนกึไวอ้ยู่อกีครัง้ แลว้เขาก็วงเล็บไวว้า่ เออ่ บอ่เนี่ยมนั

อยู่ใกลก้บัต าแหน่งนัน้ ก็คอืต าแหน่งตน้ไมท้ี ่

犬夜叉［タイ語的に発音する］ ถกูผนกึไวอ้ยู่คะ่

つまり，「か，かごめ」［タイ語的に発音する］彼女に
聞こえてきたのは，征伐するために彼女は井戸に行
かなければなりません，自分が入って通ってきた井
戸に。それから，それを追い立てて落とすだけです。
なので「かごめ」［タイ語的に発音する］はそれで，行
きます，「犬夜叉」［タイ語的に発音する］が留められ
ている木の方面を目指してもう一度。それに括弧で
は，えー，この井戸はその位置，つまり，「犬夜叉」
［タイ語的に発音する］が留めおかれている木の位置
と近いです。

233 p.2 実はかごめは桔梗の生まれ変わりであったため、近づくと犬夜叉は目覚
め、かごめの横腹から出てきた四魂の玉（死の間際に桔梗があの世に
持って行くと宣言し、その遺体とともに焼かれた）を食い、ますます妖力
の増大した百足上臈を倒すには自分の封印を解くしかないと言う。

実はかごめは桔梗の生まれ変わりであったため［日
本語で発話する］ จรงิ ๆ แลว้เพราะวา่ 

かごめ［タイ語的に発音する］ เนี่ยเป็น เป็น 

桔梗［タイ語的に発音する］ ทีก่ลับชาตมิาเกดิใหม่

「実はかごめは桔梗の生まれ変わりであったため」本
当は「かごめ」［タイ語的に発音する］は，転生して新
しく生まれた「桔梗」［タイ語的に発音する］で，だった
ので，

234 ん。

235 近づくと犬夜叉は目覚め［日本語で発話する］ พอ

เขา้ไปใกลแ้ลว้ 犬夜叉［タイ語的に発音する］ ก็เลย 

ตืน่ขึน้มา

「近づくと犬夜叉は目覚め」近づいていくと「犬夜叉」
［タイ語的に発音する］はそれにより，目を覚ましまし
た。

236 うん。

237 ［「かごめの横腹から出てきた四魂の玉」の部分を読
み始める。］ かごめの［日本語で発話する］ เออ่ 

出てきたしこんの玉［日本語で発話する］ ออื 

ลกูแกว้สีว่ญิญาณทีม่นัออกมาจาก เหลอืง ทอ้ง 

เหลอืงหรอืเปลา่หรอืไมเ่หลอืง เออ่ น่าจะเป็นสว่น เป็น

อวัยวะคะ่ แตค่งอยู่บรเิวณทอ้งแลว้แบบ ลกูแกว้มนั

ออกมาจากทอ้งของ かごめ［タイ語的に発音する］

［「かごめの横腹から出てきた四魂の玉」の部分を読
み始める。］「かごめの」えー，「出てきたしこんの玉」
うーん，から出てきた4つのガラス玉，黄色，金，黄色
でしょうか，黄色じゃない，えー，おそらく部分，器官
です。でも，きっと腹周辺にあるものでなんか，「かご
め」［タイ語的に発音する］の腹からガラス玉が出てき
ました。

238 うーむ。

239 ［「（死の間際に桔梗があの世に持って行くと宣言し、
その遺体とともに焼かれた）を食い」の部分を読み始
める。］ 死のあいださいに桔梗があのせん 
よに持って行くとたんし 
その遺体とともに［日本語で発話する］ 
［黙って読んでいる。］ ก็คอืในตอนชว่งทีต่าย ที ่

桔梗［タイ語的に発音する］ ตาย 

に持って行くと［日本語で発話する］ ออื เขาก็เอาไป

ทีโ่ลกนัน้ดว้ย เออ่ อนันี้ไมแ่น่ใจแปลวา่อะไร 

［「宣言」を指さす］ อาจจะแบบมคีวาม อนันี้เชือ่อะคะ่

［「（死の間際に桔梗があの世に持って行くと宣言し、
その遺体とともに焼かれた）を食い」の部分を読み始
める。］「死のあいださいに桔梗があのせん，よに
持って行くとたんし，その遺体とともに」。［黙って読ん
でいる。］つまり，死んだ，「桔梗」［タイ語的に発音す
る］が死んだ時期に，「に持って行くと」うーん，彼女
はあの世に一緒に持って行きました。えー，これはど
う訳すかはっきりしません［「宣言」を指さす］。たぶん
なにかその，これは信じるものです。

240 ふーん。

241 อาจจะแบบมคีวามตัง้ใจ มคีวาม เออ่ ตัง้ใจทีจ่ะเอา

ลกูแกว้สีว่ญิญาณไปทีอ่กีโลกหนึง่ดว้ย 
その［日本語で発話する］ ［黙って読んでいる。］ 
とともに［日本語で発話する］ แลว้ก็เผามนัไปพรอ้ม

กบัร่างของ เขา แบบวา่เผาลกูแกว้ไปพรอ้มกบัตัวเอง

คะ่ เพือ่ทีจ่ะเอาไปที ่あのよ［日本語で発話する］ ไป

อกีโลกหนึง่

たぶん何かの決意です。その，えー，一緒にもうひと
つの世界に4つの精神であるガラス玉を持って行くこ
とを決意しました。「その」。［黙って読んでいる。］「と
ともに」それから，それを，彼女，の体と一緒に焼きま
した。なんというか，ガラス玉を自分自身と一緒に焼
きました。「あのよ」へ持って行く，もうひとつの世界に
持って行くために。

242 ふーん。



243 ［黙って読んでいる。］ 
かごめ横腹出てきたを食い［日本語で発話する］ หอื

 กนิ กนิลกูแกว้สีว่ญิญาณทีอ่อกมาจากทอ้ง 
かごめ［タイ語的に発音する］

［黙って読んでいる。］「かごめ横腹出てきたを食い」
ふー。食べる，「かごめ」［タイ語的に発音する］の腹
から出てきた4つの精神のガラス玉を食べます。

244 うん。

245 ［「ますます妖力の増大した百足上臈を倒すには自分
の封印を解くしかないと言う」の部分を読み始める。］
 ますます［日本語で発話する］ เออ่ 

妖力の［日本語で発話する］ เออ่ 
倒すには自分のかないという［日本語で発話する］ 
เออ่ 犬［日本語で発話する］ อนันี้น่าจะเป็น 

犬夜叉［タイ語的に発音する］ ทีพ่ดู น่าจะนะคะ เขา

บอกวา่ เออ่ ますます［日本語で発話する］ ก็การที่

จะลม้เจา้ เจา้ むかでじょうろう［日本語で発話する］ 

ปีศาจตะขาบได ้

［「ますます妖力の増大した百足上臈を倒すには自
分の封印を解くしかないと言う」の部分を読み始め
る。］「ますます」えー，「妖力の」えー，「倒すには自
分のかないという」えー，「犬」これはおそらく「犬夜
叉」［タイ語的に発音する］が話しました，おそらくです
が。彼が言ったのは，えー，「ますます」まあムカデ妖
怪の「むかでじょうろう」の野郎，の野郎を倒すこと。

246 うん。

247 ปีศาจตะขาบทีม่นัพลังเพิม่ขึน้ มากขึน้เรือ่ย ๆ เพราะวา่

กนิลกูแกว้สีว่ญิญาณเขา้ไปเนี่ย ก็คอืจะตอ้ง 自分の 

封印を［日本語で発話する］ ก็คอืจะตอ้งคลายผนกึ

ของตัวเองเทา่นัน้

ムカデ妖怪，それは力を増しています。だんだん大き
くなっています，4つの精神のガラス玉を食べたから
です。つまり，「自分の，封印を」つまり，自分を留め
ているものを緩めることだけしなければなりません。

248 うーん。

249 p.2 命の惜しいかごめが抜こうとして封印の矢に手をかけると、矢は雲散霧
消し、甦った犬夜叉は見事百足上臈を木っ端微塵にし、かごめの眼力に
より四魂の玉も取り戻せるのだが、もともと玉を狙っていた犬夜叉は、今
度はかごめを狙う。

命の惜しいかごめかごめが［日本語で発話する］ 
［ぶつぶつ言っているが聞き取れない。］ 
かけると［日本語で発話する］ ออื ยาวจังเลยคะ่ เออ่ 

งัน้คอ่ย ๆ เอาจาก かごめ［タイ語的に発音する］ กอ่น

 ［笑う。］ かごめ［タイ語的に発音する］ ซึง่เสยีดาย

ชวีติตัวเอง

「命の惜しいかごめかごめが」。［ぶつぶつ言っている
が聞き取れない。］「かけると」うーん，すごく長いで
す。えー，じゃあ少しずつ，まずは「かごめ」［タイ語的
に発音する］から。［笑う。］自分の命をもったいないと
思う「かごめ」［タイ語的に発音する］。

250 うん。

251 ก็ 抜こうと［日本語で発話する］ ก็พยามดงึ เออ่ 

ลกูศรทีม่นัผนกึ 犬夜叉［タイ語的に発音する］ 

手を［日本語で発話する］ ก็ใชม้อืดงึ พยามดงึลกูศร

ทีผ่นกึ 犬夜叉［タイ語的に発音する］ อยู่แลว้ก็

は，「抜こうと」抜こうとします。えー，「犬夜叉」［タイ
語的に発音する］を留めているその矢を，「手を」ま
あ，手を使って，「犬夜叉」［タイ語的に発音する］を留
めている矢を抜こうとしています，それから。

252 んー。

253 ［「矢は雲散霧消し」の部分を読み始める。］ ลกูศร

มนัก็ม ีอนันี้ฟ้าผา่หรอืเปลา่ 
［「雲」を指したか，「霧」を指したかはっきりしない］ 
ก็ม ีเออ่ น่าจะอารมณ์ประมาณวา่ฟ้าแลบฟ้าผา่เขา้มา 
［笑う。］

［「矢は雲散霧消し」の部分を読み始める。］矢，それ
もあります，これは稲妻でしょうか［「雲」を指したか，
「霧」を指したかはっきりしない］，もあります。えー，
おそらく気持ち的にだいたいだと稲妻がやってきまし
た。［笑う。］

254 ［笑う。］

255 แลว้มนัก็ดับ ［「消」のこと］ それから，これは消える［「消」のこと］。

256 うん。

257 ［「甦った犬夜叉は見事百足上臈を木っ端微塵にし、
かごめの眼力により四魂の玉も取り戻せるのだが」
の部分を読み始める。］ อมื เออ่ อนันี้ไมรู่แ้ปลวา่

อะไรคะ่ ［「甦った」を指さす］ เดีย๋วลองดกูอ่นวา่

ส าคัญไหม

［「甦った犬夜叉は見事百足上臈を木っ端微塵にし、
かごめの眼力により四魂の玉も取り戻せるのだが」
の部分を読み始める。］うーん。えー，これはなんと
訳すか分かりません［「甦った」を指さす］。ちょっとま
ずは見てます，重要でしょうか。

258 うん。

259 犬夜叉は を木 を木 かごめの の 
のによりしこんの玉も 
取り戻せるのだが［日本語で発話する］ ［笑う］ ยาก

จังเลย

「犬夜叉は，を木，を木，かごめの，の，のによりしこ
んの玉も，取り戻せるのだが」［笑う］。本当にすごく
難しいです。

260 うん。

261 かごめ［タイ語的に発音する］ เดีย๋ว ［待ってください］

 นะคะ ลองหาแลว้กนัคะ่ ไมไ่หวแลว้ เออ่ มตีัวเกดิ 

เกดิแลว้ก็อนันี้ตัวอะไร ไมเ่คยเจอ 

漢字［日本語で発話する］ ตัวนี้เลยคะ่ 
［タブレットに「甦」を指で書きながら話している］

「かごめ」［タイ語的に発音する］ちょっと［待ってくださ
い］。探してみることにしましょう。もう無理です。
えー，生まれるの字，生まれる。それから，これは何
の字，この「漢字」には会ったことがありません［タブ
レットに「甦」を指で書きながら話している］。

262 うん。

263 ［タブレットに指で「甦」と書いてJTDicアプリで検索す
ると，「よみがえ」という読みと，ฟ้ืน「取り戻す」，ฟ้ืน

กลับคนืมา「復活する」，คนืชพีมา
「蘇生する」という意味が得られた。］ よみがえ 
よみがえ よみがえた犬夜叉は［日本語で発話する］
 犬夜叉［タイ語的に発音する］ ทีฟ้ื่น ฟ้ืนกลับคนืมา 

คนืชพีมา

［タブレットに指で「甦」と書いてJTDicアプリで検索す

ると，「よみがえ」という読みと，ฟ้ืน「取り戻す」，ฟ้ืน

กลบัคนืมา「復活する」，คนืชพีมา

「蘇生する」という意味が得られた。］「よみがえ，よみ
がえ，よみがえた犬夜叉は」取り戻した「犬夜叉」［タ
イ語的に発音する］，復活する，蘇生する。

264 うん。

265 เออ่ みことを木 みこと［日本語で発話する］ แบบ

ยอดเยีย่ม แลว้ก็ไอปีศาจตะขาบ 

を木［日本語で発話する］ อะไรตน้ไมแ้ลว้ 

つ［日本語で発話する］ เล็กคอือะไรก็ไมรู่ ้อนันี้ไมรู่ ้

แปลวา่อะไร ［「木っ端」を指さす］ เดีย๋วหาค านี้นะคะ 

คอืคดิวา่น่าจะคง จะหมายถงึปราบไดแ้หละคะ่ แตแ่บบ

 ไมรู่ศ้ัพท์

えー，「みことを木，みこと」なんか素晴らしい。それと
ムカデ妖怪のやつ「を木」何か木で，それから，小さ
な「つ」が何なのかは分かりません。これはどう訳す
か分かりません［「木っ端」を指さす］。ちょっとこの語
を探しますね。つまり，思うのはおそらくたぶん，成敗
できたのでしょうね。でも，なんか，言葉を知りませ
ん。

266 うん。

267 ［タブレットに指で「端微」と書いてJTDicアプリで検索
して候補の中から「木っ端微塵」を選ぶと，「こっぱみ
じん」という読みと，broken into small 
fragmentsという意味が得られた。］ อุย้ มคี านี้ดว้ย 
こっぱみじん こっぱみじん［日本語で発話する］ ［笑
う。］

［タブレットに指で「端微」と書いてJTDicアプリで検索
して候補の中から「木っ端微塵」を選ぶと，「こっぱみ
じん」という読みと，broken into small fragmentsとい
う意味が得られた。］おっと。この語があるんですか。
「こっぱみじん，こっぱみじん」。［笑う。］

268 ［笑う。］

269 เออ่ broken into small fragments［英語で発話する］ 

คงจะแบบวา่ก็ ก็ ก็ เออ่ ขยีม้นักระจายเละอยา่ง อยา่ง

 みこと［日本語で発話する］ อยา่งยอดเยีย่ม ［笑う。］

えー，「broken into small fragments」［英語で発話す
る］たぶんなんというか，まあ，んー，んー，えー，粉
砕してそれが粉々のぐしゃぐしゃのような，「みこと」
なような，素晴らしいほどに。［笑う。］

270 ［笑う。］

271 ก าจัดศัตรูให ้ให ้ใหส้ ิน้ซาก ใหเ้ละตุม้เป๊ะไดอ้ยา่งยอด

เยีย่ม ［笑う］

敵を駆除して，し，し，完全に，素晴らしいほどぐしゃ
ぐしゃに［笑う］。

272 ［笑う。］

273 かごめの［日本語で発話する］ อนันี้น่าจะมอง 

［「眼」を指さす］ วา่พลังในการมองของ 

かごめ［タイ語的に発音する］ ดว้ยพลังในการมอง

ของ かごめ［タイ語的に発音する］ เนี่ย เขาก็ ท าให ้

อะไรอะ ใหเ้อาลกูแกว้สีว่ญิญาณกลับคนืมาได  ้คอื 

かごめ［タイ語的に発音する］ เขามพีลังวเิศษ คอืจะ

มองเห็นลกูแกว้อะคะ่

「かごめの」これはおそらくは見る［「眼」を指さす］の
は「かごめ」［タイ語的に発音する］の見ることの力，
「かごめ」［タイ語的に発音する］の見ることの力に
よってですね，彼女は，何をさせる？4つの精神のガ
ラス玉を取り戻すことができます。つまり，「かごめ」
［タイ語的に発音する］，彼女は特別な力がありま
す，要するにガラス玉を見ることです。

274 うーん。

275 มนัจะเปลง่แสง それは光り輝きます。

276 うん。

277 แลว้มแีค่ かごめ［タイ語的に発音する］ ทีเ่ห็น それから，「かごめ」［タイ語的に発音する］だけに見
えるものがあり。



278 うん。

279 ［「もともと玉を狙っていた犬夜叉は、今度はかごめを
狙う」の部分を読み始める。］ も もともと 
玉をふっていた犬夜叉は［日本語で発話する］ โอะ๊

 狙っ 狙って 今度かごめ［日本語で発話する］ แลว้ก็

 犬夜叉［タイ語的に発音する］ เนี่ยทีแ่ตเ่ดมิเขาเล็ง

จะเอาลกูแกว้สีว่ญิญาณ เขาก็เลยมา หนัมาเล็ง 

かごめ［タイ語的に発音する］ แทน คงแบบจะแยง่

ลกูแกว้คะ่

［「もともと玉を狙っていた犬夜叉は、今度はかごめを
狙う」の部分を読み始める。］「も，もともと，玉をふっ
ていた犬夜叉は」お？「狙っ，狙って，今度かごめ」そ
れから，「犬夜叉」［タイ語的に発音する］は元から彼
は4つの精神のガラス玉を狙っていました，彼はそれ
で，来ました。振り返って代わりに「かごめ」［タイ語的
に発音する］を狙ってきます。ガラス玉を奪うのでしょ
う。

280 p.2 その時助けに駆けつけていた楓が犬夜叉の首に「魂鎮めの念珠」をか
け、以後犬夜叉は、かごめの「おすわり」という魂鎮めの言霊によりその
念珠に地へと引き倒されてしまうことになる。

そのとき助けにか 
かけていた犬夜叉の首に［日本語で発話する］ 
เหอะ ๆ めのをかけ［日本語で発話する］ ในตอนนัน้

 かえで［タイ語的に発音する］ ทีเ่ขา้มาชว่ยเขาก็ เออ่

 คลอ้งลกูประค าใสท่ีค่อของ 

犬夜叉［タイ語的に発音する］ จรงิ ๆ ถา้ไมด่อูาจจะ

ไมรู่ค้ะ่ แตว่า่เพราะวา่ดก็ูเลยรูว้า่เขาเอาแบบลกูประค า

มาใสใ่ห ้

「そのとき助けにか，かけていた犬夜叉の首に」さあ
さあ「めのをかけ」そのとき助けにやってきた「かえ
で」［タイ語的に発音する］が，彼女が，えー，本当の
「犬夜叉」［タイ語的に発音する］の首に数珠をかけ，
もし見ていなかったらこれはたぶん分かりませんでし
た。でも，見ましたから，それで，彼女が数珠をかけ
たことを知っています。

281 うん。

282 เดีย่วลองหาดว้ยแลว้กนันะคะ อนันี้น่าวญิญาณหรอื

เปลา่［「魂」を指さす］ こん［日本語で発話する］ 
［タブレットに「魂」と指で書いてから，JTDicアプリで
検索すると，「たましい」という読みと「วญิญาณ

［「精神」のこと］」という意味が得られた。］ อา 

たましい［日本語で発話する］ วญิญาณ วญิญาณ 

ผนกึวญิญาณเหรอ วญิญาณ 
［タブレットの「魂」の字の後ろに「鎮」を指で書いてか
ら，JTDicアプリで検索したが，検索結果は得られな
かった。］ ไมม่ ีคดิวา่เขยีนถกูแลว้นะคะ

ちょっと探してみますね。これはおそらく精神でしょう
か［「魂」を指さす］。「こん」。［タブレットに「魂」と指で
書いてから，JTDicアプリで検索すると，「たまし」とい
う読みと「วญิญาณ
［「精神」のこと］」という意味が得られた。］あー，「た
まし」精神，精神，精神の封印でしょうか，精神。［タブ
レットの「魂」の字の後ろに「鎮」を指で書いてから，
JTDicアプリで検索したが，検索結果は得られなかっ
た。］ありません。正しく書いたと思うのですが。

283 うん。

284 เดีย๋วลองเอาไปดทูี ่
app［タイ語において外来語に当たり，タイ語発音をす
る］ อืน่ อนันี้ imiwa? คะ่

ちょっとほかの「app」［タイ語において外来語に当た
り，タイ語発音をする］を持ってきてみます。これは
imiwa？です。

285 うん。

286 มนัจะเป็นญีปุ่่ นองักฤษ 
［「鎮魂」をコピーしてimiwa？に貼り付けて検索した
が，検索結果は得られなかった。］ ก็ไมม่ ีอะไร 

め［日本語で発話する］ อะ め［日本語で発話する］ 

กลับมาที ่
app［タイ語において外来語に当たり，タイ語発音をす
る］ เดมิ งัน้อนันี้แปลวา่วญิญาณ แลว้อนันี้ลองใส ่
め［日本語で発話する］ 
［「魂」を消して「め」を打ち込んで「鎮め」をJTDicアプ
リで検索し，「鎮める」を選ぶと，「しずめる」という読
みとท าใหส้งบลง
「静かにさせる」という意味が得られた。］ しずめる 
しずめる［日本語で発話する］ ออ้ 

たまし［日本語で発話する］ เออ่ ก็คอืมนั มนัคอืท าให ้

วญิญาณสงบลง

これは日英です。［「鎮魂」をコピーしてimiwa？に貼り
付けて検索したが，検索結果は得られなかった。］あ
りません。何。「め」あ。「め」元の「app」［タイ語におい
て外来語に当たり，タイ語発音をする］に戻ります。じ
ゃあこれは訳すと精神，それとこれに「め」を入れて
みて。［「魂」を消して「め」を打ち込んで「鎮め」をJTDi
cアプリで検索し，「鎮める」を選ぶと，「しずめる」とい
う読みとท าใหส้งบลง
「静かにさせる」という意味が得られた。］「しずめる，
しずめる」おお，「たまし」えー。つまり，これ，これは
精神を静かにさせます。

287 うーん。

288 แลว้ก็ขอลองหาอนันี้ดว้ย 
［タブレットに指で「念珠」と書いてJTDicアプリで検索
すると，「ねんじゅ」という読みとrosaryという意味が得
られた。］ ねんじゅ［日本語で発話する］ ฮะ 

rosa［「rosary」を読み上げようとした］ อะไรอะ เดีย๋ว

ลองเปิด 
dic［dictionaryのこと。タイ語において外来語に当たる
］ องักฤษดว้ยคะ่

それとこれも探させてください。［タブレットに指で「念
珠」と書いてJTDicアプリで検索すると，「ねんじゅ」と
いう読みとrosaryという意味が得られた。］「ねんじゅ」
は？rosa［「rosary」を読み上げようとした］何？ちょっ
と英語の「dic」［dictionaryのこと。タイ語において外
来語に当たる］を開いてみますね。

289 うん。

290 ［タブレットに「rosary」と打ち込んでから，Thai Fast 
Dictionaryで検索すると，ลกูประค า

「数珠」という意味が得られた。］ ออ้ ลกูประค า ลกู 

ลกูประค า ลกูประค าทีไ่วส้ าหรับท าใหว้ญิญาณสงบลง

［タブレットに「rosary」と打ち込んでから，Thai Fast 
Dictionaryで検索すると，ลกูประค า
「数珠」という意味が得られた。］おお，数珠。じゅ，数
珠。精神を静かにしておくための数珠。

291 うーん。

292 ก็เอาไปใสค่อของ 犬夜叉［タイ語的に発音する］ まあ「犬夜叉」［タイ語的に発音する］の首にかけてお
きました。

293 ん。

294 ［「以後犬夜叉は」の部分を読む。］ แลว้ก็หลังจากนัน้

 犬夜叉［タイ語的に発音する］น่ะ

［「以後犬夜叉は」の部分を読む。］それで，そのあ
と，「犬夜叉」［タイ語的に発音する］ですね。

295 うん。

296 ［「かごめの「おすわり」という魂鎮めの言霊によりそ
の念珠に地へと引き倒されてしまうことになる」の部
分を読み始める。］ かごめのおすわりという 
よりその［日本語で発話する］ ลกูประค า にちへと 
てしまうことになる［日本語で発話する］ 
犬夜叉［タイ語的に発音する］ เขาก็จะ คอืพอ 

かごめ［タイ語的に発音する］ พดูวา่ 

おすわり［日本語で発話する］ เออ่ ことだま 

ことだま［日本語で発話する］ คอืค า ค าพดู ค าพดูซึง่

มพีลังวญิญาณอยู่ในนัน้

［「かごめの「おすわり」という魂鎮めの言霊によりそ
の念珠に地へと引き倒されてしまうことになる」の部
分を読み始める。］「かごめのおすわりという，よりそ
の」数珠。「にちへと，てしまうことになる」「犬夜叉」
［タイ語的に発音する］，彼は，つまり，「かごめ」［タイ
語的に発音する］が「おすわり」と言うと，えー，「こと
だま，ことだま」つまり，言葉，話し言葉，内に精神の
力を持った話し言葉。

297 うーん。

298 มนัก็จะท าให ้เออ่ วญิญาณสงบลง คอืจากค าพดูเนี่ยก็

จะท าให ้เออ่ ลกูประค าเนี่ย มนัดงึ ดงึลงไปทีพ่ืน้ คอื

เหมอืนแบบพอพดูวา่ おすわり［日本語で発話する］ 

แลว้มนัจะดงึลงไปเงีย้คะ่

それはさせます，えー，精神を静かにします。つま
り，その言葉を話すことでさせます，えー，数珠がで
すね，それが引っ張ります，地面に引き下ろします。
つまり，同じように「おすわり」と言うと，それが下に引
き降ろします。

299 うーん。

300 แลว้ 犬夜叉［タイ語的に発音する］ ก็จะหนา้ฟาดพืน้ それで「犬夜叉」［タイ語的に発音する］は顔を地面に
打ち付けます。

301 うん。

302 เขาก็จะหมดฤทธิ ์ことになる［日本語で発話する］ 彼は本来の力を失う「ことになる」。

303 p.2 この後二人は、実は桔梗は犬夜叉を封印した直後に死に（正確にはそ
の時奈落という妖怪により瀕死の傷を負わされていたことが後に語られ
る）、顔の類似・常人には見えないものが見えること・体内に四魂の玉を
持っていたこと等から、恐らくかごめは桔梗の生まれ変わりであろうこと
等を楓から聞かされる。

このあと二人は［日本語で発話する］ แลว้หลังจาก

นัน้ทัง้สองคนก็

「このあと二人は」それから，そのあとで二人とも。

304 うん。

305 ［「実は桔梗は犬夜叉を封印した直後に死に」の部分
を読み始める。］ 実は桔梗 
実は桔梗犬夜叉を封印したしょくごに死に［日本語で
発話する］ จรงิ ๆ แลว้ 桔梗［タイ語的に発音する］ 

เนี่ย หลังจากทีผ่นกึ 犬夜叉［タイ語的に発音する］ 

เสร็จแลว้ก็ตายทันที

［「実は桔梗は犬夜叉を封印した直後に死に」の部分
を読み始める。］「実は桔梗，実は桔梗犬夜叉を封印
したしょくごに死に」本当はすぐにですね，「犬夜叉」
［タイ語的に発音する］を封印し終えた後ですぐに死
にました。

306 ふーん。

307 ［「正確にはその時奈落という妖怪により瀕死の傷を
負わされていたことが後に語られる」の部分を読み始
める。］ 
正確にはそのとき奈落という妖怪により［日本語で発
話する］ เออ่ 
しの傷を負わされていたことがあとに［日本語で発話
する］ จรงิ ๆ แลว้ปีศาจทีช่ ือ่วา่ 

奈落［タイ語的に発音する］ เนี่ย ในตอนนัน้ เขาเป็น 

เป็นคน อนันี้เหมอืนแพ ้［「負」を指さす］

［「正確にはその時奈落という妖怪により瀕死の傷を
負わされていたことが後に語られる」の部分を読み
始める。］「正確にはそのとき奈落という妖怪により」
えー，「しの傷を負わされていたことがあとに」本当は
「奈落」［タイ語的に発音する］という名前の妖怪にで
すね，そのときに，彼女は，人です，これは負けるの
ようです［「負」を指さす］。



308 うん。

309 แลว้ก็แพ ้อาจจะแบบ ออื เหมอืนทนพษิบาดแผลไม่

ไหวหรอืเปลา่ ［笑う。］

それで，負けました。たぶんなんか，うーん，なんとい
うか傷の毒に耐えられなかったのじゃないでしょう
か。［笑う。］

310 うん。

311 อนันี้คอืตาย ［「瀕死」を指さす］ คอืเป็นเพราะวา่ 

奈落［タイ語的に発音する］ เขา เขาท าใหแ้ผลมนั

หนักมากจนถงึตาย แลว้ก็ในเรือ่งก็เลา่ไวอ้ยา่งนัน้

これは死ぬ，です［「瀕死」を指さす］。つまり，「奈落」
［タイ語的に発音する］，それそれが死に至るほど重
い傷を負わせましたから，それで，話の中でそのよう
に語られています。

312 ふーん。

313 ［「顔の類似・常人には見えないものが見えること・体
内に四魂の玉を持っていたこと等から」の部分を読み
始める。］ 顔の［日本語で発話する］ 
［黙って読んでいる。］ 見えないものが見えること 
体内に四魂の玉を持っていたと 
とうから［日本語で発話する］ จากที ่จากทีห่นา้

เหมอืนกนั แลว้ก็ คนปกตเินี่ย เออ่ สามารถมองสิง่ที ่

คนปกตไิมส่ามารถมองเห็นได ้แลว้ก็ภายในร่างกาย

เนี่ยมลีกูแกว้สีว่ญิญาณอยู่ จากพวกเนี่ยคะ่ก็

［「顔の類似・常人には見えないものが見えること・体
内に四魂の玉を持っていたこと等から」の部分を読
み始める。］「顔の」。［黙って読んでいる。］「見えない
ものが見えること，体内に四魂の玉を持っていたと，
とうから」から，顔が同じで。それと，普通の人は，
えー，見ることができる，普通の人は見ることができ
ないものを，それに体の中にですね4つの精神のガラ
ス玉を持っていた，これらのことからですね，

314 うん。

315 ［「恐らくかごめは桔梗の生まれ変わりであろうこと等
を楓から聞かされる」の部分を読み始める。］ 
恐らくかごめは桔梗の生まれ変わりであろうと聞かさ
れ［日本語で発話する］ ก็คอืวา่ 
おそらく［日本語で発話する］ 
かごめ［タイ語的に発音する］ เนี่ยก็น่าจะ เป็น 

桔梗［タイ語的に発音する］ ทีก่ลับชาตมิาเกดิ อา ก็

 かえで［タイ語的に発音する］ ก็พดูใหฟั้ง

［「恐らくかごめは桔梗の生まれ変わりであろうこと等
を楓から聞かされる」の部分を読み始める。］「恐らく
かごめは桔梗の生まれ変わりであろうと聞かされ」つ
まりは，「おそらく」「かごめ」［タイ語的に発音する］は
おそらく，今世に戻って生まれた「桔梗」［タイ語的に
発音する］です。あー，んー，「かえで」［タイ語的に発
音する］が話して聞かせました。

316 p.2 その時からかごめは、桔梗の生まれ変わりとして、再び世に出てしまっ
た四魂の玉を守るという使命を負わされるのだが、玉を狙ってかごめの
もとには様々な妖怪が押し寄せる。

そのときからかごめは［日本語で発話する］ 
หลังจากตอนนัน้เนี่ย かごめ［タイ語的に発音する］ ก็ 

เอย้ そのとき［日本語で発話する］

「そのときからかごめは」そのときからですね，「かご
め」［タイ語的に発音する］んー，えっ，「そのとき」。

317 うん。

318 ［「桔梗の生まれ変わりとして」の部分を黙って読む。
］ 桔梗の生まれ［日本語で発話する］ ในฐานะทีเ่ป็น

 桔梗［タイ語的に発音する］ ซึง่กลับชาตมิาเกดิ

［「桔梗の生まれ変わりとして」の部分を黙って読
む。］「桔梗の生まれ」「桔梗」［タイ語的に発音する］
としての立場，というのは現世に戻って生まれた。

319 うん。

320 ［「再び世に出てしまった四魂の玉を守るという使命
を負わされるのだが」の部分を読み始める。］ 
たたび世界に 出てしまったという使命を 
負わされ［日本語で発話する］ ออื เอะ๊ 

［黙って読んでいる。］ อนันี้มนัน่าจะเหมอืนแบกรับ 

แบกรับภาระหนา้ทีท่ีจ่ะตอ้งปกป้องลกูแกว้สีว่ญิญาณ 

คอื かごめ［タイ語的に発音する］ ในฐานะทีเ่ป็น 

桔梗［タイ語的に発音する］ กลับชาตมิาเกดิ

［「再び世に出てしまった四魂の玉を守るという使命
を負わされるのだが」の部分を読み始める。］「たた
び世界に，出てしまったという使命を，負わされ」うー
ん。えっ。［黙って読んでいる。］これはおそらくなん
か，受けて背負う，責任を受けて背負う，4つの精神
のガラス玉を保護するという，つまり，「かごめ」［タイ
語的に発音する］は「桔梗」［タイ語的に発音する］が
今世に戻って生まれた立場として。

321 うん。

322 ก็ตอ้งรับภาระปกป้องลกูแกว้สีว่ญิญาณ ก็เลยออก

เดนิทางไป เออ่ ยังโลก อกีครัง้

4つの精神のガラス玉を保護する責務を受けなけれ
ばなりません。それで，出ていきます，えー，世界に，
もう一度。

323 うん。

324 ［「玉を狙ってかごめのもとには様々な妖怪が押し寄
せる」の部分を読み始める。］ 
玉を狙ってかごめのもとには様々な妖怪が［日本語
で発話する］ ก็พวกปี เอย้ พวกปีศาจ เออ่ 

たまを狙って［日本語で発話する］ พวกปีศาจ

ทัง้หลายทีเ่ล็งลกูแกว้สีว่ญิญาณเนี่ยก็ เออ่ เขา้ใกล ้

かごめ［タイ語的に発音する］ แบบใครเล็งก็จะมาหา

เพราะวา่ かごめ［タイ語的に発音する］ ปกป้องอยู่

［「玉を狙ってかごめのもとには様々な妖怪が押し寄
せる」の部分を読み始める。］「玉を狙ってかごめのも
とには様々な妖怪が」んー，よの類，えっと，妖怪の
類，えー，「たまを狙って」あらゆる妖怪の類が4つの
精神のガラス玉を狙って，んー，「かごめ」［タイ語的
に発音する］の近くに入って，誰かが狙って探しにき
て，「かごめ」［タイ語的に発音する］が保護している
からです。

325 このまま読み続けられますか。

326 ไดค้ะ่ できます。

327 それか，ま，おまかせします。

328 p.2 後に徐々に語られるが、犬夜叉と桔梗は実は恋仲で、一旦は犬夜叉は
桔梗のために人間になろうとまで決意したが、四魂の玉を狙う奈落が、
二人の姿に化けてそれぞれに近づき、二人の信頼を壊した上に、桔梗に
瀕死の重傷を負わせたために、桔梗はそれを犬夜叉の仕業と思い、最
後の力を振り絞って犬夜叉を封印したのである。

เออ่ あとに［日本語で発話する］ แลว้ในตอนหลังก็

คอ่ย ๆ เลา่เรือ่ง เอะ๊ นี่แปลวา่คอ่ย ๆ หรอืเปลา่ 

［「徐々」を指さす］ อะ๊ ไมเ่ป็นไรไมส่ าคัญเทา่ไร 
［笑う。］

えー，「あとに」それから，そのあと少しずつ話を語り
ます。えっ。これは訳すと，少しずつなのでしょうか
［「徐々」を指さす］。あ。気にせずに，さほど重要では
ありません。［笑う。］

329 ［笑う。］

330 ［「犬夜叉と桔梗は実は恋仲で」の部分を読み始める
。］ 犬夜叉と桔梗は実は［日本語で発話する］ เออะ 

เออะ อนันี้รัก ［「恋」を指さす］ อนันี้ 

仲間［日本語で発話しながら，「仲」を指さす］ คอื 

犬夜叉［タイ語的に発音する］ กบั 

桔梗［タイ語的に発音する］ จรงิ ๆ แลว้เขาเป็นคนรัก

กนั

［「犬夜叉と桔梗は実は恋仲で」の部分を読み始め
る。］「犬夜叉と桔梗は実は」ええと，ええと，これは
愛する［「恋」を指さす］，これは「仲間」［「仲」を指さ
す］。つまり，「犬夜叉」［タイ語的に発音する］と「桔
梗」［タイ語的に発音する］は本当は愛し合っている
人です。

331 ふーん。

332 ［「一旦は犬夜叉は桔梗のために人間になろうとまで
決意したが」の部分を読み始める。］ 
一旦は犬夜叉は桔梗の 
人間になろうとまで決意した［日本語で発話する］ 
แลว้ก็ 一旦［日本語で発話する］ น่าจะ น่าจะครัง้

หนึง่หรอืเปลา่

［「一旦は犬夜叉は桔梗のために人間になろうとまで
決意したが」の部分を読み始める。］「一旦は犬夜叉
は桔梗の，人間になろうとまで決意した」それで，「一
旦」おそらく，おそらく一度じゃないでしょうか。

333 うん。

334 犬夜叉［タイ語的に発音する］ เนี่ยก็ เคยตัดสนิใจวา่

จะกลายเป็นมนุษยเ์พือ่ 桔梗［タイ語的に発音する］ 

แตว่า่

「犬夜叉」［タイ語的に発音する］はですね，決心した
ことがありました。「桔梗」［タイ語的に発音する］のた
めに人間になろうと，ですが。

335 ふーん。

336 ［「四魂の玉を狙う奈落が」の部分を読む。］ 
奈落［タイ語的に発音する］ ซึง่เล็งลกูแกว้สีว่ญิญาณ

4つの精神のガラス玉を狙っていた「奈落」［タイ語的
に発音する］。

337 うん。

338 ［「二人の姿に化けてそれぞれに近づき」の部分を読
む。］ 
二人の姿に化けてそれぞれに近づき［日本語で発話
する］ ก็แปลงร่างเป็นทัง้สองคน เสร็จแลว้ก็เขา้ไปใกล ้

［「二人の姿に化けてそれぞれに近づき」の部分を読
む。］「二人の姿に化けてそれぞれに近づき」んー，
二人どちらともに姿を変えて，終わってから近くに
入っていき。

339 うん。

340 ［「二人の信頼を壊した上に」の部分を読む。］ 
二人の信を［日本語で発話する］ เออ่ อนันี้ 

［「信頼」を指さす］ しん［日本語で発話する］ อะไร 

しんらい［日本語で発話する］ หรอืเปลา่ ไม ่น่าจะ

หมายถงึความเชือ่ใจอะคะ่ ก็ไดท้ าลายความเชือ่ใจ

ของทัง้คู่

［「二人の信頼を壊した上に」の部分を読む。］「二人
の信を」えー，これは［「信頼」を指さす］「しん」何，「し
んらい」でしょうか。いや，おそらく意味するのは信頼
することなのですが。つまり，二人どちらもの信頼に
悪さをしました。

341 うん。



342 ［「桔梗に瀕死の重傷を負わせたために」の部分を読
み始める。］ เออ่ 桔梗に［日本語で発話する］ 

［黙って読んでいる。］ 桔梗［タイ語的に発音する］ ก็

ไดรั้บแผลสาหสั ลองแปลอนันี้ดกีวา่คะ่เจอบอ่ย แตม่นั

คงเป็นแผลสาหสัถงึตายอะไรเงีย้คะ่แตว่า่ อยากรูค้ าที่

เขาแปล 
［タブレットに指で「瀕死」と書いてJTDicアプリで検索
すると，「ひんし」という読みとdyingという意味が得ら
れた。］ ひんし［日本語で発話する］ 
dying［英語で発話する］ อะไรคอื ลองแปล 
dic［dictionaryのこと。タイ語において外来語に当たる
］ องักฤษนะคะ

［「桔梗に瀕死の重傷を負わせたために」の部分を読
み始める。］えー，「桔梗に」。［黙って読んでいる。］
「桔梗」［タイ語的に発音する］は重傷を負いました。
これを訳してみたほうがいいですね，よく目にします
から。でも，これは重傷の末に死ぬとかなんとかです
ね。でも，どう訳されるのかを知りたいです。［タブレッ
トに指で「瀕死」と書いてJTDicアプリで検索すると，
「ひんし」という読みとdyingという意味が得られた。］
「ひんし」「dying」［英語で発話する］何ですか。英語
の「dic」［dictionaryのこと。タイ語において外来語に
当たる］を開いてみます。

343 うん。

344 ［タブレットに「verge」と打ち込んでThai Fast 
Dictionaryで検索すると，ใกลจ้ะ

「ほとんど」という意味が得られた。］ ใกลจ้ะ อา งัน้ก็

ใกลต้ายก็ได ้แลว้ก็มแีผล บาดแผลสาหสัใกลต้าย

［タブレットに「verge」と打ち込んでThai Fast 
Dictionaryで検索すると，ใกลจ้ะ
「ほとんど」という意味が得られた。］ほとんど，あー，
じゃほとんど死んでいるでもいいですね。それに傷が
あります，死にそうなほどの重傷。

345 うん。

346 ［「桔梗はそれを犬夜叉の仕業と思い」の部分を読む
。］ 桔梗はそれを犬夜叉のしわ［日本語で発話する］
 เออ่ し［日本語で発話する］ 

桔梗［タイ語的に発音する］ ก็คดิวา่น่ันมนัเป็นฝีมอื

ของ 犬夜叉［タイ語的に発音する］

［「桔梗はそれを犬夜叉の仕業と思い」の部分を読
む。］「桔梗はそれを犬夜叉のしわ」えー，「し」「桔梗」
［タイ語的に発音する］が思ったのは，それは「犬夜
叉」［タイ語的に発音する］の腕前です。

347 うん。

348 ［「最後の力を振り絞って犬夜叉を封印したのである」
の部分を読む。］ 最後の力を［日本語で発話する］ 
［黙って読んでいる。］ ดว้ยพลังเฮอืกสดุทา้ย ดว้ย

พลังครัง้สดุทา้ยเนี่ยเขาก็ เขาก็ผนกึ ใชพ้ลังเฮอืก

สดุทา้ยในการผนกึ 犬夜叉［タイ語的に発音する］ 

เอาไว ้

［「最後の力を振り絞って犬夜叉を封印したのである」
の部分を読む。］「最後の力を」。［黙って読んでい
る。］最後に込めた力で，最後の回の力でですね，彼
女は，彼女は封印しました。最後に込めた力で「犬夜
叉」［タイ語的に発音する］を封印しておきました。

349 p.2 アニメだけの話ではあるが、その回想を描く回で妹の楓の言葉として、 アニメだけの話ではあるが［日本語で発話する］ จาก

เรือ่งแคใ่น アニメ［日本語で発話する］ เนี่ย

「アニメだけの話ではあるが」「アニメ」の中だけの話
からですが，

350 ん。

351 その回想をかくかいで妹の楓の言葉として 回想 
回想［日本語で発話する］ นี่คดิและนี่ครัง้ 

［「回想」を指さす］ คดิกะครัง้ ๆ จากค าพดูของ 

かえで［タイ語的に発音する］ ซึง่เป็นนอ้งสาวทีอ่ยู่ ใน

 アニメ［日本語で発話する］ เหรอ

「その回想をかくかいで妹の楓の言葉として，回想，
回想」これは想うで，これは回［「回想」を指さす］，想
うと回。発言により，「かえで」［タイ語的に発音する］
の，すなわち「アニメ」の中にいる妹，なのですか。

352 うーん。

353 p.2 「あの時お姉さまは自分の命が果てることを知っていた。 あのときお姉さまは自分の命を 
てること知っていた［日本語で発話する］ ตอนนัน้

เนี่ยทา่นพี ่ทา่นพีก็่รูว้า่ชวีติของตัวเองเนี่ยมนั มนัอะไร

ก็ไมรู่ ้［笑う。］

「あのときお姉さまは自分の命を，てること知ってい
た」あのときですね，お姉さまは自分の命のことを分
かっていた。それが，それが何かは分かりません。
［笑う。］

354 ［笑う。］

355 มนัสิน้สดุเหรอ เดีย๋วนะคะขอหา 
［タブレットに指で「果」と書いて「てる」を打ち込み，JT
Dicアプリで「果てる」を検索すると，「はてる」という読
みとสิน้สดุ「尽きる」という意味が得られた。］ 

はてる［日本語で発話する］ ออ๋ สิน้สดุคะ่ เออ่ ทา่นพี่

ก็รูว้า่ ตอนนัน้น่ะชวีติของตัวเองจะสิน้สดุแลว้

尽きるのですか。ちょっと，探させてください。［タブレ
ットに指で「果」と書いて「てる」を打ち込み，JTDicア
プリで「果てる」を検索すると，「はてる」という読みと
สิน้สดุ
「尽きる」という意味が得られた。］「はてる」おお，尽
きる，です。えー，お姉さまは知っていました，あのと
きにですね，自分の命がもう尽きることを。

356 pp.2-3 ならば何故破魔の矢ではなく封印の矢を放ったのだろう。 ならば［日本語で発話する］ ถา้เป็นอยา่งนัน้ なん 

なん［日本語で発話する］ ［黙って読んでいる。］ อมื

 ท าไมเหรอ ท าไม ท าไมเขาไมใ่ชธ้นูทีม่นั อนันี้น่าจะ

ท าลายอะคะ่ ［「破魔」を指さす］

「ならば」もしそのようなら，「なん，なん」。［黙って読
んでいる。］うーん。どうしてですか。どうして。どうし
て彼女はそれの弓を使いませんでした。これはおそ
らく，破壊する，です［「破魔」を指さす］。

357 うん。

358 แลว้ก็ธนูซึง่ท าลาย คอื คอืเขาไมใ่ชธ้นูทีแ่บบท าลาย

ใหส้ ิน้ซาก แตว่า่เลอืกใชธ้นูในการผนกึแทน ท าไมเขา

ถงึแบบใช ้ใชธ้นูผนกึ ไมใ่ชธ้นูท าลาย 
犬夜叉［タイ語的に発音する］

それで，破壊する弓。つまり，つまり，彼女は破壊し
死なせる弓を使いませんでした。ですが，代わりに封
印の弓を選びました。どうして封印の弓を使うような
ことをして，「犬夜叉」［タイ語的に発音する］を破壊す
る弓を使わなかったのですか。

359 p.3 （中略）そして、お姉さまを憎み、四魂の玉を奪われ、封印されてしまった
犬夜叉が、何故こうも安らかな顔をしているのだろう」

แลว้ก็ยอ่ แลว้ก็ お姉さまを［日本語で発話する］ โอ ้

 にく［日本語で発話する］ เหรอ にくみ 

四魂の玉を奪われ［日本語で発話する］ ความ ความ

เคยีดแคน้หรอืเปลา่ คอืหนูชอบสบัสนแบบ 
くやしい［日本語で発話する］

それから，略します。それから，「お姉さまを」おー，
「にく」ですか。「にくみ，四魂の玉を奪われ」こと，恨
むことでしょうか。要するに私はこうやって混乱する
のが好きなのですね，「くやしい」。

360 うん。

361 にくみ［日本語で発話する］ ลองหาแลว้กนันะคะ 
［タブレットに指で「憎」と書いてJTDicアプリで検索し
，候補の中から「憎い」を選ぶと，「にくい」という読み
とเกลยีดชงั「憎み嫌う」という意味が得られた。］ 

にくい［日本語で発話する］ เกลยีดชงั ความ 

お姉さまをにくい［日本語で発話する］ เกลยีดชงั 
四魂の玉を奪われ［日本語で発話する］

「にくみ」探してみることにしますね。［タブレットに指
で「憎」と書いてJTDicアプリで検索し，候補の中から
「憎い」を選ぶと，「にくい」という読みとเกลยีดชงั
「憎み嫌う」という意味が得られた。］「にくい」憎み嫌
う。こと。「お姉さまをにくい」憎み嫌う。「四魂の玉を
奪われ」。

362 ん。

363 封印されてしまった犬夜叉が［日本語で発話する］ 
犬夜叉［タイ語的に発音する］ ที ่เกลยีดชงัทา่นพี่

เพราะวา่โดนขโมยลกูแกว้สีว่ญิญาณไปแลว้ก็โดน

ผนกึเนี่ย

「封印されてしまった犬夜叉が」お姉さまを憎み嫌う，
「犬夜叉」［タイ語的に発音する］，それは4つの精神
のガラス玉を盗まれてそれに封印されたからです
ね。

364 うん。

365 ［「何故こうも安らかな顔をしているのだろう」の部分
を黙って読む。］ อนันี้เจออกีแลว้ เออ่ なん 

なん［日本語で発話する］ ลองหาแลว้กนัคะ่ อะไร

อะไร 
［タブレットに指で「何故」と書いてJTDicアプリで検索
すると，「なぜ」という読みとท าไม

「なぜ」という意味が得られた。］ ออ๋ 

なぜ［日本語で発話する］ ท าไม ท าไม ท าไม 

こうも安らかなしている［日本語で発話する］ ออื คอื

 犬夜叉［タイ語的に発音する］ ทีเ่คยีดแคน้ทา่นพี่

เพราะวา่โดนขโมยลกูแกว้สีว่ญิญาณแลว้ก็โดน

ผนกึเนี่ย ท าไมถงึมใีบหนา้ที ่เออ่ ทีส่งบ ทีส่บายแบบ

นี้กนันะ

［「何故こうも安らかな顔をしているのだろう」の部分
を黙って読む。］これまた会いました。えー，「なん，な
ん」探してみることにしましょう。何，何。［タブレットに
指で「何故」と書いてJTDicアプリで検索すると，「な
ぜ」という読みとท าไม
「なぜ」という意味が得られた。］ああ，「なぜ」なぜ，
なぜ，なぜ，「こうも安らかなしている」うーん。つま
り，お姉さまに苛立つ「犬夜叉」［タイ語的に発音す
る］，それは4つの精神のガラス玉を盗まれて封印さ
れたからです。なぜ表情をしているのか，えー，穏や
かな，このような心地よさそうな。

366 p.3 という疑問が語られるが、その答えは言うまでもあるまい。 という疑問が［日本語で発話する］ ก็มคี าถามอนันี้

ข ึน้มา 
その答えは言うまでもあるまい［日本語で発話する］
 ค าตอบนัน้น่ะไมต่อ้งถงึกบัพดูหรอก

「という疑問が」んーこの持ちあがってきた疑問があ
ります。「その答えは言うまでもあるまい」その答えは
言う必要もないでしょう。

367 p.3 つまり二人はそんな状態になりながらも最後まで惹かれあっていたわけ
で、そのように愛憎半ばする桔梗の姿を持つかごめに対する犬夜叉の
気持ちは複雑で、話が終わりに近づいた現在でも、なかなか素直に振る
舞えない。

つまりふた人は そんな状態に 
なりながらも最後まで 
あっていたわけ［日本語で発話する］ ออื มนัก็

หมายความวา่ทัง้สองคนน่ะ ถงึแมจ้ะกลายเป็นอยู่ใน

สภาพนัน้แลว้ 最後［日本語で発話する］ แมจ้ะใน

นาทสีดุทา้ยก็ยัง 

かかれあっていた［日本語で発話する］ อนันี้น่าจะ

ประมาณวา่ยังรักกนัจนนาทสีดุทา้ยคะ่ 
［「惹かれ」を指さす］

「つまりふた人は，そんな状態に，なりながらも最後
まで，あっていたわけ」うーん。これが意味するのは
二人ともですね，たとえそのような状態になったとし
ても，「最後」最後の瞬間にまだ「かかれあっていた」
だとしても。これはおそらくだいたいのところで最後の
瞬間までまだ愛し合っていたんですね［「惹かれ」を
指さす］。

368 ふーん。

369 แตว่า่ไมแ่น่ใจหรอก 
［タブレットに指で「惹」と書いてJTDicアプリで検索し
，候補の中から「惹く」を選ぶと，「ひく」という読みが
得られた。］ ひく［日本語で発話する］ เหรอ 

ひかれあった［日本語で発話する］ ออื ก็น่าจะ

ประมาณนัน้น่ะคะ่ วา่แบบยังรักกนัจนนาทสีดุทา้ย 
わけで［日本語で発話する］

でも，はっきりしないのですが。［タブレットに指で
「惹」と書いてJTDicアプリで検索し，候補の中から
「惹く」を選ぶと，「ひく」という読みが得られた。］「ひ
く」ですか。「ひかれあった」うーん。つまり，おそらくだ
いたいそんなですね。まあまだ最後の瞬間まで愛し
合っていました「わけで」。

370 うん。



371 ［「そのように愛憎半ばする桔梗の姿を持つかごめに
対する犬夜叉の気持ちは複雑で」の部分を読み始め
る。］ そのようにあいはんば ばする桔梗の姿を 
持つかごめに対する犬夜叉の気持ちは複雑で［日本
語で発話する］ แลว้ก็เพราะอยา่ง เพราะอยา่งนัน้ 

かごめ［タイ語的に発音する］ ซึง่มรีูปร่าง รูปร่างแบบ

 の姿を［日本語で発話する］ เหมอืนกบัคนที ่มรีูปร่าง

เหมอืนคนกบัทีก่ ึง่รักกึง่แคน้อยา่ง 

桔梗［タイ語的に発音する］ เนี่ย 

犬夜叉［タイ語的に発音する］ ก็เลยรูส้กึสบัสน

［「そのように愛憎半ばする桔梗の姿を持つかごめに
対する犬夜叉の気持ちは複雑で」の部分を読み始め
る。］「そのようにあいはんば，ばする桔梗の姿を，持
つかごめに対する犬夜叉の気持ちは複雑で」それか
ら，のために，そのようなことから，姿をしている「か
ごめ」［タイ語的に発音する］，のような姿「の姿を」人
に似ている，半分愛して半分憎んでいる「桔梗」［タイ
語的に発音する］のような人に似ている姿をしている
ので，「犬夜叉」［タイ語的に発音する］はそれで，混
乱を感じました。

372 ふーん。

373 ［「話が終わりに近づいた現在でも」の部分を読む。］
 話が終わりに近づいた［日本語で発話する］ แม ้

ตอนทีเ่รือ่งมนัใกลจ้ะจบ

［「話が終わりに近づいた現在でも」の部分を読む。］
「話が終わりに近づいた」話が終わり近くのところで
あっても。

374 うん。

375 ［「なかなか素直に振る舞えない」の部分を読む。］ 
なかなか［日本語で発話する］ 
［黙って読んでいる。］ เขาก็ยังไมส่ามารถ เออ่ น่าจะ

แบบ ไมส่ามารถซือ่ตรงได ้［黙って読んでいる。］ 

なかなか［日本語で発話する］ อาจจะแบบยัง ยัง

สบัสนอยู ่ไมรู่จ้ะเลอืกใคร

［「なかなか素直に振る舞えない」の部分を読む。］
「なかなか」。［黙って読んでいる。］まだできません，
えー，おそらくなにか，正直にはなれません。［黙って
読んでいる。］「なかなか」たぶんなんかまだ，混乱し
ています，だれを選べばよいのか分かりません。

376 p.3 その次にかごめを狙って来たのは、妖力はさほど高くはないけれども、
こっそり人間を殺し、その死体を操る屍舞烏（しぶがらす）で、再び四魂
の玉を食われつつも、犬夜叉の助けと、自分自身の知恵を使ったかごめ
の矢により、見事退治することは出来たのだが、その矢のために、四魂
の玉は粉々に砕け散り、その破片は日本中に散らばってしまう。

その姿にかごめてきたのは［日本語で発話する］ 
เอย้ その次に［日本語で発話する］ แลว้ก็หลังจากนัน้

 เออ่ ทีม่าไลล่า่ตาม かごめ［タイ語的に発音する］ 

เนี่ยก็คอื 妖力は さほど高くない［日本語で発話する］

 ถงึแมจ้ะมพีลังปีศาจไมไ่ดส้งูขนาดนัน้ 

こっそり人間を殺し［日本語で発話する］ แลว้ก็แอบ

ฆา่ แอบฆา่คน

「その姿にかごめてきたのは」いや，「その次に」。そ
れから，その後，えー，「かごめ」［タイ語的に発音す
る］を追いかけてきたのはですね，すなわち「妖力
は，さほど高くない」妖怪の力はそれほど高くはない
けれども，「こっそり人間を殺し」それで，隠れて殺
す，隠れて人を殺します。

377 うん。

378 ［「その死体を操る屍舞烏（しぶがらす）で」の部分を
読む。］ その死体を［日本語で発話する］ 
［黙って読んでいる。］ 
その死体を［日本語で発話する］ อนันี้ไมรู่แ้ปลวา่

อะไรคะ่ ［「操る」を指さす］ แต ่แตน่่าจะแบบท าไรกบั

ศพสกัอยา่ง

［「その死体を操る屍舞烏（しぶがらす）で」の部分を
読む。］「その死体を」。［黙って読んでいる。］「その死
体を」これはなんと訳すか知りません［「操る」を指さ
す］。ですが，ですが，おそらく死体に何かをするよう
です。

379 うーむ。

380 ［タブレットに指で「操」と書いてJTDicアプリで検索し
，検索結果一覧から「操る」を選んだはずだが，読み
は「そう」と示されควบคมุ
「コントロールする」という意味が得られた。］ 
そう［日本語で発話する］ เขาก็ควบคมุศพอนันัน้ ฆา่ 

แอบฆา่คนแลว้ก็ควบคมุศพ ชือ่วา่ 

いぶがらす［日本語で発話する］ เป็น เป็นกาทีเ่ชดิ

ศพ ควบคมุศพ

［タブレットに指で「操」と書いてJTDicアプリで検索し
，検索結果一覧から「操る」を選んだはずだが，読み
は「そう」と示されควบคมุ
「コントロールする」という意味が得られた。］「そう」そ
れはその死体をコントロールします。殺して，隠れて
人を殺してから死体をコントロールします。名前は
「いぶがらす」で，死体を取る，死体をコントロールす
るカラスです。

381 ふーん。

382 ［「再び四魂の玉を食われつつも、犬夜叉の助けと」
の部分を読み始める。］ 再び 食われ 
つつも［日本語で発話する］ เออ่ มนัก็กนิลกูแกว้สี่

วญิญาณเขา้ไปอกีที

［「再び四魂の玉を食われつつも、犬夜叉の助けと」
の部分を読み始める。］「再び，食われ，つつも」
えー，それももう一度4つの精神のガラス玉を食べて
いきます。

383 うん。

384 犬夜叉［タイ語的に発音する］ ก็มาชว่ย 「犬夜叉」［タイ語的に発音する］は助けに来ます。

385 うん。

386 ［「自分自身の知恵を使ったかごめの矢により、見事
退治することは出来たのだが」の部分を読み始める。
］ 自分自身のし［日本語で発話する］ 
［黙って読んでいる。］ 
見事退治するとは出来たのだが［日本語で発話する
］ เฮอ้ ยาวอกีแลว้คะ่ เออ่ 

犬夜叉［タイ語的に発音する］ ก็มาชว่ย 
自分自身のいを使ったかごめの［日本語で発話する］
 แลว้ก็ธนูที ่かごめ［タイ語的に発音する］ ใชจ้าก

ความรูข้องตัวเอง จากธนูอนันัน้น่ะ 見事退治するは 

［日本語で発話する］ มนัก็สามารถ เออ่ เออ่ 

退治［日本語で発話する］ แปลวา่อะไร ออื ปราบ

เหรอคะ ปราบ มนัก็สามารถปราบไดอ้ยา่งยอดเยีย่ม

［「自分自身の知恵を使ったかごめの矢により、見事
退治することは出来たのだが」の部分を読み始め
る。］「自分自身のし」。［黙って読んでいる。］「見事退
治するとは出来たのだが」うわー，またも長いです。
えー，「犬夜叉」［タイ語的に発音する］は助けに来ま
した。「自分自身のいを使ったかごめの」それから，
自分の知識から「かごめ」［タイ語的に発音する］が
使った弓，その弓からですね，「見事退治するは」で
きました。えー，えー，「退治」はどう訳すのですか。
うーん。平定するでしょうか。平定する。見事なまでに
平定することができました。

387 うーん。

388 ［「その矢のために、四魂の玉は粉々に砕け散り」の
部分を読み始める。］ แต ่แตว่า่ เพราะวา่ธนูดอก

นัน้น่ะ 四魂の玉は［日本語で発話する］ 

［黙って読んでいる。］ ก็ลกูแกว้สีว่ญิญาณมนัก็แตก

เป็นเสีย่ง ๆ นี่ ［「粉々」を指さす］ นี่น่าจะ 

漢字［日本語で発話する］ ผง แบบผง ๆ น่าจะแบบ

แตกละเอยีด

［「その矢のために、四魂の玉は粉々に砕け散り」の
部分を読み始める。］でも，でも，その弓により，「四
魂の玉は」。［黙って読んでいる。］んー，4つの精神
のガラス玉それは粉々に壊れました［「粉々」を指さ
す］。これはおそらく粉という「漢字」，粉のように，細
かく壊れたのでしょう。

389 ふーん。

390 นี่ อนันี้ก็แปลวา่รก ๆ อะคะ่ ［「散り」を指さす］ น่าจะ

ประมาณวา่มนัแตกกระจาย

これ，これは乱雑に散らかったと訳します［「散り」を
指さす］。おそらくおおよそのところ飛び散ったので
しょう。

391 うん。

392 ［「その破片は日本中に散らばってしまう」の部分を読
み始める。］ 
その破片は日本ちゅうに散らばってしまう［日本語で
発話する］ แลว้ก็พวกเศษ ๆ มนัก็กระจายไปท่ัวญีปุ่่ น

เลย

［「その破片は日本中に散らばってしまう」の部分を
読み始める。］「その破片は日本ちゅうに散らばって
しまう」それで，かけらはそれは日本中に散ってしま
いました。

393 p.3 そのためかごめの使命は、四魂の玉のかけらを他の妖怪の手に渡さな
いために全て集めることに変じ、それには、たとえ体内にあろうともかけ
らが見えるかごめのの目と、それを持っている邪悪な存在を倒す犬夜叉
の力が必要ということになり、二人は楓の村を起点として、たまに現代に
も戻りながら、諸方面に旅立つこととなる。

そのためかごめの使命は［日本語で発話する］ แลว้

ก็เพราะอยา่งงัน้หนา้ทีข่อง 

かごめ［タイ語的に発音する］ ก็คอื

「そのためかごめの使命は」それで，そんなようなの
で「かごめ」［タイ語的に発音する］の義務はというと。

394 うん。

395 ［「四魂の玉のかけらを他の妖怪の手に渡さないため
に全て集めることに変じ」の部分を読み始める。］ 
四魂の玉のかけらを 
他の妖怪の手に渡さないために 
全て集めることに［日本語で発話する］ เออ่ หนา้ที่

ของ かごめ［タイ語的に発音する］ ก็คอื รวบรวม 

รวบรวมเศษลกูแกว้สีว่ญิญาณทัง้หมด เพือ่ไมใ่หไ้ปอยู่

ในมอืของปีศาจตัวอืน่

［「四魂の玉のかけらを他の妖怪の手に渡さないため
に全て集めることに変じ」の部分を読み始める。］「四
魂の玉のかけらを，他の妖怪の手に渡さないため
に，全て集めることに」えー，「かごめ」［タイ語的に発
音する］の義務というのは，集めます，4つの精神の
ガラス玉のかけらを全て集めます。他の妖怪の手に
いかないようにするためにです。

396 ふーん。

397 ［「それには、たとえ体内にあろうともかけらが見える
かごめのの目と」の部分を読み始める。］ แลว้ก็

เพือ่ทีจ่ะท าอยา่งนัน้ 
たとえ体内にあろうともかけらが見えるかごめのの目
と［日本語で発話する］ เพือ่ทีจ่ะสามารถรวบรวมไดค้ะ่

［「それには、たとえ体内にあろうともかけらが見える
かごめのの目と」の部分を読み始める。］それで，そ
のようにするために，「たとえ体内にあろうともかけら
が見えるかごめのの目と」集めることができるために
です。

398 うーん。

399 เออ่ ตาของ かごめ［タイ語的に発音する］ ซึง่ ซึง่

สามารถมองเห็นถงึแมม้นัจะอยู่ขา้งในร่างกาย เดีย๋ว 

［待ってください］ นะคะเรยีงไมถ่กู 
たとえ体内にあろうとも 
ともかけら［日本語で発話する］ ถงึแมว้า่เศษมนัจะ

อยู่ในร่างกายเนี่ย ตาของ 

かごめ［タイ語的に発音する］ ก็สามารถมองเห็นไดก้บั

えー，「かごめ」［タイ語的に発音する］の目は，は，体
の中にあっても見ることができます。ちょっと［待って
ください］，正しく並べてないです。「たとえ体内にあろ
うとも，ともかけら」たとえかけら，それが体の中に
あったとしても，「かごめ」［タイ語的に発音する］の目
はそれを見ることができます。



400 ふーん。

401 ［「それを持っている邪悪な存在を倒す犬夜叉の力が
必要ということになり」の部分を読み始める。］ 
それを持っている［日本語で発話する］ ออื ちゃ ちゃ
 
それを持っている存在を倒す犬夜叉の［日本語で発
話する］ แลว้ก็ 

それを持っている［日本語で発話する］ แลว้ก็

เพือ่ทีจ่ะท าลาย ไอ ตัวรา้ยทีม่นัครอบครองลกูแกว้อยู่

นัน้ก็ตอ้งใชพ้ลังของ 犬夜叉［タイ語的に発音する］ ก็

เป็นสิง่ทีจ่ าเป็น

［「それを持っている邪悪な存在を倒す犬夜叉の力が
必要ということになり」の部分を読み始める。］「それ
を持っている」うーん。「ちゃ，ちゃ，それを持っている
存在を倒す犬夜叉の」それから，「それを持ってい
る」。それから，悪いことをするために，その，ガラス
玉を保持している悪者に「犬夜叉」［タイ語的に発音
する］の力を使わなければならない，必要なことで
す。

402 うん。

403 ［「二人は楓の村を起点として」の部分を読む。］ 
二人は楓の村を［日本語で発話する］ แลว้ก็ทัง้สอง

คนก็ อนันี้ตืน่อนันี้จดุ ［「起点」を指さす］ น่าจะ

ประมาณวา่ออก ออกจากหมูบ่า้นของ 
かえで［タイ語的に発音する］

［「二人は楓の村を起点として」の部分を読む。］「二
人は楓の村を」それで，二人とも，これは起きるでこ
れは点［「起点」を指さす］。おそらくだいたいのところ
は出る，「かえで」［タイ語的に発音する］の村から出
ます。

404 うん。

405 ［「たまに現代にも戻りながら、諸方面に旅立つことと
なる」の部分を読む。］ 
たまに現代にも戻りながら［日本語で発話する］ 
แลว้ก็บางทก็ีกลับไปทีโ่ลกปัจจบุนั 

しゃほうめんに［日本語で発話する］ เออ่ 
しゃほうめんに［日本語で発話する］ 
［黙って読んでいる。］ อนันี้ไมรู่แ้ปลวา่อะไรคะ่ 

［「諸方面」を指さす］ ลองหาแลว้กนันะคะ

［「たまに現代にも戻りながら、諸方面に旅立つことと
なる」の部分を読む。］「たまに現代にも戻りながら」
それから，ときどき現在の世界に帰って「しゃほうめ
んに」えー，「しゃほうめんに」。［黙って読んでいる。］
これはどう訳すか知りません［「諸方面」を指さす］。
探してみることにしましょう。

406 うん。

407 方面［日本語で発話する］ นี่ทัง้สองดา้นหรอืเปลา่แต่

ไมรู่เ้หมอืนกนั 
［タブレットに指で「諸方面」と書いてJTDicアプリで探
すが，検索結果は得られない。］ ออื ไมม่ ีลองหาอกี 
dic 
［dictionaryの意味。タイ語において外来語に当たる］
 หนึง่นะคะ ใช ้imiwa?

この「方面」は，二方面ともでしょうかでも，分かりま
せんね。［タブレットに指で「諸方面」と書いてJTDicア
プリで探すが，検索結果は得られない。］うーん。あり
ません。もうひとつの「dic」［dictionaryのこと。タイ語
において外来語に当たる］で探してみますね。
Imiwa？を使います。

408 うん。

409 ［タブレットに指で「諸方面」と書いてimiwa？で検索す
ると，「しょほうめん」という読みが得られたが訳は分
割され，「諸」はหลาย「多くの」，「方面」はทศิทาง
「方角」と訳された。］ 諸方面 しょ 
諸方面に［日本語で発話する］ ออ้ อา しょ しょ 

しょ［日本語で発話する］ คอืหลาย

［タブレットに指で「諸方面」と書いてimiwa？で検索す
ると，「しょほうめん」という読みが得られたが訳は分
割され，「諸」はหลาย「多くの」，「方面」はทศิทาง
「方角」と訳された。］「諸方面，しょ，諸方面に」おお。
あー，「しょ，しょ，しょ」は多くの，

410 うん。

411 ほうめん［日本語で発話する］ ก็คอืทศิทาง ก็คอื

เขาอะตอ้งออกเดนิทางไปหลายที่

「ほうめん」とは方角，つまり，彼らは多くの方向へ旅
に出なければなりませんでした。

412 ふーん。

413 p.3 その途次で、父親を雷獣の兄弟に殺され、その仇を討ってもらったため
に共に旅することになった、子狐妖怪だけれども時として犬夜叉よりも精
神的に大人な七宝（しっぽう）、祖父・弥萢（みやつ）法師が調伏に失敗
し、奈落の呪いを受けたため、以後代々右手に、あらゆるものを吸い込
んでしまうブラックホールのような「風穴（かざあな）」を持ち、また自身も
それなりの法力を持つ法師でありながら、女癖が悪いので度々トラブル
を引き起こす弥勒、一族をこれまた奈落に滅ぼされ、唯一残った弟・琥珀
は、四魂の玉のかけらを体に埋め込まれて奈落に操られ、人質同然とさ
れているのを救い出さんとしている妖怪退治屋の女・珊瑚を仲間に加
え、やはり四魂の玉のかけらを狙う裏陶（うらすえ）という妖怪の、その能
力によりかけらを見つけ出そうという陰謀によって自身の墓土と霊骨を
以て甦らされた桔梗なども絡みながら、四魂の玉のかけらのほとんどを
集めた奈落一味と争いつつ、二人の旅は現在もなお続いているというの
が、『犬夜叉』の粗筋である。

その［日本語で発話する］ เออ่ 

そ［日本語で発話する］ ［黙って読んでいる。］ อนันี้

ไมรู่แ้ปลวา่อะไรคะ่ ［「途次」を指さす］ เหลอืตอ่เหรอ 

ลองเปิด 
dic［dictionaryの意味。タイ語において外来語に当た
る］ แลว้กนันะคะ ออื น่าจะประมาณวา่หลังจากนัน้หรอื

เปลา่

「その」えー，「そ」。［黙って読んでいる。］これはどう
訳すか分かりません［「途次」を指さす］。残りを続け
るですか。「dic」［dictionaryのこと。タイ語において外
来語に当たる］を開いてみることにしましょうね。うー
ん。おそらく大体のところはその後，でしょうか。

414 うーん。

415 ［タブレットに指で「途次」と書いてJTDicアプリで検索
すると，「とじ」という読みとระหวา่งทาง
「道中」という意味が得られた。］ 途次 途次 
途次［日本語で発話する］ เออ่ ระหวา่งทาง ระหวา่ง

ทาง

［タブレットに指で「途次」と書いてJTDicアプリで検索
すると，「とじ」という読みとระหวา่งทาง
「道中」という意味が得られた。］「途次，途次，途次」
えー，道中，道中。

416 うん。

417 ［「父親を雷獣の兄弟に殺され」の部分を読む。］ ち
 父親を［日本語で発話する］ เออ่ 

の兄弟に［日本語で発話する］ พอ่ทีถ่กูพีน่อ้ง อนันี้

น่าจะเกีย่วกบัแบบสายฟ้า ［「雷獣」を指さす］ เป็น

ปีศาจสายฟ้าไรงีฆ้า่

［「父親を雷獣の兄弟に殺され」の部分を読む。］「ち，
父親を」えー，「の兄弟に」兄弟にされた父，これはお
そらく稲妻と関係しています［「雷獣」を指さす］。稲妻
妖怪のようなものが殺しました。

418 んー。

419 ［「その仇を討ってもらったために共に旅することにな
った」の部分を読み始める。］ その 
そのもらったために 
ともに旅することになった［日本語で発話する］ ออื 

［黙って読んでいる。］ เออ แลว้เขาก็เดนิทางดว้ยกนั 

เอะ๊ อนันี้ かたき［日本語で発話する］ หรอืเปลา่ 

［「仇」のこと］ ไมแ่น่ใจ

［「その仇を討ってもらったために共に旅することに
なった」の部分を読み始める。］「その，そのもらった
ために，ともに旅することになった」うーん。［黙って読
んでいる。］えー，それで，彼も一緒に旅します。
えっ，これは「かたき」でしょうか［「仇」のこと］，はっき
りしません。

420 うーん。

421 หรอืเพือ่จะแกแ้คน้ หากอ่นนะคะ 
［タブレットに指で「仇」と書いてJTDicアプリで検索し
，検索結果一覧から「仇を討つ」を選ぶ。］ 
かたきをうつ［日本語で発話する］ หรอืเปลา่ 

かたき［日本語で発話する］ หรอืเปลา่ 
［「あだをうつ」という読みとtake 
revengeという意味が得られた。］ ไมใ่ช ่อา้ว 
あだをうつ［日本語で発話する］ take 
revenge［英語で発話する］ ก็คอืเพือ่ เพือ่แกแ้คน้ เอย้

 เพราะวา่เขาไดรั้บการแกแ้คน้ให ้ก็เลยเดนิทางไป

ดว้ยกนั

あるいは復讐。先に探しますね。［タブレットに指で
「仇」と書いてJTDicアプリで検索し，検索結果一覧か
ら「仇を討つ」を選ぶ。］「かたきをうつ」でしょうか「か
たき」でしょうか。［「あだをうつ」という読みとtake 
revengeという意味が得られた。］違います。あーあ，
「あだをうつ」「take revenge」［英語で発話する］つま
り，ために，復讐するために，えっ，復讐することを得
たので，それで，一緒に旅をします。

422 うーん。

423 ［「子狐妖怪だけれども時として犬夜叉よりも精神的
に大人な七宝（しっぽう）」の部分を読む。］ ご ご き
 きつね妖怪だけれども時として犬夜叉よりも 
精神的に大人なしっぽう［日本語で発話する］ 
ถงึแมว้า่จะเป็นปีศาจสนัุขจิง้จอกตัวเล็กแตว่า่ ก็ขึน้อยู่

กบัเวลา しっぽう［日本語で発話する］ ก็มคีวามเป็น

ผูใ้หญ่ทางดา้น เออ่ 精神［日本語で発話する］ เหรอ

 ทางดา้น ทางดา้นอารมณ์หรอืเปลา่ มากกวา่ 
犬夜叉［タイ語的に発音する］

［「子狐妖怪だけれども時として犬夜叉よりも精神的
に大人な七宝（しっぽう）」の部分を読む。］「ご，ご，
き，きつね妖怪だけれども時として犬夜叉よりも，精
神的に大人なしっぽう」体の小さなキツネの妖怪なの
に，時によっては「しっぽう」はえー，「精神」面で大人
です。でしょうか，面で，感情の面ででしょうか。「犬夜
叉」［タイ語的に発音する］以上に。

424 ふーん。

425 ［「祖父・弥萢（みやつ）法師が調伏に失敗し］の部分
を黙って読んでいる。］ เออ่ ตา みやつ法師が 法師

 法師［日本語で発話する］ ออ้ นักบวช ก็ เออ่ เขาก็

เสยี เสยี อนันี้ไมรู่แ้ปลวา่อะไรคะ่ อนันี้ตรวจสอบเหรอ 

［「調伏」を指さす］ เสยี เสยีอะไร 

［タブレットに指で「調」と書く。］ อนันี้น่าจะก าลัง

แนะน าตัวละครหลักอยู่

［「祖父・弥萢（みやつ）法師が調伏に失敗し］の部分
を黙って読んでいる。］えー，母方の祖父。「みやつ法
師が，法師，法師」ああ，出家者，んー，えー，彼も失
いました。失います。これはどう訳すか分かりませ
ん。これは点検なのでしょうか［「調伏」を指さす］。失
います，何を失いますか。［タブレットに指で「調」と書
く。］これは主要登場人物の紹介をしているのでしょ
う。

426 ふーん。



427 ［タブレットに指で「調伏」と書いてJTDicアプリで検索
すると，「ちょうぶく」という読みが得られた。］ ちょう
 ぶく ちょうぶく ちょうぶく 
ちょうぶくに失敗［日本語で発話する］ เอะ๊หรอืวา่พอ่

 หรอืวา่ไร หรอืวา่ตา ตาชือ่ 

みやつ［タイ語的に発音する］ ทีเ่ขา เขาพลาด เขา 

เขาปราบ ตาชือ่ みやつ［タイ語的に発音する］ ทีเ่ป็น

นักบวชที ่ที ่ทีป่ราบไมส่ าเร็จ

［タブレットに指で「調伏」と書いてJTDicアプリで検索
すると，「ちょうぶく」という読みが得られた。］「ちょう，
ぶく，ちょうぶく，ちょうぶく，ちょうぶくに失敗」えっ，そ
れとも父，あるいは母方の祖父，「みやつ」［タイ語的
に発音する］という名の母方の祖父，彼，彼はしくじり
ました。彼は，彼は征伐しました「みやつ」［タイ語的
に発音する］という名の母方の祖父は出家者で，征
伐に成功していません。

428 ふーん。

429 ［「奈落の呪いを受けたため」の部分を読む。］ 
奈落の呪いを受けたため［日本語で発話する］ เขาก็

เลยโดนค าสาปของ 奈落［タイ語的に発音する］

［「奈落の呪いを受けたため」の部分を読む。］「奈落
の呪いを受けたため」彼はそれで，「奈落」［タイ語的
に発音する］の呪いを受けました。

430 うん。

431 ［「以後代々右手に」の部分を読む。］ 
以後代々右手に［日本語で発話する］ แลว้ก็ในยคุ

ถัด ๆ มาเนี่ยทีม่อืขา้งขวา

［「以後代々右手に」の部分を読む。］「以後代々右手
に」それで，その後の世代には右側の手にですね，

432 うん。

433 ［「あらゆるものを吸い込んでしまうブラックホールの
ような「風穴（かざあな）」を持ち」の部分を読む。］ 
あらゆるものを吸い込んでしまうブラックホールのよう
なかざあなを持ち［日本語で発話する］ ก็ในรุ่นถัด ๆ 

มาเนี่ยเขาก็จะม ีมหีลมุ มหีลมุลม เหมอืนกบัหลมุลม

เป็น ブラックホール［タイ語的に発音する］ คอืดดู 

ดดูทกุสิง่ทกุอยา่งเขา้ไปอยู่ทีม่อืขวา

［「あらゆるものを吸い込んでしまうブラックホールの
ような「風穴（かざあな）」を持ち」の部分を読む。］「あ
らゆるものを吸い込んでしまうブラックホールのよう
なかざあなを持ち」んー，その後の世代になって，彼
らにもあります，穴があります，落ちる穴があります。
「ブラックホール」［タイ語的に発音する］のような落ち
る穴です。つまり，引きます，ありとあらゆるものを右
手の中に引き入れます。

434 ふーん。

435 ［「また自身もそれなりの法力を持つ法師でありなが
ら」の部分を読む。］ また自身 
自身もそれなりの法力を持つ法師 
また自身もそれなりの法力［日本語で発話する］ ก็

เขาก็เป็นนักบวชทีม่พีลัง คอืตัวเขาเองก็มพีลังอยู่ดว้ย

［「また自身もそれなりの法力を持つ法師でありなが
ら」の部分を読む。］「また自身，自身もそれなりの法
力を持つ法師，また自身もそれなりの法力」まあ，彼
も力を持つ出家者です。つまり，彼自身にも力があり
ます。

436 うん。

437 ［「女癖が悪いので度々トラブルを引き起こす弥勒」の
部分を読み始める。］ 女［日本語で発話する］ ผูห้ญงิ
 
が悪いのでとどトラブル引き起こす［日本語で発話す
る］ ［黙って読んでいる。］ เออ่ อนันี้ไมรู่แ้ปลวา่อะไร

คะ่ ［「女癖」を指さす］ ผูห้ญงิ แตค่อืในเรือ่งเหมอืน

เขาแบบเป็นเขาเรยีกวา่อะไรอะ เสอืผูห้ญงิเหรอ แบบ

เจา้ชูอ้ะคะ่

［「女癖が悪いので度々トラブルを引き起こす弥勒」
の部分を読み始める。］「女」女，「が悪いのでとどトラ
ブル引き起こす」。［黙って読んでいる。］えー，これは
なんと訳すか知りません［「女癖」を指さす］。女，です
が，話の中ではどうもなんか何と呼んでいますか。色
魔でしょうか，好色のようなものですね。

438 ふーん。

439 ［タブレットに指で「女癖」と書いてJTDicアプリで検索
する。］ มไีหมเนี่ย ［「おんなぐせ」という読みとนสิยั

เกีย่วกบัผูห้ญงิ

「女に関わる性質」という意味が得られた。］ ออ้ ออ้

 おんなぐせ［日本語で発話する］ ออ๋ น่าจะแบบเขา

เรยีกวา่อะไร แบบเป็น 
playboy［タイ語において外来語に当たり，タイ語発音
をする］ おんなぐせが悪いので［日本語で発話する］
 เพราะวา่เขามนีสิยัทีช่อบ ชอบไปจบีผูห้ญงิไปท่ัว ก็

บางทก็ีท าใหเ้จอกบัปัญหา ก็ ก็ท าใหเ้กดิปัญหา เขา

ชือ่วา่ みろく［タイ語的に発音する］ ［笑う。］ ห ึอนันี้

เดาเพราะวา่นี้มเีหมอืนกนั

［タブレットに指で「女癖」と書いてJTDicアプリで検索
する。］ありますかね。［「おんなぐせ」という読みと
นสิยัเกีย่วกบัผูห้ญงิ
「女に関わる性質」という意味が得られた。］おお，お
お，「おんなぐせ」おお，おそらくなんか呼ぶとしたら
何でしょう。「playboy」［タイ語において外来語に当た
り，タイ語発音をする］のようです。「おんなぐせが悪
いので」彼は好む性格ですから，あらゆる女性を口説
きに行くのが好きです。それで，ときどき問題にあい
ます。んー，んー，問題を起こします。彼の名は「みろ
く」［タイ語的に発音する］です。［笑う。］ふ。これは勘
ですね，これ同じようにありますから。

440 うーん。

441 ก็น่าจะ みやつ［タイ語的に発音する］ เป็นปู่  อนันี้ก็

น่าจะ みろく［タイ語的に発音する］ ก็เป็นตัวละครหลัก

เหมอืนกนัคะ่

んー，おそらく「みやつ」［タイ語的に発音する］は父
方の祖父です。これはまあ，おそらく「みろく」［タイ語
的に発音する］で同じく主要登場人物です。

442 ふーん。

443 ［「一族をこれまた奈落に滅ぼされ」の部分を読む。］
 いっそくこれまた奈落に［日本語で発話する］ แลว้

ก็ทัง้ครอบครัวเขาเลย จนถงึตอนเนี่ย 

奈落に［日本語で発話する］ ก็อาจ น่าจะประมาณวา่

พา่ยแพใ้หก้บั 奈落［タイ語的に発音する］ หรอืวา่

แบบ เออ่ ほろ［日本語で発話する］ ออ๋ โดน 

ほろ［日本語で発話する］ โดนท าใหส้ ิน้ซาก สญูพันธุ์

เหรอ ห ึほろばされ［日本語で発話する］ เหมอืนทัง้

ครอบครัวก็โดน 奈落［タイ語的に発音する］ ก าจัด

［「一族をこれまた奈落に滅ぼされ」の部分を読む。］
「いっそくこれまた奈落に」それで，家族中がそれで，
そのときに，「奈落に」んーたぶん，だいたいだと「奈
落」［タイ語的に発音する］に敗北したかなんか，
えー。「ほろ」あー「ほろ」される，破壊される，根絶や
しにされるのですか。ふ。「ほろばされ」どうも家族ご
と「奈落」［タイ語的に発音する］に打ち滅ぼされたよ
うです。

444 ふーん。

445 ［「唯一残った弟・琥珀は］の部分を黙って読んでいる
。］ ออ้ ทัง้ครอบครัวเนี่ยโดน 

奈落［タイ語的に発音する］ ก าจัดแลว้ก็เหลอื

นอ้งชายอยู่คนเดยีว

［「唯一残った弟・琥珀は］の部分を黙って読んでい
る。］おお，家族ごとですね。「奈落」［タイ語的に発音
する］に打ち滅ぼされてそれで，弟だけ一人残りまし
た。

446 誰の弟ですか。

447 ออื นอ้งชาย เดีย๋ว ［待ってください］ นะคะ ขอลอง

อา่นตอ่ไป

うーん。弟。ちょっと［待ってください］。続きを読んで
いってみさせてください。

448 はい。

449 เหมอืนอนันี้น่าจ าคนละตัวแลว้ どうもこれは一人ずつ覚える必要があります。

450 うーん。

451 ［黙って読んでいる。］ อนันี้ไมรู่แ้ปลวา่อะไรอะคะ่ 

［「唯一」を指さす］ 残った弟［日本語で発話する］ ออื

 ลองหาละกนันะคะ

［黙って読んでいる。］これはどう訳すか分かりません
［「唯一」を指さす］。「残った弟」うーん。探してみるこ
とにしましょう。

452 うん。

453 ［タブレットに指で「唯一」と書いてJTDicアプリで検索
すると，「ゆいいつ」という読みとเพยีงหนึง่เดยีว

เทา่นัน้「たったひとつだけ」という意味が得られた。］

 ゆいいつ［日本語で発話する］ หนึง่เดยีว เพยีงหนึง่

เดยีวเทา่นัน้ นอ้งชาย ทีเ่หลอือยู่เพยีงคนเดยีวเทา่นัน้

 อนันี้น่าจะชือ่คะ่ ［「琥珀」を指さす］

［タブレットに指で「唯一」と書いてJTDicアプリで検索
すると，「ゆいいつ」という読みとเพยีงหนึง่เดยีว

เทา่นัน้
「たったひとつだけ」という意味が得られた。］「ゆいい
つ」ひとつだけ，たったひとつだけ。弟，たった一人だ
け残った。これはおそらく名前です［「琥珀」を指さ
す］。

454 うん。

455 แตไ่มรู่ห้มายถงึ さんご［日本語で発話する］ หรอื

เปลา่ ลองหาแลว้กนันะคะ 
［タブレットに指で「琥珀」と書いてJTDicアプリで検索
すると，「こはく」という読みが得られた。］ อา้ว เดีย๋ว 

［待ってください］ นะคะ อยู่ไหนแลว้ อา 
こはく［日本語で発話する］ 
こはく［タイ語的に発音する］ เป็นชือ่นอ้งชายคะ่

でも，「さんご」を意味しているかは分かりません。探
してみることにしますね。［タブレットに指で「琥珀」と
書いてJTDicアプリで検索すると，「こはく」という読み
が得られた。］あーあ。ちょっと［待ってください］。どこ
行きましたか。あー「こはく」。「こはく」［タイ語的に発
音する］は弟の名前です。

456 うーん。

457 นอ้ง こはく［タイ語的に発音する］ ซึง่เป็นนอ้งชายที่

เหลอือยู่เพยีงคนเดยีว

弟「こはく」［タイ語的に発音する］はたった一人だけ
残った弟です。

458 うーん。



459 ［「四魂の玉のかけらを体に埋め込まれて奈落に操ら
れ」の部分を読む。］ 
四魂の玉のかけらを体にほめ［日本語で発話する］ 
［黙って読んでいる。］ อนันี้อกีแลว้จ าไมไ่ดแ้ลว้คะ่ 

［笑う。］ คอืเดีย๋วหากอ่นนะคะ 
［タブレットに指で「操」と書いてJTDicアプリで検索し
，検索結果一覧から「操る」を選ぶと，「あやつる」とい
う読みとเชดิ「目立たせる」という意味が得られた。］

 あやつる［日本語で発話する］ ออ้ เชดิอกีแหละ เชดิ

 เชดิ เชดิ ก็คอื 奈落［タイ語的に発音する］ 

奈落［タイ語的に発音する］ ก็เชดิ 

奈落［タイ語的に発音する］ เชดิ 

こはく［タイ語的に発音する］ ดว้ยการเอาเศษลกูแกว้

สีว่ญิญาณฝังเขา้ไปในร่างกายเขา

［「四魂の玉のかけらを体に埋め込まれて奈落に操ら
れ」の部分を読む。］「四魂の玉のかけらを体にほめ」
。
［黙って読んでいる。］これがまたです，もう覚えてい
ません。［笑う。］要はちょっとまず探しますね。［タブ
レットに指で「操」と書いてJTDicアプリで検索し，検索
結果一覧から「操る」を選ぶと，「あやつる」という読
みとเชดิ
「目立たせる」という意味が得られた。］「あやつる」お
お，さらに目立たせる。目立たせる，目立たせる，目
立たせる，つまり，「奈落」［タイ語的に発音する］を。
「奈落」［タイ語的に発音する］は目立たせる。「奈落」
［タイ語的に発音する］は「こはく」［タイ語的に発音す
る］を目立たせます，彼の体の中に入っている4つの
精神のガラス玉のかけらを持つことによって。

460 うーん。

461 ［「人質同然とされているのを救い出さんとしている妖
怪退治屋の女・珊瑚を仲間に加え」の部分を読み始
める。］ にん されている［日本語で発話する］ 
［黙って読んでいる。］ 出さん 
としている妖怪退治［日本語で発話する］ 
［黙って読んでいる。］ คน คณุสมบตั ิคนพรอ้มกนั 

とされて［日本語で発話する］ อนันี้ไมรู่แ้ปลวา่อะไร

เลยคะ่ ［「人質同然」を指さす］

［「人質同然とされているのを救い出さんとしている妖
怪退治屋の女・珊瑚を仲間に加え」の部分を読み始
める。］「にん，されている」。［黙って読んでいる。］
「出さん，としている妖怪退治」。［黙って読んでい
る。］人，能力，人，を伴う「とされて」これはどう訳す
のか全く分かりません［「人質同然」を指さす］。

462 うん。

463 มคีน มคีณุสมบตั ิพรอ้มกนัแลว้ก็ เออ่ 

ぜん［日本語で発話する］ ออื หรอืหมายถงึคนทีม่ี

คณุสมบตัเิหมอืนกนัหรอืเปลา่

人がいます，能力があります，伴っています。それ
に，えー，「ぜん」うーん。あるいは同じく能力がある
人なのでしょうか。

464 うーん。

465 เออ่ 救い出さん 

救い出さんとしている［日本語で発話する］ ผูห้ญงิที่

อยู่ทีบ่า้น คอืบา้นเขาเป็น เป็นครอบครัวไลปี่ศาจ 

ปราบปีศาจ แลว้ก็พยาม จะชว่ย 

［ぶつぶつ読んでいるが，聞き取れない。］ คนทีอ่ยู่

ในสภาพเดยีวกนั ［黙って読んでいる。］ ออื อนันี้

น่าจะ 珊瑚［日本語で発話する］ ［笑う。］

えー，「救い出さん，救い出さんとしている」家にいる
女，つまり，彼の家は，は，妖怪を追い立てた家族，
妖怪を追い立てる，妖怪を駆逐し，そして，試す，助
けます。［ぶつぶつ読んでいるが，聞き取れない。］同
じ状況下にいる人。［黙って読んでいる。］うーん。こ
れはおそらく「珊瑚」です。［笑う。］

466 ［笑う。］

467 อนันี้ ［「珊瑚」を指さす］ อนันี้ มตีัวไอนี้ขา้งในน่าจะ

อา่นวา่ ご［日本語で発話する］［「瑚」のこと］ น่าจะ

ชือ่แหละคะ่ 珊瑚を仲間に［日本語で発話する］ ก็

เลยให ้珊瑚［日本語で発話する］ เป็นเพือ่นดว้ยกนั 

ใหเ้ป็นพันธมติรกนั รวมเขา้ไปเป็นเพือ่นดว้ย

これ［「珊瑚」を指さす］，これ。この字は中におそらく
「ご」と読むものがあります［「瑚」のこと］。おそらく名
前ですね。「珊瑚を仲間に」それで，「珊瑚」に，と友
達に，仲間になります，友達に加わっていきます。

468 ふーん。

469 ［「やはり四魂の玉のかけらを狙う裏陶（うらすえ）とい
う妖怪の］の部分を読む。］ 
やはり四魂の玉のかけらを 
裏陶という妖怪の［日本語で発話する］ ออื ปีศาจที่

เรยีกวา่ 裏陶［日本語で発話する］ ทีก่ าลังเล็งเศษ

ลกูแกว้สีว่ญิญาณอยู่เนี่ย

［「やはり四魂の玉のかけらを狙う裏陶（うらすえ）と
いう妖怪の］の部分を読む。］「やはり四魂の玉のか
けらを，裏陶という妖怪の」うーん。「裏陶」と呼ぶ妖
怪は4つの精神のガラス玉を狙っていて。

470 うん。

471 ［「その能力によりかけらを見つけ出そうという陰謀に
よって」の部分を読み始める。］ 
その能力によりかけらを 
その能力によりかけらを見つけ出そうと［日本語で発
話する］ ［黙って読んでいる。］ ออื นี่น่าจะเขาพดูถงึ

อกีเรือ่งแลว้ไมเ่กีย่ว ไมเ่กีย่วกบั 

珊瑚［日本語で発話する］ แลว้

［「その能力によりかけらを見つけ出そうという陰謀に
よって」の部分を読み始める。］「その能力によりかけ
らを，その能力によりかけらを見つけ出そうと」。
［黙って読んでいる。］うーん。これはおそらくまた別
の話で関係ありません。すでに「珊瑚」とは関係があ
りません。

472 ふーん。

473 ก็คอืมนัจะมปีีศาจชือ่ 裏陶［日本語で発話する］ ทีเ่ขา

เล็งเศษลกูแกว้สีว่ญิญาณเนี่ย

つまり，それは「裏陶」という名前の妖怪がいて，それ
は4つの精神のガラス玉を狙っていて，

474 うん。

475 その能力により［日本語で発話する］ ออื อนันี้ไมรู่ ้

แปลวา่อะไรคะ่ ［「陰謀」を指さす］ แตว่า่คอื 

見つけだ［日本語で発話する］ ก็คอืมพีลัง มพีลัง

อะไรสกัอยา่ง

「その能力により」うーん。これはどう訳すか分かりま
せん［「陰謀」を指さす］。でも，つまりは「見つけだ」，
つまり，力があります，何かしらの力があります。

476 うん。

477 ลองหากอ่นนะคะ 
［タブレットに指で「陰謀」と書いてJTDicアプリで検索
すると，「いんぼう」という読みとแผนรา้ย
「悪い計画」という意味が得られた。］ 
いんぼう［日本語で発話する］ แผนรา้ยเหรอ แผนรา้ย

先に探してみますね。［タブレットに指で「陰謀」と書
いてJTDicアプリで検索すると，「いんぼう」という読
みとแผนรา้ย
「悪い計画」という意味が得られた。］「いんぼう」悪い
計画ですか。悪い計画。

478 うん。

479 ［「自身の墓土と霊骨を以て甦らされた桔梗なども絡
みながら」の部分を読み始める。］ 
自分のとと［日本語で発話する］ ออ้ 自身のとに 

にいて［日本語で発話する］ เออ่ 

裏陶［日本語で発話する］ เนี่ยเขาก็มแีผนชัว่รา้ยทีจ่ะ

หาเศษลกูแกว้สีว่ญิญาณ 

見つけだ［日本語で発話する］ ทีเ่ขาพยายามหาเนี่ย

เขาก็เลยเอาดนิซึง่อยู่ที ่อะไรอะ นี่ดนิหรอืเปลา่ 

［「土」を指さす］ 自身の［日本語で発話する］ ดนิ

เหรอ 自身のぼし［日本語で発話する］ แลว้ก็กระดกู

วญิญาณ น่าจะหมายถงึแบบเอาดนิกบัเอากระดกูอะคะ่

［「自身の墓土と霊骨を以て甦らされた桔梗なども絡
みながら」の部分を読み始める。］「自分のとと」お
お，「自身のとに，にいて」えー，「裏陶」には4つの精
神のガラス玉のかけらを探すという凶悪な計画があ
りました。「見つけだ」彼が探そうと努めてそれで，土
をとりました。にある，なんでしょう，これは土でしょう
か［「土」を指さす］。「自身の」土なんですか。「自身
のぼし」それから，精神の骨，おそらく意味している
のは土をとってそれに骨をとった，なのでしょう。

480 うーん。

481 เอามาผสมกนั แลว้ก็สรา้ง 桔梗［タイ語的に発音する］

 ขึน้มา

それを合わせて，それで，「桔梗」［タイ語的に発音す
る］をつくり上げます。

482 ん。

483 ［「四魂の玉のかけらのほとんどを集めた奈落一味と
争いつつ」の部分を読む。］ 
四魂の玉のかけらのほとんどを集めた［日本語で発
話する］ แลว้เขาก็ตอ่สูก้บั 

奈落［タイ語的に発音する］ ที ่ก าลังรวบรวมเศษ

ลกูแกว้สีว่ญิญาณไดน้ดิหน่อย

［「四魂の玉のかけらのほとんどを集めた奈落一味と
争いつつ」の部分を読む。］「四魂の玉のかけらのほ
とんどを集めた」それで，「奈落」［タイ語的に発音す
る］，少しだけ4つの精神のガラス玉のかけらを集め
ている，と戦います。

484 うん。

485 ［「二人の旅は現在もなお続いているというのが、『犬
夜叉』の粗筋である」の部分を読み始める。］ 
二人の旅は現在もなお続いて［日本語で発話する］ 
แลว้ก็ การเดนิทางของทัง้สองคนเนี่ยก็ ในตอนนี้ก็

ยังคงด าเนนิตอ่ไป ก็คอืเรือ่ง เออ่ เรือ่งยอ่ของ 
犬夜叉［タイ語的に発音する］

［「二人の旅は現在もなお続いているというのが、『犬
夜叉』の粗筋である」の部分を読み始める。］「二人の
旅は現在もなお続いて」それから，二人の旅はです
ね，今もまだ続いています。つまり，話，えー，「犬夜
叉」［タイ語的に発音する］の話の要約。

486 二人というのは。

487 สองคน 二人の旅［日本語で発話する］ จรงิ ๆ น่าจะ

หมายถงึ かごめ［タイ語的に発音する］ กบั 

犬夜叉［タイ語的に発音する］ คะ่

二人，「二人の旅」本当はおそらく「かごめ」［タイ語的
に発音する］と「犬夜叉」［タイ語的に発音する］を意
味します。

488 ふーん。

489 แตท่ าไมอยู่ด ีๆ มาสองคนตรงนี้ก็ไมรู่ ้ ですが，なぜ突然ここに二人が出てきたかは分かり
ません。

490 うーん。それで，今というのは現在ということでしょ
うか。



491 คะ่ はい。

492 うーむ。

493 現在［日本語で発話する］ ตรงนี้ 「現在」ここでの。

494 p.3 稿者がこれに惹かれたわけは、古典文学を専門とする者であり、この作
品の時代設定が主に戦国時代だったからという単純なものでは決してな
い。

［「稿者がこれに惹かれたわけは、古典文学を専門と
する者であり」の部分を読み始める。］ เออ่ 
がこれに［日本語で発話する］ ［黙って読んでいる。］
 ออื แลว้ก็ทีผู่เ้ขยีนเขารูส้กึวา่ ดงึ รูส้กึสนใจเนี่ยก็

เพราะวา่ เออ่ วชิาเอกของเขาเนี่ยก็คอื วรรณคดเีกา่

โบราณ

［「稿者がこれに惹かれたわけは、古典文学を専門と
する者であり」の部分を読み始める。］えー，「がこれ
に」。［黙って読んでいる。］うーん。それから，筆者，
彼が感じたのは，引く，興味を感じたのはですね。か
らで，えー，彼の専攻科目がつまり，古代の古い文
学。

495 ふーん。

496 ［「この作品の時代設定が主に戦国時代だったからと
いう単純なものでは決してない」の部分を読み始める
。］ この作品の時代設定が主にだったからという 
じゅ単純なものではけしてない［日本語で発話する］
 คอืเพราะวา่เรือ่งนี้เนี่ยมนัเป็น หลัก ๆ มนัอยู่ในชว่งยคุ

สงคราม อยู่ในยคุสงครามซึง่เป็นเนื้อเรือ่งหลักของ

เรือ่งนี้ มนัก็ไมใ่ชเ่รือ่งแบบ เรยีบงา่ย งา่ย ๆ คอื

เหมอืนวา่มนัเป็นเรือ่งสงครามเขาก็เลยแบบ รูส้กึสนใจ

［「この作品の時代設定が主に戦国時代だったからと
いう単純なものでは決してない」の部分を読み始め
る。］「この作品の時代設定が主にだったからという，
じゅ単純なものではけしてない」つまり，この話がで
すねそれが，主として，それが戦争時代の時期だか
ら。つまり，この話の内容の柱が。それがのような話
ではない，シンプルで，簡単でというような，つまり，
それが戦争の話のようだからそれで，興味を持ちま
した。

497 p.3 そんなところに拘ってみても仕方がないが、稿者の専門は厳密には平安
時代で戦国時代とは異なるし、高橋作品に詳しい者なら誰でも知ってい
るように、彼女は以前『炎（ファイア）トリッパー』（週刊少年サンデー1983
年真夏の増刊号（8月号）初出）という、やはり戦国時代を主な舞台とする
タイムスリップものを書いており、それは当時の高橋の力量もあって読み
切り止まりだったのかもしれないが、たとえ今の力量を以て描いたとして
も、そのままでは、この作品ほど分析に耐えるものとなるとは思われない
からである。

そんなところてみても仕方がないが［日本語で発話す
る］ ออื อนันี้ไมรู่แ้ปลวา่อะไรอะคะ่ 

［「拘って」を指さす］ ถงึ ถงึแมว้า่จะอะไรก็ไมรู่ ้

「そんなところてみても仕方がないが」うーん。これは
なんと訳すか分からないんです［「拘って」を指さす］。
だと，たとえなんとかだとしてもか分かりません。

498 うーん。

499 ก็ชว่ยไมไ่ด ้ลองหาแลว้กนันะคะ 
［「力不足だ」という意味］ 
［タブレットに指で「拘」と書いてJTDicアプリで検索す
る。］ る［日本語で発話する］ เหรอ 
［検索結果一覧から「拘る」を選ぶと，「かかわる」とい
う読みが得られた。］ ［黙って読んでいる。］ ก็ชว่ย

ไมไ่ดถ้า้จะสนใจเรือ่งนัน้

なので，助けられません［「力不足だ」という意味］。
探してみることにしましょうね。［タブレットに指で「拘」
と書いてJTDicアプリで検索する。］「る」なんですか。
［検索結果一覧から「拘る」を選ぶと，「かかわる」とい
う読みが得られた。］［黙って読んでいる。］つまり，も
しその話に興味があってもどうにもできません。

500 うん。

501 ［「稿者の専門は厳密には平安時代で戦国時代とは
異なるし］の部分を黙って読んでいる。］ เออ่ เออ่ 

วชิาเอกของผูเ้ขยีนเนี่ย 

はげんつ［日本語で発話する］ เอ ๋เออ่ อนันี้เขม้งวด 

［「厳」を指さす］ อนันี้ลับ ［「密」を指さす］ เขม้งวดลับ

 には あんじだいで［日本語で発話する］ ก็ในสมยั 

平安［日本語で発話する］ เนี่ยมนัก็ตา่งจากสมยัชว่ง

ยคุสงคราม

［黙って読んでいる。］えー，えー，筆者の専攻科目
はですね，「はげんつ」えーと，これは厳格な［「厳」を
指さす］，これは秘めた［「密」を指さす］，厳格さを秘
める，「には，あんじだいで」んー，「平安」時代におい
て，それは戦争時代の時期とは異なります。

502 うん。

503 ［「高橋作品に詳しい者なら誰でも知っているように］
の部分を読む。］ 
こうはやし作品に詳しい者なら誰でも知っているよう
に［日本語で発話する］ ถา้เกดิเป็นคนที ่เออ่ ทีรู่เ้รือ่ง

เกีย่วกบัผลงานของ เอย้ 高橋［タイ語的に発音する］ 

โดยละเอยีดเนี่ย

［「高橋作品に詳しい者なら誰でも知っているように］
の部分を読む。］「こうはやし作品に詳しい者なら誰で
も知っているように」もし人なら，の作品に関して話を
知っている，あっ，「高橋」［タイ語的に発音する］，詳
しく，ですね。

504 うん。

505 ［「彼女は以前］の部分を黙って読んでいる。］ 
彼女は以前［日本語で発話する］ ตอน เธอเนี่ยกอ่น

หนา้เนี่ย

［「彼女は以前］の部分を黙って読んでいる。］「彼女
は以前」とき，彼女は，これより前に。

506 ん。

507 ［「『炎（ファイア）トリッパー』（週刊少年サンデー 
1983年真夏の増刊号（8月号）初出）という」の部分を
読み始める。］ 
ファイアトリッパー［日本語で発話する］ 
ファイアトリッパー［タイ語的に発音する］ อนันี้น่าจะ

หมายถงึเรือ่งทีเ่ขาเคยแตง่คะ่

［「『炎（ファイア）トリッパー』（週刊少年サンデー 1983
年真夏の増刊号（8月号）初出）という」の部分を読み
始める。］「ファイアトリッパー」「ファイアトリッパー」［タ
イ語的に発音する］これはおそらく彼女が描いたこと
がある作品でしょう。

508 ふーん。

509 ［「やはり戦国時代を主な舞台とするタイムスリップも
のを書いており」の部分を読み始める。］ น่าจะไม่

ส าคัญมาก 

［ぶつぶつ読んでいるが，聞き取れない。］ คอืเขา

แคจ่ะบอกวา่ ถา้เกดิคนทีรู่จั้กผลงานของ 

高橋［タイ語的に発音する］ นักเขยีน 

高橋［タイ語的に発音する］ เป็นอยา่งดเีนี่ยก็จะรูว้า่ ก็

จะรูว้า่แบบกอ่นหนา้เนี่ยเขาก็เคยเขยีนผลงานทีเ่อา

ชว่งยคุสงครามมาเป็น มาเป็น มาเป็นฉากหลัก ๆ

［「やはり戦国時代を主な舞台とするタイムスリップも
のを書いており」の部分を読み始める。］対して重要
ではないでしょう。［ぶつぶつ読んでいるが，聞き取
れない。］つまり，ただ述べているのは，「高橋」［タイ
語的に発音する］の作品を知っている人であれば，
作家「高橋」［タイ語的に発音する］をよく，ですね，
知っているでしょう。これより前に戦争時代の時期の
作品を書いたことを知っているでしょう，てきた，主な
場面として。

510 ふーん。

511 とするタイムスリップ［日本語で発話する］ แลว้ก็ม ี
タイ タイムスリップものを書いており タイムスリ 
タイムスリップ［日本語で発話する］ น่าจะหมายถงึ

แบบวา่ยอ้นเวลาอะไรมาไดค้ะ่ ก็มกีารเขยีนไว ้

「とするタイムスリップ」それにあります。「タイ，タイム
スリップものを書いており，タイムスリ，タイムスリッ
プ」おそらく意味するのはなんか時間を後戻りできる
とかなんとかです，まあ書いていたことがありました。

512 ふーん。

513 ［「それは当時の高橋の力量もあって読み切り止まり
だったのかもしれないが」の部分を読み始める。］ 
それは当時の高橋の 
て読み切りとま［日本語で発話する］ 
［黙って読んでいる。］ ออื มนัก็อาจจะ 

それは［日本語で発話する］ มนัคอือาจจะเป็น 

当時の高橋［日本語で発話する］ คอืความสามารถ

ของ 高橋［タイ語的に発音する］ ในตอนนัน้ ในการ 

読み切りとまり［日本語で発話する］ ในการอา่น อา่น

ตัดหยดุคอือะไร ［笑う。］

［「それは当時の高橋の力量もあって読み切り止まり
だったのかもしれないが」の部分を読み始める。］「そ
れは当時の高橋の，て読み切りとま」。［黙って読ん
でいる。］うーん。それはたぶん「それは」それはつま
り，たぶん「当時の高橋」で。つまり，当時の「高橋」
［タイ語的に発音する］の能力，「読み切りとまり」のこ
との，読むことの，読んで切って終わるとは何です
か。［笑う。］

514 ［笑う。］

515 読み切りとまり 読み切り［日本語で発話する］ เดีย๋ว

ลองอา่นกอ่นแลว้กนันะคะ

「読み切りとまり，読み切り」ちょっとまずは読んでみ
ることにしますね。

516 うん。

517 ［「たとえ今の力量を以て描いたとしても、そのままで
は、この作品ほど分析に耐えるものとなるとは思われ
ないからである」の部分を読み始める。］ たとえいま
 りょく そのままでは この作品ほど 
ものとなる［日本語で発話する］ 
［黙って読んでいる。］ เหมอืนวา่การ การเขยีนเรือ่ง

ของเขาอะคะ่ เกีย่วกบัยคุ ยคุสงครามหรอืวา่การทีแ่บบ

วา่ขา้มเวลาไปมาเนี่ย ในตอนนัน้ก็ถอืวา่เป็นพลังแบบ

วา่ ถอืเป็น ความสามารถทีเ่กง่มากของเขา คอืถงึแมว้า่

ในตอนเนี่ยจะมคีนเขยีนเรือ่งแนว ๆ นัน้ คดิวา่ก็คงจะ

แบบ เขยีนไดด้ไีมเ่ทา่ผลงานชิน้เนี่ยคะ่ รวม ๆ นะคะ

ไมแ่น่ใจ

［「たとえ今の力量を以て描いたとしても、そのままで
は、この作品ほど分析に耐えるものとなるとは思わ
れないからである」の部分を読み始める。］「たとえい
ま，りょく，そのままでは，この作品ほど，ものとな
る」。［黙って読んでいる。］こと，彼女が話を書くこと
のようです，時代に関して，戦争時代あるいは時間を
行ったり来たりすることですね。当時は受け止められ
ていました，種類の力だと，受け止められていたの
は，彼女のとても上手な能力は，つまり，今そのよう
な傾向の話を書いた人がいるとしても，きっとなんか
思われます。この作品と同程度によくはありません。
全体的に，ですね。はっきりはしません。

518 うん。

519 น่าจะประมาณนี้ おそらくだいたいこんなです。

520 p.3 では何処にそれほど惹かれたのかは、節を改めて詳述したい。 では［日本語で発話する］ ［黙って読んでいる。］ 
แลว้ก็ท าไมเขาถงึดงึดดูขนาดนัน้ แลว้ก็ลองมาดู เนื้อ

เรือ่งกนัโดยละเอยีดอกีทแีลว้กนั

「では」。［黙って読んでいる。］それから，なぜそれほ
ど引きつけられたのか。それから，見てみましょう，
内容をもう一度詳細に。

521 うーん。



522 p.3 2.引用の織物としての『犬夜叉』 引用のしょくものとしての犬夜叉［日本語で発話する］
 เออ่ ทีแ่บบ ทีอ่า้งมาจากเรือ่ง 
犬夜叉［タイ語的に発音する］

「引用のしょくものとしての犬夜叉」えー，なんか，「犬
夜叉」［タイ語的に発音する］の話からの引用。

523 p.3 現代文学とは異なる古典文学の魅力を奈辺に求めるべきかなどという壮
大な問いに一言で答えることは所詮不可能であろうし、仮に可能であっ
たとしても、一つに限定して良いものとは思わない。

［「現代文学とは異なる古典文学の魅力を奈辺に」の
部分を読み始める。］ 現代文学とは 
べきなかどという［日本語で発話する］ โอว้ มนัยาว

มากอกีแลว้คะ่

［「現代文学とは異なる古典文学の魅力を奈辺に」の
部分を読み始める。］「現代文学とは，べきなかどと
いう」うわー。これまたもすごく長いです。

524 ［笑う。］

525 ［笑う。］ ยาวมาถงึตรงนี้เลยเหรอคะ่ 

［文の終わりを指さす］ คอ่ย ๆ แปลกอ่นนะคะ เออ่ 

วรรณกรรมสมยัปัจจบุนัเนี่ยมนัตา่งกบัวรรณกรรมสมยั

อดตี เออ่ คอืความ ความน่าดงึดดูของสองอนันี้มนั

ตา่งกนั

［笑う。］長くてここまでなんですか［文の終わりを指さ
す］。少しずつまずは訳しますね。えー，現代文学は
それは過去の時代の文学とは異なります。えー，つ
まり，もの，2つの引きつけるものが異なります。

526 ふーん。

527 ［「求めるべきかなどという壮大な問いに一言で答え
ることは所詮不可能であろうし」の部分を読み始める
。］ なめるべきかな 
かなどという［日本語で発話する］ 
［黙って読んでいる。］ อะไร อะไรมนัไมส่ามารถท าได ้

เดีย๋ว ［待ってください］ นะคะ ตัง้แตอ่นันี้ก็คอืเริม่ เริม่

งงแลว้คะ่ เดีย๋วลองแปล 
［タブレットに指で「状大」と書いてJTDicアプリで検索
するが，検索結果は得られなかった。］ ไมม่ ีไม ่ออ้ 

ผดิอนั อา แลว้ก็ใหญ่ 
［タブレットに指で「壮大」と書き直してJTDicアプリで
検索すると，「そうだい」という読みとใหญ่โต

「大きい」，ความยิง่ใหญ่

「巨大なさま」という意味が得られた。］ ใชไ่หม 

そうだい［日本語で発話する］ ใหญ่โต ความยิง่ใหญ่

［「求めるべきかなどという壮大な問いに一言で答え
ることは所詮不可能であろうし」の部分を読み始める
。
］「なめるべきかな，かなどという」。［黙って読んでい
る。］何，何これはできない。ちょっと［待ってください］
。
これから，つまり，始まりました，混乱し始めました。
ちょっと訳してみます。［タブレットに指で「状大」と書
いてJTDicアプリで検索するが，検索結果は得られな
かった。］ありません。おお，間違えました，あーそれ
と大きい。［タブレットに指で「壮大」と書き直してJTDi
cアプリで検索すると，「そうだい」という読みと
ใหญ่โต「大きい」，ความยิง่ใหญ่
「巨大なさま」という意味が得られた。］ですよね？
「そうだい」大きい，巨大なさま。

528 うん。

529 ［黙って読んでいる。］ 
ことで答えることは［日本語で発話する］ อา ใหญ ่ๆ 

แลว้ก็ค าเนี่ยคะ่ อนันี้สถานทีก่บัอะไรก็ไมรู่ ้อุย้ ผดิ 
［タブレットに指で「所詮」と書いてJTDicアプリで検索
すると，「しょせん」という読みとผลสดุทา้ย
「最後の結果」という意味が得られた。］ 
しょせん［日本語で発話する］ ผลสดุทา้ย เดีย๋ว 

［待ってください］ นะคะ ［黙って読んでいる。］ อนันี้

น่าจะค าถามหรอืตอบหรอือะไรสกัอยา่ง

［黙って読んでいる。］「ことで答えることは」あー，大
きいそれとこの言葉です。これは場所と何か知りませ
ん。あっと，間違えました。［タブレットに指で「所詮」と
書いてJTDicアプリで検索すると，「しょせん」という読
みとผลสดุทา้ย
「最後の結果」という意味が得られた。］「しょせん」最
後の結果。ちょっと［待ってください］。［黙って読んで
いる。］これはおそらく質問か答えか何かです。

530 ふーん。

531 เดีย๋ว ［待ってください］ นะคะ เออ่ ความดงึดดูของ

วรรณกรรมเกา่เนี่ยทีแ่บบมนั วรรณกรรม วรรณกรรมยคุ

ปัจจบุนัทีม่นัตา่งกบัวรรณกรรมยคุสมยัเกา่เนี่ย เออ่ 

奈良［タイ語的に発音する］ หรอืเปลา่ 

奈良［タイ語的に発音する］ ที ่ทีร่วบรวม ทีร่วบรวม

ในสมยั 奈良［日本語で発話する］ เนี่ย ความยิง่ใหญ่

ของมนัถา้จะใหต้อบในค าพดูเดยีวเนี่ยมนั มนัไม่

สามารถท าได ้

ちょっと［待ってください］。えー，古典文学の引きつけ
るものはそのような，文学，現代文学のそれは古い
時代の文学とは異なります。えー，「奈良［タイ語的に
発音する］」でしょうか。「奈良［タイ語的に発音す
る］」，の，まとめた，「奈良」時代にまとめた，その壮
大さはもし一言だけで答えるなら，それ，それはする
ことができません。

532 うーむ。

533 ［「仮に可能であったとしても］の部分を読む。］　
ถงึแมว้า่มนัจะท าได ้

［「仮に可能であったとしても］の部分を読む。］たとえ
できるとしても。

534 ん。

535 ［「一つに限定して良いものとは思わない］の部分を
読む。］ ひとつに［日本語で発話する］ 
［黙って読んでいる。］ ออื ออื 

してよいものは［日本語で発話する］ เขาก็ไมไ่ดค้ดิ

วา่มนัจะเป็นถอืวา่ด ี

ひとつに限定して［日本語で発話する］ คอืถา้ไป

จ ากดัใหม้นัแบบวา่อยู่แคอ่นัเดยีวเนี่ย เขาก็ไมค่ดิวา่มนั

เป็นเรือ่งทีด่ ี

［「一つに限定して良いものとは思わない］の部分を
読む。］「ひとつに」。［黙って読んでいる。］うーん，
うーん。「してよいものは」考えてはいません，それが
良いものだとは。「ひとつに限定して」つまり，もしそ
れを制限したらひとつだけのように，良い話とは思わ
れません。

536 p.3 しかし、それを百も承知で本シリーズで出した答えは「引用」であった。 แตว่า่ 
それを百も承知で本シリーズで出した答えはであった
［日本語で発話する］ แตว่า่ ค าตอบทีอ่อกมาจากใน 
シリーズ［タイ語において外来語に当たり，タイ語発
音をする］ ดว้ยความรูเ้ป็นรอ้ย ๆ รอ้ย ๆ อนัเนี่ยมนัก็

คอืการอา้งองิ

ですが，「それを百も承知で本シリーズで出した答え
はであった」ですが，「シリーズ」［タイ語において外来
語に当たり，タイ語発音をする］の中から出てきた答
えは，数百，数百もの知識とともに，それはというと
引用です。

537 pp.3-4 何故ならそこでも引用したロラン・バルトの言にもあるように、テクストと
は多次元の空間であって、そこではさまざまなエクリチュールが、結びつ
き、異議をとなえあい、そのどれもが起源となることはない。テクストと
は、無数にある文化の中心からやってきた引用の織物である。

［「何故ならそこでも引用したロラン・バルトの言にも
あるように］の部分を読む。］ ロ ロランバルトの いい
 いいにもあるよ［日本語で発話する］ เออ่ มนัก็เป็น

เพราะวา่ เออ่ เป็นค าพดูทีอ่า้งมาจากของ ロラン 

ドルド［タイ語的に発音する］ เดีย๋ว ［待ってください］

 นะคะ อนันี้เหรอคะ

［「何故ならそこでも引用したロラン・バルトの言にも
あるように］の部分を読む。］「ロ，ロランバルトの，い
い，いいにもあるよ」えー，それはなぜかというと，
えー，「ロラン，ドルド」［タイ語的に発音する］の発言
からの引用，ちょっと［待ってください］。これなんです
か。

538 んー。

539 ［「テクストとは多次元の空間であって］の部分を読む
。］ テクスト テ テク 
テクストとは［日本語で発話する］ 
［黙って読んでいる。］ テクスト テクス 
テクスト［日本語で発話する］ テクスト 
テクスト［英語的に発音する］ เนี่ยก็คอื 

じもと［日本語で発話する］ อะไรอะ เยอะ ตอ่ไป 

พืน้ฐาน の空間 空間［日本語で発話する］ ทอ้งฟ้า

เหรอ であって［日本語で発話する］ แปลไมอ่อกเลย

คะ่ เดีย๋วขอลองอา่นตอ่นะคะ

［「テクストとは多次元の空間であって］の部分を読
む。］「テクスト，テ，テク，テクストとは」。［黙って読ん
でいる。］「テクスト，テクス，テクスト」「テクスト，テク
スト」［英語的に発音する］というのはつまり，「じもと」
何ですか。多い，次，基礎，「の空間，空間」空です
か。「であって」訳が出てきません。ちょっと読み続け
てみさせてください。

540 うん。

541 ［「そこではさまざまなエクリチュールが、結びつき、
異議をとなえあい、そのどれもが起源となることはな
い。テクストとは、無数にある文化」の部分を読み始
める。］ そこではさまざまなエクリチエル 
エクリチュール エクリチュールが 結びつき 
をとなえあい そのどれもない 
テクスト［日本語で発話する］ มนัหมายถงึ 

text［英語で発話する］ หรอืเปลา่ 
テクスト無数にある文化 エクリチエル 
エクリチュール［日本語で発話する］ ［笑う。］ 
แปลวา่อะไรคะเนี่ย ลองเปิดแลว้กนัคะ่

［「そこではさまざまなエクリチュールが、結びつき、
異議をとなえあい、そのどれもが起源となることはな
い。テクストとは、無数にある文化」の部分を読み始
める。］「そこではさまざまなエクリチエル，エクリ
チュール，エクリチュールが，結びつき，をとなえあ
い，そのどれもない，テクス」これが意味するのは
「text」［英語で発話する］なのでしょうか。「テクスト無
数にある文化，エクリチエル，エクリチュール」［笑
う。］なんと訳すのでしょうね。開いてみましょうか。

542 うん。

543 ［タブレットに「エクリチュール」と打ち込んでJTDicア
プリで検索すると，Ecritureという意味が得られた。］
 エクリチュール［日本語で発話する］ Ecriture 
［外国語らしく発音しようとする］ โอย้ ท าไมใชค้ า

ยากจัง ［黙って読んでいる。］ text［英語で発話する］

 เนี่ยมนัก็เป็น เป็นอะไรที ่ทีเ่ยอะสกัอยา่ง 

そこではさまざまな［日本語で発話する］ คอืใน 

text［英語で発話する］ มนัก็ม ีม ี

literature［英語で発話する］ มวีรรณคดอียู่มากมาย 

แลว้การทีจ่ะผกู むす［日本語で発話する］ การทีจ่ะ

รวบรวมจะผกูมนัเนี่ย となあい［日本語で発話する］ 

ก็ตอ้งมคีวามแตกตา่ง

［タブレットに「エクリチュール」と打ち込んでJTDicア
プリで検索すると，Ecritureという意味が得られた。］
「エクリチュール」「Ecriture」［外国語らしく発音しよう
とする］うわー，なんでものすごく難しい言葉を使うの
でしょうか。［黙って読んでいる。］「text」［英語で発話
する］はですねそれはというと，何か，なにかしらがた
くさんです。「そこではさまざまな」つまり，「text」［英
語で発話する］内にはあります，「literature」［英語で
発話する］があります，文学がたくさんあります。それ
と縛ること，「むす」集めてそれを縛ることは，「となあ
い」まあ違いがあるべきものです。

544 うーん。

545 そのどれもが そのどれもが 
となることはない［日本語で発話する］ แลว้ก็ในอนั

นัน้เนี่ย そのどれ［日本語で発話する］ ไมว่า่อนัไหนก็

ไมใ่ชต่น้ฉบบั text［英語で発話する］ เนี่ยมนัก็คอื

「そのどれもが，そのどれもが，となることはない」そ
れから，それの中でですね。「そのどれ」どれであっ
たとしても，「text」［英語で発話する］のオリジナルで
はなく，つまり，

546 うん。



547 無数にある文化［日本語で発話する］ 
［ページをめくる］ のなか 
の中心からやってきた引用［日本語で発話する］ ตัว 

text［英語で発話する］ เนี่ยมนัก็คอื 

無数にある［日本語で発話する］ คอื วัฒนธรรมทีไ่ม่

มทีีส่ ิน้สดุ ทีด่งึออกมาจากขา้งในเรือ่งนัน้

「無数にある文化」「ページをめくる］「のなか，の中心
からやってきた引用」「text」［英語で発話する］という
ものはそれはつまり，「無数にある」つまり，終わりの
ない文か，その話の中から引きだされて。

548 うーん。

549 p.4 からであり、しかも古典文学においてはこれが当然であるに止まらず、第
一条件にすらなっていることを高橋修氏の言を援用しつつ述べ、さらに
はその技法が現代マンガには残存していることも明らかにした。

からであり［日本語で発話する］ เพราะอยา่งนัน้ 「からであり」そのようなため。

550 うん。

551 ［「しかも古典文学においてはこれが当然であるに止
まらず」の部分を読み始める。］ 
しかもこと文学においてはこれが当然である［日本語
で発話する］ และนอกจากนี้เนี่ย เออ่ ภายในวรรณคดี

โบราณมนัก็ไมไ่ดห้ยดุอยู่เพยีงเทา่นี้

［「しかも古典文学においてはこれが当然であるに止
まらず」の部分を読み始める。］「しかもこと文学にお
いてはこれが当然である」そして，この他に，えー，古
典文学の中においてこれほどだけでとどまることは
ありません。

552 うーん。

553 ［「第一条件にすらなっていることを高橋修氏の言を
援用しつつ述べ」の部分を黙って読んでいる。］ ออื
 にすらなっていること 
第一条件［日本語で発話する］ เงือ่นไขอยา่งแรก に

 にすらなって すらなって［日本語で発話する］ ไมรู่ ้

แปลวา่อะไรอะคะ่

［「第一条件にすらなっていることを高橋修氏の言を
援用しつつ述べ」の部分を黙って読んでいる。］うー
ん。「にすらなっていること，第一条件」はじめの条
件，「に，にすらなって，すらなって」どう訳すか分かり
ません。

554 うん。

555 すらなっていること［日本語で発話する］ แตค่ดิวา่ไม่

แปลคงไมน่่าส าคัญมาก แตเ่ขาจะพดูถงึวา่ค าพดูของ

 高橋［タイ語的に発音する］ ในเงือ่นไขแรก 

を［日本語で発話する］ อมื さい しつつのべ 

さいよう［日本語で発話する］ อนั อนันี้ไมรู่แ้ปลวา่อา้ง

เหมอืนกนัหรอืเปลา่ ［「援用」を指さす］ เดีย๋วลองหา

นะคะ

「すらなっていること」ですが思うにたぶんあまり重要
じゃないので訳しません。ですが，「高橋」［タイ語的
に発音する］のはじめの条件における発言について
言っていますね，「を」うーん。「さい，しつつのべ，さ
いよう」これ，これはどう訳すか分かりませんが同じく
述べているのでしょうか［「援用」を指さす］。ちょっと
探してみますね。

556 うん。

557 รูส้กึหนา้นี้ยากจังเลย このページはすごく難しそうな気がします。

558 ［笑う。］

559 ［タブレットに指で「援用」と書いてJTDicアプリで検索
すると，「えんよう」という読みとการอา้งค าพดู
「発言の引用」という意味が得られた。］ 
えんよう［日本語で発話する］ คอือะไร อะ การอา้ง

ค าพดู ก็อา้งค าพดูของ 高橋［タイ語的に発音する］ 

มา

［タブレットに指で「援用」と書いてJTDicアプリで検索

すると，「えんよう」という読みとการอา้งค าพดู

「発言の引用」という意味が得られた。］「えんよう」つ
まり，なんですか。あ。発言の引用。「高橋」［タイ語的
に発音する］の発言の引用がきました。

560 うーん。

561 ［「さらにはその技法が現代マンガには残存している
ことも明らかにした」の部分を読み始める。］ 
さらには 現代マンガには 
ざいしていることも［日本語で発話する］ แลว้ก็

นอกจากนี้เนี่ย มนัก็ยังเห็นไดช้ดัวา่ มนัยังหลงเหลอือยู่

ใน マンガ［日本語で発話する］ ในยคุปัจจบุนั

［「さらにはその技法が現代マンガには残存している
ことも明らかにした」の部分を読み始める。］「さらに
は，現代マンガには，ざいしていることも」それから，
この他にもですね，それがまだはっきり見えるのは，
それはまだ残っています，現代の「マンガ」の中に。

562 p.4 その次の拙稿と同様、本稿もその延長線上に位置するのだが、正にそ
の「引用の織物」であることが、『犬夜叉』の一番の魅力となっていると思
われるので、本節ではその点について論述してみよう。

［「その次の拙稿と同様」の部分を黙って読んでいる。
］ แลว้ก็ตอ่จากนัน้ ก็คอืของ ของ อนันี้น่าจะชือ่คน 

［「拙稿」を指さす］ と同様［日本語で発話する］ ก็

เหมอืนกนั

［「その次の拙稿と同様」の部分を黙って読んでい
る。］それから，そこから続いて，つまりの，の，これ
はおそらく人の名前です［「拙稿」を指さす］。「と同
様」同じく。

563 うん。

564 ［「本稿もその延長線上に位置するのだが」の部分を
黙って読んでいる。］ 延長線上［日本語で発話する］
 ก็ตัวตน้ฉบบัเนี่ยมนัก็วาง วาง น่าจะวางเรือ่งไวแ้บบ

ยาว ๆ

［「本稿もその延長線上に位置するのだが」の部分を
黙って読んでいる。］「延長線上」んー，原作自体もで
すね，それも置いて，置いて，おそらく長い様式の話
を置いておきます。

565 うーん。

566 อนันี้ อนันี้ยาว ［「長」を指さす］ เสน้ อาจจะหมายถงึ

แบบวา่โครงเรือ่งมนัยาวหรอืเปลา่

これ，これ長い［「長」を指さす］。線。たぶん意味して
いるのは話の構造が長いというようなことじゃないで
しょうか。

567 うーん。

568 ［「正にその「引用の織物」であることが」の部分を黙
って読んでいる。］ แลว้ก็การทีจ่ะอา้ง อะ๊ หนูแปลอนั

นี้ดกีวา่รูส้กึเห็นเยอะ ขอใช ้
dic［dictionaryの意味。タイ語において外来語に当た
る］ นะคะ 
［タブレットに指で「織物」と書いてJTDicアプリで検索
すると，「おりもの」という読みとสิง่ทอ
「織物」，textileという意味が得られた。］ 
おりもの［日本語で発話する］ สิง่ทอเหรอ เกีย่ว

อะไรอะ เกีย่วอะไรอะ textile［英語で発話する］ ฮ ึงัน้

แปลวา่อา้งองิเหมอืนเดมิแลว้กนัคะ่

［「正にその「引用の織物」であることが」の部分を黙
って読んでいる。］それから，引用すること，あ，私は
これを訳したほうがいいです。多く目につくように感じ
ます。「dic」［dictionaryのこと。タイ語において外来語
に当たる］を使わせてくださいね。［タブレットに指で「
織物」と書いてJTDicアプリで検索すると，「おりもの」
という読みとสิง่ทอ
「織物」，textileという意味が得られた。］「おりもの」織
物ですか，どう関係しますか。「textile」［英語で発話
する］ふう。じゃ元のまま引用と訳すことにしますね。

569 うん。

570 เออ่ 
［「『犬夜叉』の一番の魅力となっていると思われるの
で」の部分を黙って読んでいる。］ 
となっていると思われ［日本語で発話する］ มนัก็ถกู

คดิวา่เป็น สิง่ทีม่นัน่าดงึดดูมากทีส่ดุในเรือ่ง 
犬夜叉［タイ語的に発音する］

えー。［「『犬夜叉』の一番の魅力となっていると思わ
れるので」の部分を黙って読んでいる。］「となってい
ると思われ」それは思われています。「犬夜叉［タイ語
的に発音する］」の話の中で最も引きつけるだろうも
のです。

571 ふーん。

572 ［「本節ではその点について論述してみよう」の部分を
読み始める。］ その点について［日本語で発話する］
 แลว้ก็จะลองมาพดูเกีย่วกบัจดุนัน้กนั

［「本節ではその点について論述してみよう」の部分
を読み始める。］「その点について」それから，その点
について話していくことにしましょう。

573 うん。

574 p.4 前節に掲げた粗筋は、知識を共有すべく気を使って書いたつもりだが、
それを読んで先ず気づくのは、『竹取物語』及び『南総里見八犬伝』の引
用のはずである。

ก็ เออ่ เรือ่งทีไ่ดพ้ดูไวก้อ่นหนา้นี้ まあ，えー，これの前までに話した話は。

575 うん。

576 ［「知識を共有すべく気を使って書いたつもりだが」の
部分を読み始める。］ 共有すべく 
共有すべく気を使って書いたつもりだが［日本語で発
話する］ เออ่ เขาตัง้ใจวา่จะเขยีนโดยใชค้วามรูใ้สเ่ขา้

ไปดว้ย

［「知識を共有すべく気を使って書いたつもりだが」の
部分を読み始める。］「共有すべく，共有すべく気を
使って書いたつもりだが」えー，知識を使って注いで
書こうと意識していました。

577 ふーん。

578 ［「それを読んで先ず気づくのは、『竹取物語』及び『
南総里見八犬伝』の引用のはずである」の部分を黙
って読んでいる。］ แลว้ก็ แลว้ก็พอ พอลองอา่นแลว้ 

อะไรอะ ก็พบวา่มนัอา้งองิมาจากเรือ่ง เออ่ 

竹取物語［日本語で発話する］ หรอืพรอ้มกบัเรือ่ง 
南総里見八犬伝［日本語で発話する］ 
［黙って読んでいる。］ ยังดเีรยีนมาเมือ่เทอมทีแ่ลว้ 
［笑う。］

［「それを読んで先ず気づくのは、『竹取物語』及び
『南総里見八犬伝』の引用のはずである」の部分を
黙って読んでいる。］それで，それで，と，読んでみる
と，何ですか。んー，出会うのはそれが話から引用し
ていることです。えー，「竹取物語」もしくは「南総里見
八犬伝」の話も。［黙って読んでいる。］前の学期に勉
強していてまだよかったです。［笑う。］

579 読んだことがある。

580 คะ่ はい。

581 読んだのですか。



582 เออ่ ไม ่ไมไ่ดอ้า่น ครูเลา่ใหฟั้งคะ่ えー，いえ，読んではいません。先生が話して聞かせ
てくれました。

583 おお，そうでしたか。

584 วชิาวรรณคดี 文学の科目です。

585 ほー。

586 อนันี้ก็คนตัดไผท่ีม่เีจา้หญงิใชไ่หมคะ 
［「竹取物語」を指さす］

これは姫がいる竹を切った人，じゃないですか［「竹
取物語」を指さす］。

587 うーん。

588 แลว้ก็อนันี้ก็คอืเรือ่ง ［「南総里見八犬伝」を指さす］ 

เรือ่งลกูแกว้ ทีม่ลีกูประค าวเิศษแปดลกูแลว้ก็แบบ

それとこれはその，話です［「南総里見八犬伝」を指
さす］，ガラス玉，8つの特別な数珠がある話。

589 うーん。

590 เหมอืนอะไรคะ มนักระจายไปอะคะ่ なんと同じですか，それは散らばりました。

591 ほお。

592 แลว้ก็แบบในลกูประค ามนัก็จะมคีณุสมบตัิ それから，なんかその数珠にも価値があります。

593 うん。

594 อาจจะแบบเป็นคนมสีจัจะ เป็นคนดี たぶんなんか誓いある人です，いい人です。

595 うーん。

596 ตามนัน้ แลว้เขาก็พยามรวบรวมลกูแกว้เพือ่ชว่ย

ครอบครัว さとみ［タイ語的に発音する］

それにしたがって，それで，「さとみ」［タイ語的に発音
する］の家族を助けるためにガラス玉を集めるよう努
めます。

597 ふーん。

598 มนัก็อาจจะเกีย่วกบัแบบวา่อนันี้มนัก็ตอ้งไปรวบรวม

ลกูแกว้เหมอืนกนัน่ะคะ่

それはたぶんなんか関係しています。これは同じよう
にガラス玉を集めていかなければなりません。

599 うん。

600 p.4 何故なら、既に注意を喚起しておいたように、犬夜叉の着物は「火鼠の
皮衣」であるし、かけらではないし、『犬夜叉』の場合八つではなく、無数
であるのだが、日本中に散らばった玉を集めるというのは言うまでもなく
『八犬伝』で、そう解いてみると、犬夜叉が大犬の妖怪と人間の母との間
に生まれた半妖というのも、八犬士が妖犬八房と人間の女性伏姫との子
という設定と良く適い、題名『犬夜叉』も、また同様に良く分かるのであ
る。

なぜなら［日本語で発話する］ ท าไมนะเหรอ 

［聞き取り不能］ ［［黙って読んでいる。］ สิง่ทีเ่ราควร

ระวังก็คอื

「なぜなら」なんでなの［聞き取り不能］。［黙って読ん
でいる。］私たちが気をつけるべきこととは。

601 うん。

602 ［「犬夜叉の着物は「火鼠の皮衣」であるし」の部分を
読み始める。］ 犬夜叉の着物［タイ語的に発音する］
 เนี่ย เออ เสือ้ 着物［タイ語的に発音する］ ของ 

犬夜叉［タイ語的に発音する］ เนี่ย ท ามาจากเสือ้ขน

หนูไฟ เสือ้หนังหนูไฟ かけ かけら かけら 

かけらではないし かけら［日本語で発話する］ คอืไร

 ไมใ่ช ่かけら［日本語で発話する］ ไมใ่ชเ่ศษเหรอ 

ไมใ่ชเ่ศษ

［「犬夜叉の着物は「火鼠の皮衣」であるし」の部分を
読み始める。］「犬夜叉の着物」［タイ語的に発音す
る］は，えー，「犬夜叉」［タイ語的に発音する］の「着
物」［タイ語的に発音する］の服は，火ネズミの毛から
作られ，火ネズミの皮の服「かけ，かけら，かけら，か
けらではないし，かけら」つまりは何，「かけら」ではな
い。かけらではないのですか，かけらではありませ
ん。

603 うん。

604 ［「『犬夜叉』の場合八つではなく」の部分を読み始め
る。］ 犬夜叉［タイ語的に発音する］ 
の場合［日本語で発話する］ แลว้ในกรณีของ 

犬夜叉［タイ語的に発音する］ เนี่ยก็ไมใ่ชแ่ปดอยา่ง

 無数であるだが［日本語で発話する］ ก็ม ีเออ่ มนัีบ

ไมถ่ว้น คอืในเรือ่ง ในเรือ่ง そう 

南総里見［日本語で発話する］ เนี่ยเขามลีกูแกว้แปด

ลกูทีจ่ะตอ้งไปรวบรวมใชไ่หมคะ

［「『犬夜叉』の場合八つではなく」の部分を読み始め
る。］「犬夜叉」［タイ語的に発音する］「の場合」それ
から，「犬夜叉」［タイ語的に発音する］の場合は8つ
ではありません。「無数であるだが」んーあります。
えー，数えられないほどあります。つまり，話の中に。
「そう，南総里見」の話の中には集めに行かなければ
ならないガラス玉は8つありましたよね。

605 うん。

606 แตอ่นันี้คอืแบบมนัแตกเป็นเสีย่ง ๆ อะ มจี านวนไมส่ ิน้สดุ でも，これはつまり，細かく砕けてですね，尽きること
がない数があります。

607 うん。

608 ［「日本中に散らばった玉を集めるというのは言うまで
もなく『八犬伝』で、そう解いてみると」の部分を読み
始める。］ 
日本ちゅうに散らたまるというのは［日本語で発話す
る］ เมือ่ いうまでもなく八犬伝で 

そうといてみると［日本語で発話する］ คอืการทีต่อ้ง

รวบรวมลกูแกว้ทีม่นักระจัดกระจายไปท่ัวญีปุ่่ นเนี่ย มนั

ก็คอื 八犬伝［日本語で発話する］ นี่แหละ และถา้

เขา้ใจอยา่งนัน้เนี่ย

［「日本中に散らばった玉を集めるというのは言うま
でもなく『八犬伝』で、そう解いてみると」の部分を読
み始める。］「日本ちゅうに散らたまるというのは」とき
「いうまでもなく八犬伝で，そうといてみると」つまり，
日本中に散らばったガラス玉を集めなければならな
いことは，それというのが「八犬伝」です。で，もし理
解できたのならそのように。

609 うん。

610 犬夜叉［タイ語的に発音する］ ก็คอื 
［「犬夜叉が大犬の妖怪と人間の母との間に生まれ
た半妖というのも」の部分を黙って読んでいる。］ ก็

คอื เออ่ ครึง่อสรูทีเ่กดิจาก เออ่ แมซ่ ึง่เป็นมนุษยก์บั 

กบัอสรู เออ่ ทีเ่ป็นปีศาจสนัุขผูย้ ิง่ใหญ่

「犬夜叉」［タイ語的に発音する］というのは。［「犬夜
叉が大犬の妖怪と人間の母との間に生まれた半妖
というのも」の部分を黙って読んでいる。］つまり，
えー，半分夜叉でから生まれました，えー，人間であ
る母と，夜叉と，えー，巨大な犬の妖怪です。

611

612 ［「八犬士が妖犬八房と人間の女性伏姫との子という
設定と良く適い」の部分を読み始める。］ 
はっでんしがよう と人間とのこという 
設定とよく［日本語で発話する］ ออื แลว้ก็อะไรอะ ใน

เรือ่ง 八犬伝［日本語で発話する］ มนัจะมนัีก นัก 

นักรบเหรอ หรอืนักบวชอะไรสกัอยา่งอะคะ่ ก็คอืม ีมี

แปดคนอะไรแบบชือ่เขาจะขึน้ จะขึน้ดว้ย ดว้ยค าวา่

หมาหมดเลย

［「八犬士が妖犬八房と人間の女性伏姫との子という
設定と良く適い」の部分を読み始める。］「はっでんし
がよう，と人間とのこという，設定とよく」うーん。それ
から，何ですか。「八犬伝」の話の中でそれには士が
います，士，戦士でしょうか。あるいは僧侶か何かで
す。がまあいて，8人何かいて，名付けられ，名付け
る，すべて犬という語とともに。

613 うーん。

614 แลว้น่าจะหมายถงึแบบ เออ่ นับรบหมา นักรบสนัุขพวก

นัน้เนี่ย

それから，おそらく意味しているのはなんか，えー，
それらの犬の戦士は，

615 うん。

616 เขาก็ เขาก็เกดิจาก น่าจะเกดิจากปีศาจหมาดว้ยรวม

กบัมนุษย ์ซึง่เป็นผูห้ญงิ เป็น เป็นเจา้หญงิอะคะ่ 

のこという［日本語で発話する］ ก็คอืในเรือ่ง 

八犬伝［日本語で発話する］ เนี่ยคนทีต่ามหาลกูแกว้

ก็เกดิจาก แมท่ีเ่ป็นมนุษยก์บัพอ่ทีเ่ป็นปีศาจหมา

เหมอืนกนั

彼らは，彼らはから生まれました。おそらく犬の妖怪
と人間，の女性，姫です。とを合わせてから生まれま
した「のこという」つまり，「八犬伝」の話の中でガラス
玉を探している人は生まれました，同じように人間の
母と犬の妖怪の父から。

617 うん。

618 ［「題名『犬夜叉』も、また同様に良く分かるのである」
の部分を読み始める。］ 
題名犬夜叉［日本語で発話する］ คอืชือ่หลักเขาก็

เลยชือ่ 犬夜叉［タイ語的に発音する］ また同じ 

またように［日本語で発話する］ แลว้ก็น่าจะมสีว่นที่

เหมอืนกนัอกี

［「題名『犬夜叉』も、また同様に良く分かるのである」
の部分を読み始める。］「題名犬夜叉」とは主題でそ
れで，名前「犬夜叉」［タイ語的に発音する］，「また同
じ，またように」それから，おそらくさらに同じ部分が
あります。



619 p.4 ただ、犬夜叉の着る火鼠の皮衣は、火だけではなく、「ヘタな鎧より強」く
全ての攻撃から身を守るものだが、かごめを守るために犬夜叉がそれを
貸し与え、猛火に包まれながらも、かごめには火傷一つ無いというシー
ンもある上に、その次に出てくる、昔その衣を犬夜叉に与えた母（尤もそ
れは、父の遺産を狙う犬夜叉の兄・殺生丸が送った刺客だと後に判明す
るが）は、巨大な満月を背景に十二単を着、空飛ぶ牛車に乗って登場す
るから、一応人間という設定ではあるが、明らかにかぐや姫をイメージし
ていよう。

ออื ［黙って読んでいる。］ แตว่า่ 

犬夜叉の着る［日本語で発話する］ แตว่า่เสือ้ขนหนู

ไฟที ่犬夜叉［タイ語的に発音する］ 

犬夜叉［タイ語的に発音する］ ใสเ่นี่ย ไมใ่ชแ่คไ่ฟ

อยา่งเดยีว ヘタな ヘタな ヘタな［日本語で発話する］

 อนันี้ไมรู่เ้หล็กหรอือะไรหรอืเปลา่ ［「鎧」を指さす］

うーん。［黙って読んでいる。］でも，「犬夜叉の着る」
でも，火ネズミの毛の服，「犬夜叉」［タイ語的に発音
する］の，「犬夜叉」［タイ語的に発音する］が着る，
は，火だけではありません。「ヘタな，ヘタな，ヘタな
これは鉄か何かなのか分かりません［「鎧」を指さ
す］。

620 うん。

621 เดีย๋วลองหาแลว้กนันะคะ คอืมนัแข็งแกร่งกวา่ อนั อนั

นี้กาก ๆ ดว้ย อา้วท าไมพมิพไ์มต่ดิ ไมข่ ึน้มา คา้ง ๆ 
［タブレットに指で「鎧」を書いて認識させようとしてい
るが，なかなかうまくいかない］ 
［タブレットに指で「鎧」と書いてJTDicアプリで検索す
ると，「よろい」という読みとarmorという意味が得られ
た。］ ヘタな［日本語で発話する］ 
［黙って読んでいる。］ ออื หายไปไหนแลว้ ออ้ 
［黙って読んでいる。］ ヘタな［日本語で発話する］ 
อะไรอะ よりに［日本語で発話する］ ［笑う。］ หา 
dic［dictionaryの意味。タイ語において外来語に当た
る］ องักฤษอกีที

探してみることにしましょう。つまり，これのほうが強
いです，これ，これはかけらもあります。うわーどうし
て出ないのですか，出てきません。近い［タブレットに
指で「鎧」を書いて認識させようとしているが，なかな
かうまくいかない］。［タブレットに指で「鎧」と書いて
JTDicアプリで検索すると，「よろい」という読みと
armorという意味が得られた。］「ヘタな」。［黙って読
んでいる。］うーん。何を探しに行きましょう。ああ。
［黙って読んでいる。］「ヘタな」何ですか。「よりに」。
［笑う。］もう一度英語の「dic」［dictionaryのこと。タイ
語において外来語に当たる］を探します。

622 うん。

623 ［タブレットに「armor」と打ち込んでThai Fast 
Dictionaryで検索すると，เสือ้เกราะ

「鎧」という意味が得られた。］ เสือ้เกราะ เออ่ 

แข็งแกร่งกวา่เสือ้เกราะกาก ๆ อะ๊ ไมใ่ช ่คอื คอื

เหมอืนวา่มนัแข็งแกร่งกวา่เสือ้เกราะท่ัว ๆ ไป 

すての［日本語で発話する］ ก็สามารถ สามารถ

ปกป้อง การโจมตทีกุอยา่งได ้สามารถปกป้องร่างกาย

จากการโจมตทีกุอยา่งไดห้มดเลย

［タブレットに「armor」と打ち込んでThai Fast 
Dictionaryで検索すると，เสือ้เกราะ
「鎧」という意味が得られた。］鎧，えー，鎧よりも強
い，あっ，違います。つまり，つまり，それは一般の鎧
よりも強いです。「すての」んー，できます，守ること
ができます，あらゆるものの攻撃ができます。あらゆ
るものの攻撃すべてから体を守ることができます。

624 ふーん。

625 かごめを守るため犬夜叉それを［日本語で発話する］
 
［「かごめを守るために犬夜叉がそれを貸し与え」の
部分を黙って読んでいる。］ อะไรอะ เพือ่จะปกป้อง 

เพือ่ที ่犬夜叉［タイ語的に発音する］ จะปกป้อง 

かごめ［タイ語的に発音する］ อะไรอะ แลก 

［黙って読んでいる。］ เหมอืนวา่ใหเ้ขาใสห่รอืเปลา่

ไมแ่น่ใจคะ่

「かごめを守るため犬夜叉それを」。［「かごめを守る
ために犬夜叉がそれを貸し与え」の部分を黙って読
んでいる。］何ですか。守るために，「犬夜叉」［タイ語
的に発音する］が「かごめ」［タイ語的に発音する］を
守るために，何ですか。換える。［黙って読んでい
る。］なんというか着させたんじゃないでしょうか，はっ
きりしませんが。

626 うーん。

627 ออื 
［「猛火に包まれながらも」の部分を黙って読んでいる
。］ ถงึแมจ้ะโดน โดน โดนหุม้ โดนไฟคลอกก็ 
かごめには 
ひとつないというシーン［日本語で発話する］ มนัก็มี

 シーン ［タイ語において外来語に当たる］ ที ่

かごめ［タイ語的に発音する］ เนี่ยโดนไฟคลอกอยู่

แตเ่พราะวา่เหมอืนใสเ่สือ้ เสือ้หนังหนูไฟเนี่ย 

かごめ［タイ語的に発音する］ ก็เลยไมม่แีม ้ไมม่แีผล

ไฟลวกแมแ้ตจ่ดุเดยีว

うーん。［「猛火に包まれながらも」の部分を黙って読
んでいる。］たとえされても，される，包まれる。やけ
どを負うのも「かごめには，ひとつないというシーン」
それは「かごめ」［タイ語的に発音する］がやけどを負
う「シーン」［タイ語において外来語に当たる］，なのに
どうも服を着ていたから，火ネズミ皮の服を，「かご
め」［タイ語的に発音する］はそれで，ありませんでし
た。一点たりともやけどしませんでした。

628 うーん。

629 นอกจากนี้ เออ่ 

その次に出てくる［日本語で発話する］ ทีอ่อกมาเนี่ย

ก็ม ี昔その 

その服犬夜叉にあた［日本語で発話する］ เออ่ แมท่ี่

ให ้ใหเ้สือ้อนันัน้กบั 犬夜叉［タイ語的に発音する］ 

สมยักอ่น

この他に，えー，「その次に出てくる」出てくるものが
あります。「昔その，その服犬夜叉にあた」えー，あげ
た，それの服を「犬夜叉」［タイ語的に発音する］に前
にあげた，母。

630 うん。

631 もそれは［日本語で発話する］ อนันัน้ก็เหมอืนกนั อนั

นี้อะไรไมรู่ค้ะ่ ［「尤も」を指さす］ ลองเปิด dic 
［dictionaryの意味。タイ語において外来語に当たる］
 นะคะ もそれは［日本語で発話する］ 
［タブレットに指で「尤」と書いてJTDicアプリで検索し
，検索結果一覧から「尤も」を選ぶと，「もっとも」という
読みが得られた。］ もっとも［日本語で発話する］ 
เหรอ ออ๋ もっとも［日本語で発話する］ แตเ่ดมิเนี่ย 

もっとも もっとも もっとも［日本語で発話する］ ไม ่

ไมใ่ชแ่ตเ่ดมิ ปกตแิลว้

「もそれは」これも同じです。これは何か分かりませ
ん［「尤も」を指さす］。「dic」［dictionaryのこと。タイ語
において外来語に当たる］を開いてみますね。「もそ
れは」。［タブレットに指で「尤」と書いてJTDicアプリで
検索し，検索結果一覧から「尤も」を選ぶと，「もっと
も」という読みが得られた。］「もっとも」ですか。ああ。
「もっとも」でも元々は，「もっとも，もっとも，もっとも」
いや，元々ではありません。通常は。

632 うん。

633 ［「父の遺産を狙う犬夜叉の兄」の部分を黙って読ん
でいる。］ เออ่ พีช่าย 犬夜叉［タイ語的に発音する］ 

ซึง่ ซึง่ก็เล็ง ［黙って読んでいる。］ สมบตัลิ ้าคา่ของพอ่

［「父の遺産を狙う犬夜叉の兄」の部分を黙って読ん
でいる。］えー，「犬夜叉」［タイ語的に発音する］の
兄，は，も，狙います。［黙って読んでいる。］父の貴
重な財産を。

634 うん。

635 ［「殺生丸が送った刺客だと後に判明するが）は」の
部分を読み始める。］ 
せっしょうまるが［日本語で発話する］ 
［黙って読んでいる。］ ออื 

せっしょうまる［日本語で発話する］ ก็สง่อะไร เออ่ 

อนันี้แทงหรอืเปลา่ ［「刺客」を指さす］ แลว้ก็แขกเหรอ

 ลองหากอ่นนะคะ 
［タブレットに指で「刺客」と書いてJTDicアプリで検索
すると，「しかく」という読みとassassinという意味が得
られた。］ โอ ้assassin［英語で発話する］ 

せっしょうまる［日本語で発話する］ ก็สง่นักฆา่ 

［黙って読んでいる。］ มา

［「殺生丸が送った刺客だと後に判明するが）は」の
部分を読み始める。］「せっしょうまるが」。［黙って読
んでいる。］うーん。「せっしょうまる」が何を送りまし
たか，えー，これは刺すでしょうか［「刺客」を指さ
す］，それと客ですか。まずは探してみますね。［タブ
レットに指で「刺客」と書いてJTDicアプリで検索する
と，「しかく」という読みとassassinという意味が得られ
た。］おー。「assassin」［英語で発話する］「せっしょう
まる」は殺し屋を送り。［黙って読んでいる。］こみまし
た。

636 うーん。

637 ［黙って読んでいる。］ だと［日本語で発話する］ 
［黙って読んでいる。］ ออื ออ๋ เออ่คอื คนแมอ่ะคะ่ คน

แมท่ีใ่หเ้สือ้ขนหนูไฟกบั 

犬夜叉［タイ語的に発音する］ เนี่ย ร่างจรงิ ๆ แลว้คอื

เป็นนักฆา่ที ่せっしょうまる［日本語で発話する］ สง่

มา เพือ่ทีเ่ขาจะเอา เอาสมบตัขิองพอ่

［黙って読んでいる。］「だと」。［黙って読んでいる。］
うーん。おお，えーつまり，母という人がです，「犬夜
叉」［タイ語的に発音する］に火ネズミの毛の服をあ
げた母という人が，正体はつまり，「せっしょうまる」が
送りこんだ殺し屋でした。持って行くために，父の財
産を持って行きます。

638 うん。

639 ［「巨大な満月を背景に十二単を着」の部分を読み始
める。］ 巨大な満月［日本語で発話する］ แลว้ก็ใน

คนืทีพ่ระจันทรเ์ต็มดวงใหญ ่ๆ 

じゅうに［日本語で発話する］ พอถงึวันที ่เอย้ วันหรอื

เปลา่ ［黙って読んでいる。］ อะไรอะสบิสอง พอถงึ

อะไรสบิสองสกัอยา่ง

［「巨大な満月を背景に十二単を着」の部分を読み始
める。］「巨大な満月」それから，満月が大きな晩に，
「じゅうに」の日に至ると，えっ，日なのでしょうか。
［黙って読んでいる。］何が12，12の何かに至ると。

640 うん。

641 ［「空飛ぶ牛車に乗って登場するから」の部分を黙っ
て読んでいる。］ เออ่ เขาก็จะ เขาก็จะขีว่ัวทีบ่นิบน

ทอ้งฟ้า ［笑う。］ อนันี้วัวแลว้รถ ［「牛車」を指さす］ 

น่าจะขีว่ัวบนิบนทอ้งฟ้า

［「空飛ぶ牛車に乗って登場するから」の部分を黙っ
て読んでいる。］えー，彼は，空の上で牛を走らせま
す。［笑う。］これは牛に車［「牛車」を指さす］。おそら
く空の上で牛を走らせます。

642 うん。

643 ［「一応人間という設定ではあるが、明らかにかぐや
姫をイメージしていよう」の部分を読み始める。］ 
一応人間という設定［日本語で発話する］ ออื เขาก็

ถกูวางใหเ้ป็นมนุษย ์วา่ 

犬夜叉［タイ語的に発音する］ เนี่ย

［「一応人間という設定ではあるが、明らかにかぐや
姫をイメージしていよう」の部分を読み始める。］「一
応人間という設定」うーん。人間として設定されてい
ます，「犬夜叉」［タイ語的に発音する］を。



644 p.4 またこれはアニメのみの設定ではあるが、『犬夜叉』の劇場版第2作『鏡
の中の夢幻城』（2002年12月公開）では、最終的に犬夜叉と戦う妖女は
神久夜（かぐや）だし、例によって奈落の一味が、封印されていた神久夜
を解き放つために先ず集める品物というのが、順番こそ違え、犬夜叉の
火鼠の皮衣を含めた5つの難題と完全に一致する上に、それを手に入れ
る度に奈落の分身である神無（かんな）という妖女等が詠む歌も、もとも
と『竹取物語』に歌が存在しない龍の頸の玉の場合はその中の一節（も
ちろん原文）、その他のものは全て求婚者が受けたかぐや姫の歌という
徹底ぶりから、ほぼこれを疑うわけにはいかないだろう。

［「またこれはアニメのみの設定ではあるが」の部分
を黙って読んでいる。］ ใน 
［「『犬夜叉』の劇場版第2作『鏡の中の夢幻城』（2002
年12月公開）では」の部分を黙って読んでいる。］ ใน

เออ่ ภาคสอง

［「またこれはアニメのみの設定ではあるが」の部分
を黙って読んでいる。］中。［「『犬夜叉』の劇場版第2
作『鏡の中の夢幻城』（2002年12月公開）では」の部
分を黙って読んでいる。］えー中，場面2の，

645 うん。

646 น่าจะภาคสอง 劇［日本語で発話する］ เออ่ 

鏡の中の［日本語で発話する］ ออื ไมแ่น่ใจวา่

หมายถงึเป็น เป็น เป็นหนังหรอืเปลา่อะคะ่

おそらく「劇」の第2場面です。えー，「鏡の中の」うー
ん。はっきりしないのは意味するのが，が，映画なの
でしょうか。

647 うーん。

648 ก็คอืปราสาท อะ๊ ลองแปลดนูะคะ อนันี้กระจกแลว้ก็

ขา้งใน ความฝัน ภาพลวงตา ปราสาท 

［「鏡の中の夢幻城」を指さす］ น่าจะเป็นแบบ

ประมาณวา่ ปราสาทภาพลวงตาในฝันทีอ่ยู่ขา้งใน

กระจก

んーまあ城。あっ。試しに訳してみますね。これは
鏡，それに中，夢，蜃気楼，城［「鏡の中の夢幻城」を
指さす］。おそらくおおよそのところ，なんか鏡の中の
夢の蜃気楼の城です。

649 うーん。

650 น่าจะเป็นชือ่อะคะ่ おそらく名前ですね。

651 うん。

652 最終的に犬夜叉と戦う妖怪は 
かぐやだし［日本語で発話する］ ออ่ แลว้ก็ เออ่ ออื 

เออ่ ปีศาจตัวรา้ยทีต่อ่สูก้บั 

犬夜叉［タイ語的に発音する］ ในตอนสดุทา้ยของ

เรือ่งก็คอื かぐや［タイ語的に発音する］ 

かぐや［タイ語的に発音する］ มนัก็มาจากเรือ่ง เออ่ 

ทีต่ัดไผอ่ะคะ่

「最終的に犬夜叉と戦う妖怪は，かぐやだし」おお。そ
れに，えー，うーん，えー，「犬夜叉」［タイ語的に発音
する］」と戦う悪い妖怪，話の最後に，は，「かぐや」
［タイ語的に発音する］です。「かぐや」［タイ語的に発
音する］，それは話から来ています，えー，竹を切る，
ですね。

653 うん。

654 によって奈落の［日本語で発話する］ แลว้ก็จากใน

ตัวอยา่งนัน้ก็ น่าจะเป็นแผนของ 
奈落［タイ語的に発音する］

「によって奈落の」それから，その例から，おそらく
「奈落」［タイ語的に発音する］の計画があります。

655 ん。

656 ［「封印されていた神久夜を解き放つために先ず集め
る品物というのが」の部分を黙って読んでいる。］ 
แลว้ก็เพือ่ทีจ่ะ เออ่ ท าลาย ท าลาย ท าลายผนกึของ 

かぐや［タイ語的に発音する］ เนี่ย มนัจะตอ้งรวบรวม

ของ

［「封印されていた神久夜を解き放つために先ず集め
る品物というのが」の部分を黙って読んでいる。］そ
れのために，えー，破壊する，破壊する。「かぐや」
［タイ語的に発音する］の封印を破壊するには，それ
は集めなければなりません。

657 うん。

658 順番こそ違え［日本語で発話する］ เออ่ จะตอ้ง

รวบรวมของเพือ่ทีจ่ะท าลายผนกึของเจา้หญงิ 
かぐや［タイ語的に発音する］ 
順番［日本語で発話する］ แตว่า่ล าดับมนัตา่งกนั

「順番こそ違え」えー，「かぐや」［タイ語的に発音す
る］姫の封印を破壊するために集めなければなりま
せん。「順番」ですが順番は異なります。

659 うーん。

660 ［「犬夜叉の火鼠の皮衣を含めた5つの難題と完全に
一致する上に」の部分を読み始める。］ 犬夜叉の 
めたごつのと完全に［日本語で発話する］ แลว้ก็ถา้

เกดิรวมเสือ้หนังหนูกนัไฟของ 

犬夜叉［タイ語的に発音する］ เขา้ไปดว้ยเนี่ย มนัก็

จะมหีา้อนั แลว้มนัก็จะสมบรูณ์แบบ

［「犬夜叉の火鼠の皮衣を含めた5つの難題と完全に
一致する上に」の部分を読み始める。］「犬夜叉の，
めたごつのと完全に」それにもし「犬夜叉」［タイ語的
に発音する］の火に耐えるネズミの皮の服を合わせ
れば，一緒にすれば，それは5つあります，それで，
満たされます。

661 うーん。

662 ［「それを手に入れる度に奈落の分身である神無（か
んな）という妖女等が詠む歌も」の部分を黙って読ん
でいる。］ ออื それを手に入れるに 

奈落のであるかんなという［日本語で発話する］ ออื 

［黙って読んでいる。］ แลว้ก็ทกุครัง้ทีไ่ด ้ไดม้า

ครอบครอง น่าจะหมายถงึไดข้องหา้อยา่งมา

ครอบครองเนี่ย

［「それを手に入れる度に奈落の分身である神無（か
んな）という妖女等が詠む歌も」の部分を黙って読ん
でいる。］うーん。「それを手に入れるに，奈落のであ
るかんなという」うーん。［黙って読んでいる。］それか
ら，毎回できる，所有できる，おそらく意味するのは，
5つのものを所有して，

663 うん。

664 かんな［日本語で発話する］ ทีเ่ป็นสว่นหนึง่ของ 

奈落［タイ語的に発音する］ เป็นปีศาจทีเ่ป็นสว่นหนึง่

ของ 奈落［タイ語的に発音する］ เขาก็จะ รอ้งเพลง

เหรอ เขาก็จะรอ้งเพลง

「奈落」［タイ語的に発音する］の一部である「かんな」
は「奈落」［タイ語的に発音する］の一部である妖怪
で，それは，歌を歌うのですか。それが歌を歌いま
す。

665 うん。

666 ［「もともと『竹取物語』に歌が存在しない龍の頸の玉
の場合はその中の一節（もちろん原文）」の部分を読
み始める。］ แลว้ก็แตเ่ดมิเนี่ยในเรือ่ง 

竹取物語［日本語で発話する］ เนี่ยไมม่เีพลงนัน้อยู่

［「もともと『竹取物語』に歌が存在しない龍の頸の玉
の場合はその中の一節（もちろん原文）」の部分を読
み始める。］それと元々ですね，「竹取物語」の話の
中にはその歌はありません。

667 うん。

668 เอะ๊ 存在しない［日本語で発話する］ อนันี้มงักรหรอื

เปลา่ ［「龍」を指さす］ เอ その中のもちろんげん 

しないたまの場合はその［日本語で発話する］ ออื 

กบัวา่ในแตเ่ดมิในเรือ่งนัน้มนัไมม่ ีไมม่ ีไมม่เีพลง

えっ。「存在しない」これは龍でしょうか［「龍」を指さ
す］。「その中のもちろんげん，しないたまの場合はそ
の」うーん。と，元々その話にはありません。ありませ
ん，歌はありません。

669 うん。

670 ลองหาอนันี้ดกีวา่คะ่ 
［タブレットに指で「龍」の漢字を書こうとしたと思われ
る。］ เอย้ ไมน่่าใช ่เอาใหม ่
［タブレットに指で「龍」と書いてJTDicアプリで検索す
ると，มงักร「龍」という意味が得られた。］ อา้ว มงักร

จรงิดว้ย มงักรโนะ อนันี้ก็อะไรก็ไมรู่ค้ะ่ เป็นมงักร 
［タブレットに指で「頸」と書いてJTDicアプリで検索す
ると，「くび」という読みが得られた。］ ฮะ 

くび［日本語で発話する］ เหรอ 

くび［日本語で発話する］ ท าไมมนัยากแบบนี้ละ่ 

くび［日本語で発話する］ ไมไ่ดแ้คน่ี้เหรอ 
［指の動きから「首」を空書したと思われる］

これを探してみたほうがいいです。［タブレットに指で
「龍」の漢字を書こうとしたと思われる。］うわー，違い
そうです。もう一度します。［タブレットに指で「龍」と書
いてJTDicアプリで検索すると，มงักร
「龍」という意味が得られた。］あー，本当に龍です
ね，龍ね，これは何か知りません，龍の。［タブレット
に指で「頸」と書いてJTDicアプリで検索すると，「く
び」という読みが得られた。］は？「くび」ですか。「く
び」なぜこうも難しく。「くび」これだけではないのです
か［指の動きから「首」を空書したと思われる］。

671 ［笑う。］

672 เออ่ ในกรณีของ ของ ของ ๆ ลกูแกว้ทีค่อมงักร 

［黙って読んでいる。］ มนัก็ไมม่อียู่ในเพลง แลว้ก็

มนัน่ะถอืเป็น อะไรอะ ถอืเป็นเรือ่งทีแ่บบแตง่ขึน้ใหม ่

แบบเป็นตน้ฉบบั

えー，の場合，の，の，龍の首のガラス玉の。［黙って
読んでいる。］それは歌の中にありません。それにそ
れは信じられています。何ですか。新しく作られた話
だと信じられています，オリジナルとして。

673 うん。

674 ［「その他のものは全て求婚者が受けたかぐや姫の
歌という徹底ぶりから」の部分を読み始める。］ 
その他のもの全て［日本語で発話する］ 
［黙って読んでいる。］ แลว้ก็นอกจากไอล้กูแกว้ทีค่อ

มงักรแลว้อยา่งอืน่น่ะคะ่มนัก็เป็น เป็นของทัง้หมดที ่ที่

เหมอืนจะเอามา เขาเรยีกวา่อะไรอะ เวลาจะแตง่งาน

แลว้เอาของมาใหอ้ะคะ่

［「その他のものは全て求婚者が受けたかぐや姫の
歌という徹底ぶりから」の部分を読み始める。］「その
他のもの全て」。［黙って読んでいる。］それから，龍
の首のガラス玉のほかに，その他にですね，それ
は，全ての，同じように持って来ます。何と呼ぶので
しょう。結婚するときにものを持ち寄って渡します。

675 うーん。

676 の［日本語で発話する］ เพลง 

という徹底ぶりから［日本語で発話する］ คอืมนัก็คงมี

เพลง ทีเ่ขารอ้งเกีย่วกบัของทีจ่ะเอามาถวายให ้

かぐや姫［タイ語的に発音する］ ตอนจะขอแตง่งาน

「の」歌「という徹底ぶりから」つまり，それにはたぶん
歌があります。「かぐや姫」［タイ語的に発音する］に
ささげるように持ってきたものに関することを歌いま
す。結婚を求めるときに。

677 うーん。



678 ［「ほぼこれを疑うわけにはいかないだろう」の部分を
読み始める。］ 
ほぼこれをわけに［日本語で発話する］ แลว้ก็คงจะ

มคี าถามเกีย่วกบั คงจะตัง้ค าถามเกีย่วกบัเรือ่งนี้ คอืใน

เรือ่งคนตัดไผ ่เจา้หญงิเขาสวยมากใชไ่หมคะ

［「ほぼこれを疑うわけにはいかないだろう」の部分を
読み始める。］「ほぼこれをわけに」それから，きっと
関しての疑問があります。きっとこの話に関して疑問
を持ちます。すなわち竹を切る人の話，姫，彼女はと
ても美しかったのですよね？

679 うーん。

680 แลว้ก็แบบคนทีเ่ขามาสูข่อตอ้งแบบไปหาของหายาก 

เอามาถวายอะไรพวกนี้คะ่ ไมแ่น่ใจวา่เสือ้ของ 

犬夜叉［タイ語的に発音する］ มหีรอืเปลา่

それになんか挑みに来た人はなにか探しがたいもの
を探しに行ってもらわなければなりませんでした。そ
れらをささげに持って来るように。「犬夜叉」［タイ語的
に発音する］の服にあるかははっきりしないのです
が。

681 うん。

682 เอะ๊ ใชไ่หม มนัคอืเรือ่งนี้ใชไ่หม えっ。ですよね？それはこの話でいいですか。

683 ［笑う。］

684 p.4 これだけでも『犬夜叉』は既に2つの作品を引用していることになるが、察
しの良い方はもうお分かりのように、もう一つ加えることが可能である。

これだけでも［日本語で発話する］ ถงึแมจ้ะแคน่ี้ 

犬夜叉［タイ語的に発音する］ ก็ 
ふたつの作品を引用していること［日本語で発話する
］ เขาก็อา้งมาจากสองเรือ่งนี้ สองเรือ่งนี้ก็คอื 

竹取物語［日本語で発話する］ กบั 
南総里見八犬伝［日本語で発話する］ 
良いほうはもうお分かりのように［日本語で発話する］
 ก็ส ิง่ทีเ่ขาตอ้งการจะพดูเนี่ยก็ น่าจะเริม่เขา้ใจแลว้ 

もうひとつ加えることが［日本語で発話する］ แตว่า่

เราจะเพิม่เขา้ไปอกีเรือ่งก็ได ้

「これだけでも」これだけでも，「犬夜叉」［タイ語的に
発音する］は「ふたつの作品を引用していること」そ
れは2つの話から引用しています。2つの話というの
は「竹取物語」と「南総里見八犬伝」です。「良いほう
はもうお分かりのように」んー，求めることは話したよ
うに，どうも分かりかけてきました。「もうひとつ加える
ことが」ですが私たちはもうひとつ話を加えてもいい
でしょう。

685 んー。

686 p.4 それは『西遊記』である。 それは［日本語で発話する］ อุย้ เรือ่งนี้ไมรู่จั้ก 
［「西遊記」を指さしてから笑う］

「それは」うわっ，この話は知りません［「西遊記」を指
さしてから笑う］。

687 ［笑う。］

688 อนันัน้ก็คอืเรือ่ง เรือ่ง ทศิใต ้เลน่ บนัทกึ เอาเป็นวา่มนั

คอืเรือ่งนี้

それはまあ話，話，南，遊ぶ，記録する，それでもっ
てそのつまり，この話。

689 うーん。

690 ทีเ่อามาอา้งในเรือ่ง 犬夜叉［タイ語的に発音する］ 

เหมอืนกนั

同じく「犬夜叉」［タイ語的に発音する］の話の中に引
用されています。

691 ふーん。

692 p.4 かごめの「おすわり」という言葉により犬夜叉がずっこけるのはもちろん
知っていたが、それが「魂鎮めの念珠」によるものとはアニメを見るまで
知らなかったので、この点についてはつい最近まで気がつかなかった
が、それが孫悟空の頭の「禁箍児（きんこじ）の輪」を絞める「金緊禁の
呪」と同じものであることに気づけば、犬夜叉は、「犬猿の仲」による「猿」
から「犬」へのずらしであることに思い至るのも容易であろう。

かごめ［タイ語的に発音する］ เนี่ยเป็น เออ 
かごめ［タイ語的に発音する］ ［黙って読んでいる。］
 がずっこけるのはもちろん知っていたが 
ずっこける［日本語で発話する］ น่าจะหมายถงึหนา้

กระแทก

「かごめ」［タイ語的に発音する］は，えー，「かごめ」
［タイ語的に発音する］。［黙って読んでいる。］「が
ずっこけるのはもちろん知っていたが，ずっこける」お
そらく意味するのは衝撃的な顔，

693 うん。

694 หรอืเปลา่ใชไ่หมคะ แน่นอนอยู่แลว้ เราก็แบบรูอ้ยู่แลว้

วา่แบบ เออ่ จากการที ่かごめ［タイ語的に発音する］ 

เขาพดูค าวา่ おすわり［日本語で発話する］ เนี่ยมนัก็

จะท าให ้犬夜叉［タイ語的に発音する］ เนี่ย 

ずっこける［日本語で発話する］ หนา้ทิม่มัง้คะ ลอง

หาด ู
［タブレットに「すっこける」と打ち込んでJTDicアプリで
検索したが，検索結果は得られない。］ หอื ออ้ 
ずっこける［日本語で発話する］ ［タブレットに「すっこ
こる」と打ち込む。］

なのでしょうか，違いますか。当然ながら，私たちも
知っていました。えー，「かごめ」［タイ語的に発音す
る］，彼女が「おすわり」という言葉を話したことから，
それは「犬夜叉」［タイ語的に発音する］がさせてい
る，「ずっこける」顔を指したのでしょうか。探してみま
しょう。［タブレットに「すっこける」と打ち込んでJTDic
アプリで検索したが，検索結果は得られない。］
ふー。おお，「ずっこける」。［タブレットに「すっここる」
と打ち込む。］

695 ん。

696 อุย้ 
［タブレットに「ずっこける」と打ち込んでJTDicアプリで
検索したが，検索結果は得られない。］ ออื 

ずっこける［日本語で発話する］ ไมม่ ี
ずこける［日本語で発話する］ 
［タブレットに「ずこける」と打ち込んでJTDicアプリで
検索したが，検索結果は得られない。］ ไมม่ ีOkay 
［タイ語において外来語に当たり，タイ語発音をする］
 ชา่งมนั หนา้ทิม่ก็ไดค้ะ่

あれ。［タブレットに「ずっこける」と打ち込んでJTDic
アプリで検索したが，検索結果は得られない。］うー
ん。「ずっこける」ありません。「ずこける」。［タブレット
に「ずこける」と打ち込んでJTDicアプリで検索した
が，検索結果は得られない。］ありません。「Okay」［タ
イ語において外来語に当たり，タイ語発音をする］
放っときましょ。顔を指すでもかまいません。

697 うーん。

698 ［「それが「魂鎮めの念珠」によるものとはアニメを見
るまで知らなかったので」の部分を読み始める。］ 
เออ่ それが 
アニメを見るまで知らなかったので［日本語で発話す
る］ คอื อนันัน้มนัก็คอื คอืลกูประค าทีใ่ชส้งบวญิญาณ

［「それが「魂鎮めの念珠」によるものとはアニメを見
るまで知らなかったので」の部分を読み始める。］
えー，「それが，アニメを見るまで知らなかったので」
つまり，それがその，要するに精神を落ち着かせる
のに使う数珠，

699 うん。

700 เนี่ย によるものとは［日本語で発話する］ ไอ ้

ลกูประค าอนัเนี่ย จน อะไรอะ 
アニメを見るまで知らなかったので［日本語で発話す
る］ เพราะวา่ เธอจนไดด้ ู

アニメ［タイ語的に発音する］ เนี่ยก็จะไมรู่จั้กมนั

が，「によるものとは」これこの数珠，至る，何です
か。「アニメを見るまで知らなかったので」「アニメ」［タ
イ語的に発音する］を見ることに至った，ので，それ
で，それを知りませんでした。

701 うーん。

702 ［「この点についてはつい最近まで気がつかなかった
が」の部分を読み始める。］ 
これぜんよは［日本語で発話する］ เกีย่วกบัจดุนี้เนี่ย
 
つい最近まで気がつかなかったが［日本語で発話す
る］ กบัจดุเนี่ยก็ไมไ่ด ้ไมไ่ดส้ะกดิใจมาจนถงึระยะนี้แต่

วา่

［「この点についてはつい最近まで気がつかなかった
が」の部分を読み始める。］「これぜんよは」この点に
関して，「つい最近まで気がつかなかったが」とこの
点はない，最近まで注意を払わなかったので，でも。

703 うん。

704 ［「それが孫悟空の頭の「禁箍児（きんこじ）の輪」を絞
める「金緊禁の呪」と同じものであることに気づけば」
の部分を読み始める。］ それが 
の頭［日本語で発話する］ อา ยากจัง อนันี้คอืหวัของ

 ［「孫悟空」を指さす］ ของอะไรอะหลานเหรอ หลาน 

ไมรู่ค้ะ่

［「それが孫悟空の頭の「禁箍児（きんこじ）の輪」を
絞める「金緊禁の呪」と同じものであることに気がつ
けば」の部分を読み始める。］「それが，の頭」あー，
すごく難しいです。これはつまり，［「孫悟空」を指さ
す］の頭，の何，孫なのですか。孫。知りません。

705 うん。

706 หลานทอ้งฟ้าอะไรก็ไมรู่ ้อะไรหวั ลองหานะคะ 孫，空，何，知りません。頭なんとか。探してみます
ね。

707 うん。

708 หลานใชไ่หม 
［タブレットに指で「孫悟空」と書いてJTDicアプリで検
索する。］ จะเจอไหม ［検索結果は得られない。］ ไม่

ม ีเอะ๊ เขยีนถกูแลว้ใชไ่หม ลองเอาไปที ่imiwa? นะคะ

孫じゃないですか。［タブレットに指で「孫悟空」と書い
てJTDicアプリで検索する。］出会えるでしょうか。［検
索結果は得られない。］ありません。えっ。正しく書い
てますよね？Imiwa？のほうにも行ってみますね。

709 うん。

710 ［タブレット上で「孫悟空」をコピーしてimiwa？で検索
すると，「そんごくう」という読みが得られた。］ 
そんごくう［日本語で発話する］ ไมม่เีลย อะไรอะ งัน้

เป็นหวัอะไรสกัอยา่ง ［笑う。］

［タブレット上で「孫悟空」をコピーしてimiwa？で検索
すると，「そんごくう」という読みが得られた。］「そんご
くう」ありませんね。何ですか。じゃ，なんとかの頭で
す。［笑う。］

711 ［笑う。］

712 หวัของอนันี้ これの頭。



713 うん。

714 きんこじの［日本語で発話する］ อนันี้ตอ้งหา้ม 

［「禁箍」を指さす］ อนันี้ตอ้งหา้ม แลว้ก็อนันี้ลอ้หรอื

เปลา่ をあるきんこじ 
と同じものであることに気づけば［日本語で発話する
］ คอืคดิวา่น่าจะม ีมลีกูประค า

「きんこじの」これは禁じなければなりません［「禁箍」
を指さす］。これは禁じなければならない，それとこれ
は輪でしょうか。「をあるきんこじ，と同じものであるこ
とに気づけば」つまり，思うにはおそらくあります，数
珠があります。

715 うん。

716 ［「犬夜叉は、「犬猿の仲」による「猿」から「犬」へのず
らしであることに思い至るのも容易であろう」の部分を
読み始める。］ เหมอืนกบัในเรือ่ง ในเรือ่งเนี่ยคะ่ ก็มนั

เหมอืนกนั ถา้เกดิวา่สงัเกตไดเ้นี่ย 

犬夜叉［タイ語的に発音する］ ก็เป็น เป็น เออ่ เป็น 

เป็น เป็นพรรคพวกเดยีวกบัอะไร หมา หมาอะไร อนันี้

อะไรก็ไมรู่ค้ะ่ ［「猿」を指さす］ เอะ๊ หรอืวา่ลงิ ［笑う。］

［「犬夜叉は、「犬猿の仲」による「猿」から「犬」への
ずらしであることに思い至るのも容易であろう」の部
分を読み始める。］話と同じように，この話です。もし
気がつくことができれば，「犬夜叉」［タイ語的に発音
する］も，だと，えー，だと，だと，何かと同じ仲間で
す。犬，犬なんとか，これが何かは知りません［「猿」
を指さす］。えっ，あるいは猿。［笑う。］

717 ［笑う。］

718 ลองเปิด 
dic［dictionaryの意味。タイ語において外来語に当た
る］ นะคะ น่าจะเกีย่วกบัสตัว ์ตัวหนา้มนัดเูกีย่วกบัสตัว์

หรอืเปลา่ 
［タブレットに指で「猿」と書いてJTDicアプリで検索す
ると，「さる」という読みとลงิ

「サル」という意味が得られた。］ ลงิ

「dic」［dictionaryのこと。タイ語において外来語に当
たる］を開いてみますね。おそらく動物に関係してい
ます。前の部分が動物に関係して見えるじゃないで
すか。［タブレットに指で「猿」と書いてJTDicアプリで
検索すると，「さる」という読みとลงิ
「サル」という意味が得られた。］猿。

719 ［笑う。］

720 ก็เป็น 犬夜叉［タイ語的に発音する］ มนัก็เป็นอะไรอะ

 พรรคพวกของหมาลงิ แลว้ก็จากลงิ จากลงิเป็นหมา

เนี่ย ［黙って読んでいる。］ 

ずらしである［日本語で発話する］ อือ๋ ไมรู่แ้ปลวา่

อะไรคะ่ ずらしである ずらしで［日本語で発話する］ 

ลองหาแลว้กนันะคะ 
［タブレットに「ずらす」と打ち込んでJTDicアプリで検
索すると，อ าพราง
「覆い隠す」という意味が得られた。］ 
ずらす［日本語で発話する］ อ าพราง อ าพราง ก็คดิ

งา่ย ๆ วา่มนัเป็นการอ าพราง อ าพรางจาก จากลงิเป็น

หมา

んー「犬夜叉」［タイ語的に発音する］，それはなんで
すか。犬猿の仲間，それと猿から，猿から犬にという
のは。［黙って読んでいる。］「ずらしである」うーん。
なんと訳すか分かりません。「ずらしである，ずらしで
」探してみることにしましょう。［タブレットに「ずらす」と

打ち込んでJTDicアプリで検索すると，อ าพราง

「覆い隠す」という意味が得られた。］「ずらす」覆い隠
す，覆い隠す，んー簡単に考えると，それは覆い隠
すこと，から覆い隠す，猿から犬に。

721 うーん。

722 คอื คอืในเรือ่งนี้คดิวา่เขาน่าจะใชต้ัวละครเป็นลงิแลว้

ใสล่กูประค า แตว่า่เรือ่งนี้ เรือ่ง 

犬夜叉［タイ語的に発音する］ ก็มาเปลีย่นเป็นหมา

แทนคะ่

つまり，要するにこの話で考えているのは登場人物
として猿を使って数珠をつけました。ですが，この話，
「犬夜叉」［タイ語的に発音する］の話，にきて代わり
に犬になりました。

723 ふーん。

724 ถงึแคน่ี้ไดไ้หมคะ ここまでだけでもいいですか。

725 はい。ありがとうございました。


